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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　時に帝てい国こく暦れき二七三年。

　英えい雄ゆう皇こう帝ていとうたわれたフレデリック一世の御み代よである。

　エベルシア大陸中央の北部に存在する白はく嶺れい山さん脈みやくは、現在こそ広大な帝国版はん図とに埋うもれているものの、その当時の人々には魔ま境きようと呼ばれ恐おそれられる場所であった。大陸中央部の統とう一いつを目指し拡かく張ちよう政せい策さくを続ける当時の帝国にとっても、白嶺山脈周辺は最大の難なん関かんとして存在していたのである。

　そしてその年、帝国の民たみがいまだに悪あく夢むとして語かたり継つぐ『白嶺戦せん役えき』が始まった。

　白嶺山脈の面めん前ぜんに広がる北部大平原に居きよを構かまえていた六つの部族が『北方六部族同どう盟めい』を結成し、春の訪おとずれと共に帝国に大だい攻こう勢げきを開始したのである。

　折おり悪あしく、中央騎き士し団だんは南方方面軍と共にレゾルク王国と交戦中で不在。西方、東方の両方面軍は緊きん張ちよう状態のため動けず、帝国暦二七三年八月、北方方面軍最大の拠きよ点てんであった北方最前線都市レグサルが陥かん落らくする。

　同年九月にはサムレラ、一〇月にはメルフィスと北部の主要都市が次々と陥落。

　この事態を受け、皇帝フレデリック一世は帝国の総力を挙あげた北部地方平定を決意。残存する北方方面軍と掻かき集あつめられるだけ掻き集めた戦力が決けつ死しの覚かく悟ごで時間稼かせぎをしている間に、他の各方面の敵対勢力との和わ議ぎを成立させる。

　帝国暦二七四年三月。二二四年に一騎士団四軍団制となってから初めて結集させた中央騎士団と各方面軍を、皇帝フレデリック一世自ら率ひきいて出しゆつ陣じん。帝都目前まで迫せまった『北方六部族同盟』軍をベルゲンヒルの戦いで撃げき破は。

　同年四月にサムレラ、メルフィスの両北方主要都市を解放。五月には北方最前線都市レグサルを奪だつ回かいし、敗走する『北方六部族同盟』を追撃して北部大平原に侵しん攻こうした。

　その帝国軍の前に、思いもよらない巨きよ大だいな敵が出現する。

　北部大平原の奥おく深くに侵攻して『北方六部族同盟』の象しよう徴ちよう的てきな首都である六ろく龍りゆう都市の目前に迫った帝国軍。その前に突とつ如じよとして立ちはだかった、全長三〇メートルとも五〇メートルとも記録される巨大な知ち恵え有る龍。

　歴れき戦せんの勇者達をなぎ倒たおし、返り血で全身を真っ赤に染そめたその龍を、人々は恐きよう怖ふと憎ぞう悪おを込めてこう呼んだ。

　──紅こう龍りゆうヴェルフェル──




　結局プロペティア帝てい国こくは、一〇年の歳さい月げつを費ついやして『北方六部族同盟』の首都六龍都市を陥かん落らく、『白はく嶺れい戦せん役えき』はようやくの終結をみる。だがこの一連の戦いによって受けた帝国の損そん害がいは甚じん大だいであり、少なくとも一〇〇年は帝国の領土拡張が停てい滞たいを余よ儀ぎなくされたと言われている。







　第一章　ラキスの逆ぎやく襲しゆう
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　エベルシアと呼ばれる大陸の中央に、プロペティアと呼ばれる大だい帝てい国こくがある。

　その広大な領地故ゆえ、東西南北いずれも複数の国と国こつ境きようを接していたが、その国力は強大で民たみは富とみ栄さかえ、兵は勇ゆう猛もうを以もつて名を知られ、大陸の中心に確かつ固こたる繁はん栄えいを築いていた。

　その帝国領内に、六ろく龍りゆうと呼ばれる都市がある。白はく嶺れい山さん脈みやくに一番近い帝国の都市であり、帝国の穀こく倉そう地帯である北方大平原地方の中心都市として栄える商業都市である。

　帝国の直ちよつ轄かつ地であるため中央より多くの商品が入り、この地方の特産品が中央へ向けて送り込まれる。故にこの都市には常に多くの商人が行いき交かい、多くの人が集まり、活かつ気きに満みち溢あふれている。

　特にその日は年に一度開かれる『春の市』の最終日であり、都市の広場には数多くの行商人が店を構えて、混乱にも似た活気を呈ていしていた。

「三二〇ったら三二〇！　何と言われようともこの線は譲ゆずれない！」

　その活気に満ち溢れた市場に気合いの入った若い女性の声が一ひと際きわ高く響ひびき、道行く人々が思わず立ち止まって声のした方向に視線を向けた。

「では、大まけにまけて三九八では……」

「三九八！　冗じよう談だんでしょ！　春の陽気でポカポカ暖かいこの季節に、冬用のコートに三九八も出す物好きがどこの世界にいるのよ！」

　露ろ店てんの前にできた人ひと垣がきの中心で、額ひたいに浮うかぶ汗あせをハンカチで拭ぬぐう恰かつ幅ぷくの良い商人相手に値ね切ぎり交こう渉しようをしているのは、まだうら若い少女である。

　長い髪かみの毛は黒こく炭たんのように美しく、その容よう姿しは注目に値あたいするほど整っている。だがこの場にいる者達が注目しているのは、残念ながらそんな事ではない。

　宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しだけに着る事の許された宮廷法ほう衣い……一八歳さいという若さで宮廷魔術師団の制服の上に深しん紅くの宮廷法衣を羽は織おっているという事実に、誰だれもが驚きよう愕がくしているのである。

　……まあ、それ以上に、高こう級きゆう官かん僚りようたる宮廷魔術師が市場で値ね切ぎっているという事実の方に驚おどろいているのかも知れないが……。

　その少女……特別宮廷魔術師ラキス・フレーバーの気合いに、その商人は頻しきりに額の汗を拭ふきながら苦く悩のうの表情を浮かべる。

「くっ……ならば三六二でどうです！　これ以上はまかりませんぞ！」

　やがて吐はき出すように言った商人のその値段に、周りの人垣から「おお！　ついに半値を切ったぞ」というどよめきの声があがった。

　だがラキスは、心底幻げん滅めつした様子で大おお袈げ裟さにため息を吐つく。

「ここで売れなかったらこのコート、まず秋になるまで売れないわよね……その間、虫食いで穴なんか開かないか心配だな……」

　不ふ吉きつな言葉を吐きながらお目当ての白いコートの手て触ざわりを確かめ、一ひと呼こ吸きゆうの間をおく。

「三五六。それ以上は出せない」

　気合いのこもった眼まな差ざしで見つめるラキスに、汗を拭く商人は苦悩の色を深め、ラキスの着る深紅の宮廷法衣に視線を向けて、やがて諦あきらめたように呟つぶやく。

「……やむを得ません……」

「よし！　交渉成立！」

　周囲の人ひと垣がきから沸わき起おこる盛せい大だいな拍はく手しゆに応こたえるように、ラキスが握にぎり拳こぶしを突つき上げた。

「ちゃんと梱こん包ぽうしてね、どうせしばらくは使わないんだから。それと持ちやすいように手て提さげ袋ぶくろに入れて。あ、防ぼう虫ちゆう剤ざいとか無いの？　お客様相手にケチケチしない」

　そう細かく梱包に注文を付け、支し払はらいを済すませてご満まん悦えつそうな表情で商品を受け取ると、ラキスは「じゃ、悪いけどこれ持ってね、荷物持ち係」と笑え顔がおで振ふり向く。
















　しかし返事はなく、人垣を作っていた野や次じ馬うま達が見せ物も終わったと散ちり散ぢりに去っていく後ろ姿が見えるだけ。

「……あれ？　お～い。ハーツ。マイルズ。グレン。メルフィ。終わったよ～」

　キョロキョロとみんなの姿を捜すがどこにも見当たらない。手荷物を持ったままラキスが途と方ほうに暮れていると、誰だれかがチョイチョイと袖そでを引っ張った。

「姉ちゃん、荷物と伝言を預あずかっとるよ」

　微笑ほほえみ掛かける一二歳さいくらいの元気な少年。彼が指さす方向に視線を向けると、広場にあるベンチの横に積み重ねられたラキスの荷物（全部市で買ったもの）を、三人の少年達が見張っている姿が見えた。無む論ろん、ハーツ達仲間の姿はどこにもない。

「で、伝言な」

　ほんのちょっぴり呆ぼう然ぜんとするラキスに少年はわざとらしく咳せきをして、

「『付き合いきれん。剣けんは俺おれ達たちで探すから、お前は荷物と一いつ緒しよにしばらくじっとしてろ』……荷物と伝言の預かり賃ちんは二〇な」

「二〇って、値段高過ぎよ」

「剣士の兄ちゃんが、払ってくれるて言うたもん」

（……後で絶対ハーツから取り立ててやる……）

　内心でそう決意しながら渋しぶ々しぶ支払うと、少年は特上の笑顔を向けて荷物の所にいる少年達に呼び掛けながら人混みの中に駆かけていく。ラキスはそんな少年の元気な後ろ姿を見送り、荷物の所に移動してベンチに座すわった。

「ま、あれだけ買い物に引き回せば当然かな……」

　そう呟つぶやき、仲間達に置いてきぼりをくらったことに小さく苦く笑しようを漏もらす。

　ラキスがこの都市に到とう着ちやくしたのは今朝早く。それから何時間も荷物持ちとして買い物に付き合わされれば、大たい抵ていの男ならうんざりして逃にげ出したくもなるだろう。

　そもそも目的があってこの都市まで来たのであって、ラキスの買い物のためではない。

　その目的とは、神しん剣けんの代わりの剣を探すこと。

　……いや、正確には、探すフリをすることである。

『朕ちんは知ち恵え有る龍りゆうの肉を食することを欲ほつする。故ゆえに勅ちよく命めいを下す。いつまでも遊び呆ほうけていないで、速すみやかに勅命を果たせ』

　そう皇こう帝てい陛へい下かの言葉が言こと霊だまとしてラキスの手元に届き、同時に五ご大たい老ろう達から『事態を進展させずに結果を示しめせ』という無茶な命令が届いてラキスが頭を抱かかえたのが昨日きのうの出来事。

　仲間達との協きよう議ぎの結果、グレンの提案で『神剣の代用品を探すために各地に伝えられる剣の伝説を探たん索さくして、その結果をレポートという形で皇帝陛下に提出する』ということに決まり、手始めとして『春の市』が開かれている六龍都市を訪おとずれたのである。

　だから、ハーツ達が目的を果たすためにラキスを置いてきぼりにしたのは当然である。むしろ私的な買い物に終しゆう始しして一向に目的に向かわないラキスの方が悪い。

「だけど……付き合わせたみんなには悪いけど……あたしだって、たまには憂うさ晴ばらしがしたいもの……」

　ベンチに座すわったラキスが少し俯うつむき、みんなの前では見せない憂ゆう鬱うつな表情になって小さく息を吐はいた。

　三さん神しん聖せい教きようのクーデター未み遂すい事件から四か月が過ぎようとしている。

　一冬を越こしたことになるのだが、その間ラキスは何も安あん穏のんとして過ごしていたわけではなかった。そもそも食に趣しゆ味みを見いだしたオーウェル二世が大人しくしているはずがない。あれが食べたい、これが必要と帝国で何かイベントがある度たびに勅命を発し、その度にラキスは五大老から厄やつ介かい事を押おし付けられ、北へ南へと奔ほん走そうしていたのである。

　本来ならそれに激はげしく抵てい抗こうするはずのラキスは、しかし大人しく五大老の命令に従っていた。別に朱す雀ざくの塔とうに戻もどることを諦あきらめたからでも前回の事件で懲りたからでもなく、ラキスなりの計算があったからだ。

　半なかば追放された形のラキスが朱雀の塔に返り咲ざくには、皇帝陛下を初めとする帝国上層部の機き嫌げんをとって（ハーツは既すでに手て遅おくれだと呆あきれていたが……）、皇帝陛下が『龍りゆう料理』のことを『忘れて』くれるのが一番である。ラキスはそう考え、そこに一いち縷るの望みを抱いだいていたのだ。

　さまざまな雑ざつ用ようはあったもののこの四か月間は『龍料理』に関する命令がなかったことも、ラキスが期待を膨ふくらませた一因である。この分だと思っていたよりも早く朱雀の塔に帰れるかも知れないと、ラキスの胸の内でほのかな希望が育っていた。

　だが、それがあまりにも虚むなしい幻げん想そうであったことを、昨日思い知らされた。

　皇こう帝ていが『龍料理』のことを『忘れる』つもりがないこと。五大老が『龍料理』のことを誤ご魔ま化かし通す覚かく悟ごであること。この両者の間に挟はさまれている限り、朱雀の塔に戻れる可能性が皆かい無むであることが解わかってしまったのだ。決してみんなの前には表さないものの、なまじ期待していただけにラキスの受けたショックは大きかった。

　やりきれない気持ちになったラキスが憂うさ晴ばらしとして、いつもは借金返へん済さいのために節せつ制せいしているから絶対にやらない買い物を楽しんでも、それほど責められるべき事ではないだろう。

　だが、買い物をしているときには気が晴れても、一人になると将来のことを考えて気が滅め入いってしまう。

「……ろくに仕事もしないでお茶を濁にごしているだけで高こう級きゆう官かん僚りようとしての給料が貰もらえる……何に不満が有るのかって言う人もいるだろうけど……」

　そう呟つぶやいて、比ひ較かく的近くに見える白嶺山脈の峰みね峰みねに視線を飛ばす。

　白嶺山脈は、三月下旬になってもまだ雪ゆき化げ粧しようを落としていない。いや、夏でもその大半は雪で覆おおわれているのだが、今はまだ裾すそ野のまでびっしり雪が覆い尽つくしている。ラキスはそんな山脈の姿を見つめながら、

「……あたしはやっぱり……朱す雀ざくの塔とうに戻もどりたい……」

　ポツリとそう呟く。

　皇帝陛へい下かと五大老の思おも惑わくがそうである以上、このまま剣けんを探すフリをしていても決して朱雀の塔には戻れない。何か打だ開かい策さくを見付ける必要があるのだが……。

　ラキスは時の経たつのも忘れて、一人ベンチに座すわってもの思いに耽ふけっていた。




　どれほど時が経たっただろうか……。不意にラキスの頭を誰かがポンと叩たたいた。

　戸と惑まどい、叩かれた頭を手で押おさえて振ふり向くと、ラキスを置いてきぼりにした仲間達がそこにいた。

　いつの間にか、辺りは夕日で赤く染まっている。

「待たせたな」

　頭を叩いた犯人である、剣士のロイヤル・ハーツがラキスにそう微笑ほほえむ。

「宿屋を手配しておきました。取とり敢あえず明日のことは、宿屋で食事をしながら決めることにしますよ」

　ベンチの横に積んであるラキスの荷物を持ち上げながら、グレン・フォードがそう話しかける。

「いろんな物が見られて、楽しかったですよ～」

　グレンの横でメルフィ・アンブラッドが、その大きな瞳ひとみをキラキラ輝かがやかせながらニコニコ微笑んでいる。

　そんなみんなの様子を少し呆ぼう然ぜんとして見たラキスは、ずいぶん長いこと考え込んでいたんだなと感じながら「もう終わったの、剣探し？」と、あまりにも素す直なおな感想を口に出してしまう。

　しまったと思ったときはもう遅おそい。

「僕ぼく達たちは大変だったんですけどね……」

「どこかの誰かが、思いっ切り役立たずに成り下がったからな」

　ハーツとグレンの二人から冷たい視線で見られ、ラキスが思わず瞳を彷徨さまよわせる。

「えっと……ほら、その、マイルズはどうしたの？　姿が見えないけど？」

　そう慌あわてて誤ご魔ま化かすラキスの言葉に、ハーツとグレンの二人が、今度は別の意味で大きなため息を吐つく。

「ついさっき、ちょっと用事があるとか言ってな……」

「きっと、ラキスさんの荷物を持つのが嫌いやだったんですよ……」

「と言う訳で、マイルズの持ち分は自分で持てよラキス」

「げっ！　何であたしが……」

「もともと自分の荷物だろうが」

　そう言われて、まだなお大量に残った荷物を見る。ラキスは思わず沈黙した。とてもじゃないが、一人で持ちきれる量ではない。ラキスの脳のう裏りに『マイルズ＝役立たず』という公式が復活する。

「ラキスさん大だい丈じよう夫ぶです。あたしも手伝いますから」

「ありがとうメルフィ。嬉うれしいな～」

　無む邪じや気きに微笑ほほえみながら助け船を出してくれるメルフィに、ラキスが素直に礼を言う。それを見て、何な故ぜかグレンが不満そうな表情をする。

「……何で僕達には礼を言わないんでしょうね……」

「気にするなグレン。所しよ詮せんラキスだ」

　ぼやくグレンの肩かたをハーツがポンと叩たたいて首を振ふる。

「……それで、剣けん探しの方はどうだったの？　見付かった？」

　二人の言葉を聞かなかったことにして、ラキスがメルフィと手分けしながら荷物を抱かかえて二人に尋たずねる。そんなラキスの問いに、グレンが苦く笑しようしながら首を振った。

「そんな簡単に見付かるわけがないですよ」

「何で？　適当な剣で良いんじゃなかったの？」

　いつまでも剣を探すフリではまずいので、頃ころ合あいを見み計はからって適当な剣を神剣の代用品として皇こう帝てい陛へい下かに提出しなければならない。しかしその剣はこれという指定があるわけではないし、どうせ五大老は龍りゆう料理なんて作るつもりはないのだから本当に龍が切れる剣でなくとも良い。それらしく見える剣であれば、紛まがい物ものだと判明することはない……というのがグレンの計画である。

「ですけど最低でもある程度の力を秘めた魔ま法ほう剣じゃないと説得力がないですよ。でも、そんな剣がその辺に転がっているはずもないですし……地じ道みちに探すしかないですね」

「別に急いで探し出す必要もないわけだしな」

　そんなグレンとハーツの言葉を聞きながら、ラキスは気付かれないように小さくため息を吐いた。

　グレン計画は、現状を考えれば決して悪いものではない。こうやって気き心ごころの知れた仲間と旅を続けるのも、正直言ってラキスは気に入りだしている。

　だがそれでも、どうしてもやりきれない気持ちになってしまうのは、ラキスが目的に向かって一直線に突つき進む気き性しようの持ち主だからだろう。常に夢や希望に向かって走っていないと生きた心ここ地ちがしない……最近ラキスは、そんな自分の性しよう分ぶんを理解し始めていた。

　そして、ラキスの夢は……。

　夕日に映はえる白嶺山脈の景色を、ラキスは荷物を抱えてしばし見つめ、小さく頷うなずく。

「……うん。やっぱり決めた。グレン、明日白嶺山脈に出発するから、そのつもりで準備をお願いね」

　グレンが案内する宿屋に向かいながら、ラキスは決心した様子でそう告つげた。
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　自じ称しよう内ない務む省しようの雇やとわれベテラン冒ぼう険けん者しやマイルズ・キュベルウィンは、「ちょっと用事がある」と言ってハーツ達と別れてから、やはり怪あやしい行動をとっていた。

　いや、彼の行動そのものは決して怪しくはない。中央の広場から少し離はなれた場所……しかし人と活気に溢あふれる一角にある露ろ店てんの店先で、買うつもりがあるのかただの冷やかしなのかよく判わからない態度で商品を手に取って見ながら、たまに店の主人と談だん笑しようしているのである。

　だが、マイルズの居る隣となりの店に、やはりマイルズと同じ様な態度で商品を見ている男がいる。いかにも冒険者然としたマイルズに比べると極きわめて平へい凡ぼんな出いで立たちであり、一見この都市に住む住人が何かのついでで買い物に立ち寄ったとしか見えない。

　行いき交かう人混みに隔へだてられたこの二人が怪しいなどと思う者はまず居まい。だが、もしこの場に内務省の内ない情じように詳くわしい者が居れば、この二人が何の意味も無くこうしているとは思わないに違ちがいない。

　男はアナベル・ギリー。内務省宗しゆう教きよう監かん査さ局きよく局きよく長ちようにして現在内務省の三さん神しん聖せい教きよう対策総責任者なのである。

『どうやら事前に準じゆん備びがされていたらしく、残念ながらカーウェル大司教とクロード高司教、この両名の行方は未いまだにつかめていません。国外に逃とう亡ぼうしたという情報はありませんから、未だ帝てい国こく領内に潜せん伏ぷくしていると思われますが……』

　そう報告するアナベルに、マイルズが小さく苦く笑しようを浮うかべる。

『ラキスちゃんが正面から帝てい都とに乗り込んで大騒そう動どうを起こさなければ一いち網もう打だ尽じんに出来たんだがな……。ま、仕方がない。それで、ハロルド達五大老の反応は？』

　そう尋たずねるマイルズだが、しかし彼はその口を動かしていない。声を出さず相手に視線を向ける素そ振ぶりも見せず、内務省の高こう級きゆう官かん僚りようのみが使える特とく殊しゆな言語により会話しているのだ。そしてそれは、返答するアナベルも同じである。

『カーウェル大司教が無事である以上、態勢を立て直してある程度の戦力を回復するまで、当面三神聖教に動きはない。この点では五大老の見解は一いつ致ちしています』

『この点では……と言うと？』

『相そう違いがあるのは対たい処しよ法ほうです。宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんと軍部の二勢力は、現状は基本的に『待ち』の姿勢……少々被ひ害がいを出そうとも、敵が動きを見せてから大おお本もとを叩たたく腹はら積づもりです。外務省は事件以降微び妙みような動きを見せ始めた諸外国の動向を睨にらみ、国内で悪戯いたずらに混乱が生じることを望まず、圧力を強めて自然消しよう滅めつを待つ構かまえです。帝国情報局と我ら内務省は、皇帝陛へい下かの威い信しんが傷付く危険性を恐おそれます』

『ラキスちゃんの事だな？』

『はい。陛下の御おん身みに容易たやすく近付けない以上、最初に狙ねらわれるのは三神聖教に神敵と認にん識しきさせているラキス・フレーバーです。宮廷魔術師団と軍部は、むしろその時こそ敵を叩くチャンスと考えラキス・フレーバーを囮おとりとして泳およがせていますが、しかしラキス・フレーバーは三神聖教のクーデター計画を暴あばいた最大の功労者であり、更さらに陛下のお気に入りとして陛下の代理人の証あかしである扇おうぎを持つ身です。その彼女が万一、陛下が追放なされた三神聖教に暗殺された場合、陛下と帝国の威い信しんが地に落ちます。それを機に国内の大貴族達が動き出し、国外の敵対勢力が連れん動どうする危険性が高くなるのです。そこでハロルド長官は事が起こる前に根こん本ぽんを叩く必要があると考え、帝国情報局は末まつ端たんからシラミ潰つぶしにしようとしていますが……現状では、いずれの手段も手間と時間が必要です』

『その間充分気を付けろと……それを言いにわざわざ自ら来たのかアナベル』

　小さく肩かたを竦すくめるマイルズに、アナベルが微かすかに苦く笑しようを漏もらす。

『いえ、今回のような突とつ拍ぴよう子しもない移動はなるべく控ひかえていただきたいと……。密ひそかに帝国情報局と内務省でラキス・フレーバーに護ご衛えいを付けているのですが、今回全員見事に振り切られてしまいました。たまたま私が近くに来ていたので……』

『それはラキスちゃんに言ってくれ』

『陛下のお気に入りなどと伝えると、益ます々ます図ずに乗るというのが五大老の共通認識です』

　その言葉に、マイルズが否ひ定てい出来ないとばかりに苦笑を深める。

『努力はしてみるが、ラキスちゃんの唐とう突とつさは今に始まった事じゃないからな……。ま、しばらくは剣けんを探してうろつく予定だから大だい丈じよう夫ぶだとは思うが』

『再び護衛の態勢を整えるまで、少なくとも三日は必要です。その間出来るだけ無茶をさせないようにお願いします。それでは』

　アナベルはそう告げると、おそらく態勢を整える指し揮きを執とるために、お目当ての物が無かったというふうを装よそおって店を去った。

「アナベルも、めっきり忙いそがしい人になったね～」

　誰だれにともなく小さくそう呟つぶやいたマイルズは、十数分後小物を一つ購こう入にゆうして、アナベルとは反対方向……グレンが決めた宿屋に向けて歩を進めた。

　相も変わらず水面下でいろいろと画かく策さくしている五大老周辺だが、しかしこの時既すでにラキスは内心に秘めた思いを決心しており、この後行われたアナベルの苦労は残念ながら全くの無む駄だに終わるのである。
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　帝てい国こく暦れき六三八年三月二八日。

　その日、筆ひつ頭とう宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しにして帝国の重じゆう鎮ちん五ご大たい老ろうの一人であるゼラーエフ師は、縁えん側がわでお茶をすするご隠いん居きよ様さまよろしく、朱す雀ざくの塔とうの最上階にある執しつ務む室しつで窓から見える帝都の街並みを朗ほがらかな気持ちで見下ろしていた。

　皇帝のわがままはラキス達に押おし付け処しよ理りさせる……そんな構こう造ぞうがすっかり定着しており、今や皇帝のわがままに五大老が慌あわてるという事態は起こらなくなっていた。

　そのラキスもどうやら観かん念ねんしたらしく、最近はすっかり大人しくなっている。五大老の一人として帝国の国政を司つかさどるゼラーエフ師にとって、ようやく一息がつける状じよう況きようになっていたのである。

　そんな春の明るい日ひ射ざしが射し込むゼラーエフ師の執務室に、鮮あざやかな緑色の宮廷法衣を羽は織おったクリス・マクドール師が入ってきて頭を下げる。

「師よ、お呼びですか？」

　そう尋たずねるマクドール師に、ゼラーエフ師が好こう々こう爺やのような笑えみを向ける。

「うむ。すまぬが、お茶を所しよ望もうじゃ」

　一いつ瞬しゆんその眉まゆが跳はねたように見えたのは気のせいか。マクドール師は穏おだやかな笑みを浮うかべて「はい。師の仰おおせのままに」と答えると、静かに移動して銀色のポットに左手をかざし小さく呪じゆ文もんを唱えた。するとポットが熱を帯び、中にある水を沸わかし始める。

「ちょうど師にご報告すべきことが……先ほどレゾルク支部から、ラキス・フレーバーが『瞬またたく扉とびら』を使ったと連れん絡らくがありました」

「……またか。まったくあやつめ、陛へい下かの大権を利用して好き勝手をやりおるわい」

　鮮やかな手つきでお茶を用意しながら穏やかな口調で告げるマクドール師の報告に、ゼラーエフ師が顔をしかめた。

　一応であっても、『師』であるラキスが『瞬またたく扉とびら』を使うのは問題ない。しかしラキスは、いつも仲間を連れて『瞬く扉』を使う。魔法的な移動装置である『瞬く扉』は元々多人数を移動させるために作られた設備なのだから、それが魔法使いであるなら何人で使用しようと問題にはならない。だが装置の波は長ちように自分の魔力の波長を合わせることのできない者が使用すると、無理が生じて空間が傷きず付つくのである。

　もともと不安定な空間を利用した『瞬く扉』は、傷付けばすぐに使用不能になり、復ふつ旧きゆうさせるためには少なくとも一か月に及およぶ調整が必要となる。そのため各支部ともラキスの使用を必死で押おし止とどめようとするのだが、宮きゆう廷てい法衣と陛下お墨すみ付つきの扇おうぎの威い力りよくは絶大であった。

「また、全支部に連絡をして一いつ斉せい調整をせねばならぬのう……あやつ、どれだけ迷めい惑わくをかけておると思っておるのじゃ……」

　苦り切ったゼラーエフ師のその呟つぶやきに、湯ゆ気げの吹ふき出てきたポットから急きゆう須すにお湯を注そそぎながらマクドール師が小さく首を傾かしげる。

「もしやラキス・フレーバーは、その事を知らないのでは？」

「……どういうことじゃ？」

「彼女は、『見習い』からいきなり『師』になりました。『見習い』の間は『瞬く扉』を使うことは有り得ませんから、その辺の事情に疎うとくとも不思議ではありません。そして『師』になった後すぐに朱す雀ざくの塔とうを追い出されていますから、何な故ぜ『瞬く扉』を魔ま法ほう使い以外の者が使用することを禁じられているのか、知らないのがむしろ当然です」

「……『師』としての教育が必要じゃの。それで、ラキス・フレーバーは、一体どこへ向かったのじゃ？」

　苦く笑しようを浮うかべるゼラーエフ師の問いにマクドール師はすぐには答えず、湯飲みの縁ふちを親指と中指で慎しん重ちようにつまんで盆ぼんに載のせ、ゼラーエフ師のもとに歩み寄る。

「白嶺山脈に一番近い支部のある、六龍都市へ飛んだと……どうぞ、師よ」

「これ以上は無い程ほどたぎっておるのう」

　マクドール師からグツグツ煮にえ立つお茶を受け取り、笑えみを浮かべてゼラーエフ師が呪じゆ文もんを唱える。

「それにしてもあやつめ、無む駄だな抵てい抗こうを諦あきらめ儂わし等ら五大老の方ほう針しんに従う気になったのであろうに、『瞬く扉』まで使って六龍都市に向かうとは……一体何が目的じゃ……？」

　思し考こうを巡めぐらせつつ、丁ちよう度ど良い温度になったお茶をすすり飲む。そんなゼラーエフ師の様子を見ながら、マクドール師はタイミングを計はかるように数すう瞬しゆんの間をおいた。

　広い執しつ務む室しつに、ズズズ……という音が流れる。

「どうやら白嶺山脈に向かったようです」

　ブヒュッッッッ！

　豪ごう快かいにお茶を吐はき出し咳せき込むゼラーエフ師。しかしマクドール師はそれを気にした様子も見せず、穏おだやかな口調で言葉を続ける。

「六龍都市支部からの報告ですと、ラキス・フレーバー達はこの時期に防ぼう寒かん着ぎを山ほど買い、白嶺山脈に向かって旅立ったとのことです」

「……白嶺山脈じゃと……まさか紅こう龍りゆうのもとに向かったのではあるまいの……」

　ゼラーエフ師が咳せきを堪こらえて考え込み、

「……いや、あやつの思い付きそうなことじゃ……。何をのほほんと報告などしておるかマクドール！　さっさと部隊を編成して、あの大おお馬ば鹿か者ものを追わぬか！」

　そう怒ど鳴なるゼラーエフ師に、マクドール師が困った表情を向ける。

「そうは言われますが師よ、肝かん心じんの『瞬く扉』が使用不能になってしまっては、部隊を編成いたしましても……」

「……おのれあやつめ、そこまで見み越こしての犯行か……。かつては帝てい国こくの総力を挙あげても倒たおせなかったヴェルフェルじゃぞ……今の帝国の力を以もつてしても、決して侮あなどれぬ難なん敵てきじゃ……万が一紅龍の逆げき鱗りんに触ふれようものなら……あの愚おろか者め……」

　怒いかりを堪えきれぬ様子で歯を嚙かみしめ、

「陛へい下かのお気に入りと思って黙だまっておれば調子に乗りおって！　ヴェルフェルのもとに辿たどり着く前に首根っ子を押おさえ、儂わしが直じき々じきに灸きゆうを据すえてやるわい！」

　そう怒ど鳴なりながら扉とびらに向かって歩みを進めるゼラーエフ師が、不意に立ち止まってマクドール師に振ふり向く。

「儂が戻もどるまでに、汚よごれた絨じゆう毯たんを洗せん浄じようしておくのじゃぞマクドール」

　小さな笑えみを残して踵きびすを返すゼラーエフ師に、マクドール師は無言で頭を下げた。
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　三月下げ旬じゆん……朝晩はまだ冷え込むが、たまに雪がちらついたりする日もあるが、しかしもう既すでに春なのだということを楽しそうな小鳥のさえずりや大地から顔を出した新しん芽めが教えてくれる、そんな季節。

　だが、辺り一面、見み渡わたす限りの雪景色。

　身を切られるような風の冷たさ。

　吐はく息は、凍こおり付いて地面に落ちないのが不思議なほどに白い。

　白嶺山脈は、未いまだ雪と氷の支配する極ごつ寒かんの世界である。

「……死ぬほど寒い……」

　そんな白銀の世界で顔をマフラーに埋うずめ、両手で抱だくように身体からだをさすりながら、ラキスがボソリと呟つぶやいた。

　ラキスの服装は、六龍都市で仕入れた白いロングコートをいつもの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんの制服と深しん紅くの宮廷法衣の上に羽は織おり、手て袋ぶくろに帽ぼう子しにマフラーと身に着けた完全防備である。

　コートは厚あつ手でで丈たけはスカートより長く、素材は何かよく判わからないがフカフカしていてかなり暖かい。少し値が張ったがどうしても欲ほしかったので購こう入にゆうした帽子と手袋の色も白。アクセントとしてマフラーの色は深緑にしてみた。

　いずれの品も人ひと垣がきができるほど白熱した交こう渉しようを制して得た戦利品である。久しぶりに充じゆう実じつした買い物ができたとちょっと前までご満まん悦えつだったラキスだが……雪山に挑いどむにしては少々軽装過ぎたようだ。春だからそれほどではないだろうと高たかを括くくって、実用性より見み栄ばえを重視した判断が恨うらめしい。

「何でこんなに寒いのよ……草木や鳥も動物も、昆こん虫ちゆうだって春の暖かさを謳おう歌かしているっていうのに……。だいたい誰だれよ！　こんな季節に雪山に登るだなんて、自然の摂せつ理りに反する行こう為いを主張したのは！」

「お前だ！」

　ハーツに背中を思いっきり蹴けり飛ばされ、ラキスが顔から雪に突つっ込んだ。

「むきゃぁぁぁっ！　服の中に雪が入ったぁぁぁ！」

　泣きそうな表情で襟えり首くびを引っ張って中の雪を掻かき出そうと足あ掻がくラキス。だが、いったん服の中に入った雪をすべて掻き出すことは難むずかしい。

「純じゆん真しん無む垢くな乙女おとめの柔やわ肌はだが、凍とう傷しようになったらどうしてくれるのよ！」

「誰が純真無垢な乙女だ……」

「うわっ、むかつく。今、本気で呆あきれた顔をした」

　わざとらしくため息を吐つくハーツを、ラキスがどうしても排はい除じよしきれない雪が肌につかないように服の胸を引っ張りながら、頰ほおを膨ふくらませて睨にらみ付つける。

「だいたい蹴飛ばすことないじゃない。内気な乙女の軽い冗じよう談だんなんだから……」

　そう呟くように愚ぐ痴ちをこぼしながら、ラキスは引っ張っている服をしばし見つめ、やがて意を決してその手を放し……あまりの冷たさに、大きく口を開いて声にならない悲鳴を上げた。

「ラキスさん、タオルとカイロ要いりますか？」

　差し出すメルフィにカクカク頷うなずいてタオルとカイロを受け取り、急いで服の中に押おし込む。そんなラキスを見ながらハーツが再び大きなため息いきを吐く。

「あのなラキス……ろくな説明も受けないでこんな所まで連れてこられて、あんな台詞せりふを聞かされれば、誰だって蹴りを入れたくもなるぞ」

　そのハーツの言葉に、それまで黙もく々もくと太陽の位置や周りの地形を確かく認にんしながら現在位置を把は握あくしようと務つとめていたグレンが大きく頷く。

「そうですよ。ラキスさんの唐とう突とつさは今に始まったことじゃないですけど、せめて目的地くらいは教えてくださいよ」

　白嶺山脈の周辺は磁じ石しやくが役に立たないため、帝てい国こく領内において最も地理の解明されていない場所である。当然地図も、ごく一部の限られた部分しか存在しない。それだけに探究者であるグレンにとっては逆に探たん索さく甲が斐いのある場所であるとも言えるが、もともときちんとした計画立案を得意とするだけに、目的地が判わからないというのは嫌いやらしい。

　そのグレンの言葉を受ける形で、マイルズが首を傾かしげる。

「こんな所に剣けんがあるなんて話、聞いたことがないんだけどね～。本当に、エーデルハントの代用品があるのかな？」

　そう問われて、ラキスが小さく首を傾げる。
















「……代用品？　何、それ？」

『……………………』

「……あたし、紅こう龍りゆうヴェルフェルに会いに行くって言わなかったっけ？」

　無言でゆっくり首を振ふる三人に、ラキスが少し気まずそうに瞳ひとみを彷徨さまよわせる。

「……えっと……ヴェルフェルに会いに行くからね」

「今いま更さら遅おそいわ！」

　ハーツの強きよう烈れつな一いち撃げきが、再びラキスを雪せつ面めんに突つっ込ませる。

「俺おれ達たちが苦労して事態を穏おん便びんに済すませようと努力しているのに、何をトチ狂くるって紅龍ヴェルフェルに会いに行くと言い出すんだ！　この大おお馬ば鹿か者もの！」

「イテテ……。大馬鹿者って、別に変な事なんて考えてないわよ。考えてるのは至し極ごくまっとうなこと」

　どうやら今度は雪が服の中に入らなかったらしい。ラキスが立ち上がって服に付いた雪を払はらい除のけながら小さく胸を反そらせる。

「あたしはどうしても朱す雀ざくの塔とうに帰りたいの。あそこじゃないと見られない資料や出来ない研究がいっぱいあるんだから。このままじゃ、苦労して官かん僚りよう試験に合格した意味が無いじゃない。だからどうすれば戻もどれるか、あたしなりに一いつ生しよう懸けん命めい考えたわ。そして結論」

　ちょっと顎あごを引いたラキスの顔に影かげが落ち、前まえ髪がみが目を隠かくす。

「……もうあの馬鹿帝ていには、どれだけ無茶な事を人にさせているのか、骨ほね身みにしみて理解させるしかないのよ……クス、クス、クス……」

　妖よう気きすら漂ただよわせるラキスの不ぶ気き味みな含ふくみ笑いに、思わず全員が後ずさる。

「……あの馬鹿帝が諦あきらめないなら、ヴェルフェルを焚たき付つけて帝都を襲おそってもらえばいいのよ……そうすればあの馬鹿帝も、少しは己おのれの愚おろかさに気付くかも知れない……」

　……目が逝いっている。久しぶりに壊こわれたらしい。

「……そうよ……やっぱりあたし一人が不幸になること無いのよ……お天道様もお星様も、み～んな一いつ緒しよに不幸になるべきなのよ……クス、クス、むきゅぅ……」

　蹴けり飛ばされて三度雪面に突っ込んだラキスを、ハーツが更に踏ふみ付け、真しん剣けんな表情に殺気を張り付かせて剣をスラリと抜ぬき放つ。

「……やはり世界平和のために、ここで始し末まつしておいた方が良いようだな……」

「わ～！　噓うそ！　冗じよう談だん！　お願いだから落ち着いてハーツ！　大だい丈じよう夫ぶ！　本当はもうちょっとだけマシな計算してるから！」

「もうちょっとだけ……か……」

「いや、それも間ま違ちがい！　全然マシ！　すごくまっとう！　せめてあたしの話を聞いて！　お願いだから、剣を振ふりかぶらないで～！」

　何とか足の下から逃のがれようと手足をばたつかせながら必死になって嘆たん願がんするラキスに、ハーツが小さくため息を吐ついてから剣を鞘さやに収め、足をどかす。

「……話してみろ」

「……助かった……危あやうく冗談で命を落とすところだった……」

　心しん底そこ安あん堵どした様子で立ち上がりながら息を吐はくラキスに、グレンとマイルズが呆あきれるやら感心するやらしながら、

「……本当に笑えませんよね、ラキスさんの冗談……」

「相変わらずタイミングが悪すぎるんだよね～」

「そこ！　そんな解説しながら頷うなずくな！　と言うか助けろ薄はく情じよう者もの！」

　ラキスに恨うらみがましい目で睨にらまれて肩かたを竦すくめる。

「……で？　どんな計画があるんだ？　言っておくが、今度冗談を言ったらバッサリやるからな」

　そう尋たずねるハーツに、ラキスは服の雪を叩たたき落としながら小さく息を吐く。

「……人生に笑いは必要なのに……まったく冗談が通じないんだからサル兄は……」

「……………………」

「解わかった！　解ったから無言で剣に手をかけないで！　えっと、ほら、その……そう、真ま面じ目めな話ね。さっきも言ったけど、あたしはどうしても朱す雀ざくの塔とうに戻もどりたいの。それでどうやったら皇こう帝てい陛へい下かに『龍りゆう料理』を諦あきらめてもらえるかって考えたんだけど……対等の者の言葉だったら、少しはあの馬ば鹿か帝も聞く耳を持つんじゃないかな？」

　ラキスはそう言っていったん言葉を切り、みんなの注意が自分に向いていることを確かく認にんして小さく咳せきをし、言葉を続ける。

「古くからの帝国の盟めい友ゆうであり地底世界の覇は者しやたるドワーフ王グラード。同盟者ではないけどお互たがいその実力を認めて相そう互ご不ふ可か侵しん条じよう約やくを交かわした紅こう龍りゆうヴェルフェル。客観的に見て陛下と対等と言えるのはこの二人だけだから、彼かれ等らに陛下の説得を頼たのもうと考えたのよ。個別だったら効こう果かは薄うすいかも知れないけど、二人同時ならさすがに無視できないんじゃないかな？　で、ちょうど近くに来ていたから、最初にヴェルフェルに当たってみようと思ったわけ」

　ラキスはそう少し自信ありげに話したのだが、何な故ぜかマイルズは苦く笑しようを浮うかべて肩を竦め、ハーツとグレンは頭を抱かかえている。

「……どうしたの？」

「いや、何と言うかさ～。ラキスちゃんのその計画は、あまりにも無む謀ぼうだね～」

「……何で？」

「あのなラキス……ドワーフ王もヴェルフェルも、皇帝陛下の勅ちよく命めいの対象だぞ？　特にヴェルフェルに『帝国の皇帝が貴方あなたを食べようとしていますから説得してください』とでも頼むつもりか？　そんな事言われたら、普ふ通つう誰でも怒おこるだろうが……」

「……いや、その辺は口先三さん寸ずんで何とか……」

「なりませんよ、何とも……」

「……………………」

　みんなに否定されて思わず沈ちん黙もくするラキス。

　その間でメルフィが難むずかしい顔をして唸うなっているが、きっと話についていけていないに違ちがいない。

　やがて沈黙していたラキスが、小さくため息を吐ついた。

「……やっぱりみんなもそう思うか……」

「……おい」

「あ、いや、その、何でもない。大だい丈じよう夫ぶ。あたしが勝しよう算さんもなしに行動するわけ無いじゃない。ちゃんと二人を説得できる材料を用意しているわよ。うん」

　ツツツと額ひたいに一ひと筋すじの汗あせを流しながらそう言うラキスに、三人が疑いの眼まな差ざしを向ける。

　その時、突とつ然ぜん異変が起こった。

「うひゃっ！」

「きゃっ！」

　ラキスとメルフィがほぼ同時に異変を感じ、悲鳴を上げて身を竦すくめる。

「何だ？　どうした？」

「何だか今、すごく変な感じがしたんです」

　問うハーツに答えながらメルフィがキョロキョロと辺りを見み渡わたす。

　一方のラキスは「今、一いつ瞬しゆんだけど空間が歪ゆがんだ……」と小さく呟つぶやいて考え込み、やがて何かに気付いた様子で顔を真っ青にさせる。

「みんな！　急いで移動して！」

「どういう事だ？」

　いまいち事態が飲み込めないハーツを、ラキスは鬼き気き迫せまる表情で見つめる。

「説明は後！　とにかく急いで！　ここは危ない！」




　　　　５




『どこじゃラキス……隠かくれてないで大人しく出てこんか……儂わしとて鬼おにではないぞ、今なら寛かん大だいな処しよ置ちで許ゆるしてもやろう……』

　白嶺山脈の空に、魔ま法ほうで拡かく大だいされた聞き覚えのある声が響ひびき渡る。

「何が寛大な処置よ……あたしはまだ、何も悪いことはしてないのに……だいたいあんな呪じゆ文もん使って、雪崩なだれとか起きたらどうしてくれるのよ……」

　ラキスはそう呟きながら、小さく身を竦すくめながらコソコソ隠れるように移動していた。

　少し前に感じた空間の歪ゆがみ。あれは『空間転てん移い』の魔法が使われたから発生した歪みである。『空間転移』の魔法は瞬間移動系統の最上位魔法で、『瞬間移動』の魔法と違ちがい小人数だが集団での移動が可能である。しかし当然制せい御ぎよが難むずかしく、宮きゆう廷てい魔術師団でも瞬間移動系統の魔法を専門に研究している純白の宮廷魔術師バーロルド師しか使い手がいない。しかしそのバーロルド師は学者肌はだの宮廷魔術師で、彼が自みずから朱す雀ざくの塔とう外に赴おもむくなど考えにくい。何者かが指示してバーロルド師に魔法を使わせたに違いないのだ。そして『師』に命令できる者など、ゼラーエフ師しかいない。

　そう判断して素す早ばやく対応したラキスだったが、この事態に表情は険けわしい。

「なあ、ラキス……」

「今大事なところ！　話し掛かけないで！」

　何やらため息を吐ついて後ろから声を掛けてくるハーツに、ラキスは振ふり向きもせずに鋭するどく言い放って小さく呪じゆ文もんを唱える。

「……後方に魔力反応……たぶん三つ……進行方向には……無し、か……ゼラーエフ師がこれ見よがしに後ろから声を掛けてきたってことは……罠わなかな……？」

　逆探知を恐おそれて素早く魔法を解くと、ラキスはしばし考え込んだ。

　動くとき必ず数名の『師』を同行させるゼラーエフ師がここにいるという状じよう況きようは、ラキスにとってあまりにも最悪である。『師』の実力は『士』とは比べ物にもならないし、大陸一の知者と名高いゼラーエフ師の策さく謀ぼうは充じゆう分ぶん考こう慮りよに入れなければならない。

　ラキスは一ひと頻しきり考えをまとめると、クルリと後ろにいるメルフィに振り向く。

「ねえメルフィ。悪いんだけど、ちょっと『師』が潜ひそんでいないか進行方向を偵てい察さつしてきてくれないかな」

「解わかりました。ちょっと待っててくださいね」

「魔ま法ほうを使ってないし、どうせ専門家じゃないから隠かくれててもすぐに見付かると思うけど、相手は『師』だから一応気を付けてね」

「大だい丈じよう夫ぶです～」

　明るく笑え顔がおで請うけ負おうと、メルフィが身軽く駆かけて行く。雪面に残るその足あし跡あとが、途と中ちゆうからまったく残らなくなるのは凄すごいの一言である。そんなメルフィを見送ってまた考え込むラキスに、ハーツが再びため息を吐く。

「大人しく投とう降こうしたらどうなんだ？　今なら寛かん大だいな処しよ置ちで許してくれると言ってるし」

「な！」

　ラキスが信じられないと言いたげに目を見開いてハーツに振り向く。

「何言ってるのよ冗じよう談だんじゃない！　ハーツはゼラーエフ師の『寛大な処置』がどういうものか知らないからそんな事が言えるのよ！　あたしも噂うわさだけでしか知らないけど、ゼラーエフ師の執しつ務む室しつに一週間も正せい座ざさせられてネチネチと小言を聞かされたとか、『グジャエグレ～』な魔法の実験を一か月も手伝わされたとか、それはもう思い出すのも身の毛がよだつほど恐おそろしい噂ばかりなんだから！」

「……どんな噂だそれは」

「とにかく！　あたしは絶対に投降なんかしない！」

　そう言ってラキスは不ふ機き嫌げんそうにプイと視線を逸そらした。

　もっともラキスが不機嫌なのは別にハーツのせいではなく、ラキスの予想以上に状況が困こん難なんになってしまっているからだ。

　紅こう龍りゆうヴェルフェルのもとに向かえば追っ手がかかるくらいは覚かく悟ごしていたが、てっきりまた『士』の部隊を派は遣けんしてくると思い込んでいた。前回は相手の油断と状況を利用して上う手まく切り抜ぬけられたが、本来ならラキスを取り押おさえることなどその程度で充分なのだ。

　前回の反省を踏ふまえ、『師』が一人くらいは同行して指揮を執とる可能性は考こう慮りよに入れていた。その時上手く切り抜ける自信がラキスになかったから、ヴェルフェルのもとに向かう計画を躊ちゆう躇ちよしていたのだ。

「ま、その時はその時考えよう」と開き直って計画を実行したラキスだったが、ゼラーエフ師が自ら乗り込んでくるというのはあまりにも想定外である。前回の事件を機に、師にあまり快こころよく思われていない事は承知していたが、まさか少しのミスを理由に叩たたき潰つぶそうと考えるほど疎うとまれているとは思いたくない。もしそうであるなら宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんでの出世は絶望であるし、『師』の内定などとっくに取り消されているはずなのだ。

　しかし、本来なら滅めつ多たに朱す雀ざくの塔とうから動かないはずのゼラーエフ師がわざわざ自ら出向いた理由が、ラキスにはどうしても理解できなかった。

「何でゼラーエフ師がわざわざ自ら乗り込んでくるのよ……あたしはまだ、何も悪い事はしてないのに……」

　思わずそう呟つぶやくラキスに、仲間達が苦く笑しようを漏もらす。

「悪い事と言ったら、やっぱり『瞬またたく扉とびら』を勝手に使ったのが腹に据すえかねたんじゃないかな～」

「レゾルク支部ではラキスさんの使用を思いとどまらせようと、半泣きになって抵てい抗こうしてましたからね……ラキスさんが蹴けりで沈ちん黙もくさせましたけど……」

「六龍都市の支部に着いたときは、『また使ったんか！』と魔法使い数人が頭を抱かかえて床ゆかに崩くずれ落ちたからな……理由はよく知らんが、あれは絶対恨うらまれているぞラキス」

　そんな三人の言葉を、ラキスがパタパタと手を振ふって軽く受け流す。

「まさか。だってあんな便べん利りなものを使わない手は無いじゃない。どうせゼラーエフ師が嫌いやがらせで使用を禁じてるんだろうし、陛へい下かの勅ちよく命めいを帯おびてるんだから少々強ごう引いんな手を使っても問題にならないわよ。考えすぎだって」

　そう気楽そうに微笑ほほえむラキスを、グレンが沈ちん痛つうな面おも持もちで見つめる。

「ラキスさん……もしかして本当に、あれを魔法使い以外の者が使ったら壊こわれる事を知らないんですか……？」

「……へ？」

「僕も外務省長官のゲイリー・カーター様から聞いて初めて知ったんですけど、もともと『瞬く扉』は不安定な装そう置ちで扱あつかいが難むずかしく、だから『師』以外には使用を許きよ可かされていないし、『師』が同行しても部外者の使用は禁じられているんだそうですよ……一度壊れたら復ふつ旧きゆうに膨ぼう大だいな費ひ用ようと時間が必要になるから……」

　グレンのその説明に、マイルズが納なつ得とくした様子で頷うなずく。

「だからあれほど一いつ生しよう懸けん命めい止めようとしたんだね～。だけど使用できないわけじゃないから、宮廷魔術師団としても陛下の名前を出されたら駄だ目めとは言えないんだね～」

　そのマイルズの言葉を受けて、ハーツがやはり納得した様子で頷く。

「つまりラキスの行動は、陛下の威い光こうを笠かさに着た横おう暴ぼうにしか映うつらないわけだ。恨まれて当然だな」

「……………………」

「しかも、目的が紅こう龍りゆうヴェルフェルに会いに行くことですからね……」

「誰が考えても無む謀ぼうだからね～」

「思い上がった小こ娘むすめに灸きゆうを据すえてやろうという気にもなるのも当然だな。それを寛かん大だいな処しよ置ちで許ゆるしてやろうとは……ゼラーエフ師、心が広いな」

「今、大人しく降こう参さんすればですけどね」

　そんなみんなの言葉を沈ちん黙もくして聞きながら、ラキスは新たな情報を頭にインプットして考こう察さつを練り直し、現状の正確な全容をほぼ完全に把は握あくして、ツツツと頰ほおに汗あせを一ひと筋すじ流す。

　とその時、偵てい察さつに行っていたメルフィがヒョコッと戻もどってきた。

「ただいまです～」

「お帰り。どうだった？」

　素す早ばやく頭を切り換かえ問うラキスに、メルフィが少し思い出す仕し草ぐさをする。

「え～っとですね、少し行った先に灰色の宮きゆう廷てい法衣を着た男の人が、何だかブツブツ文もん句くを呟つぶやきながらポツッと立っていました」

「攻こう撃げき呪じゆ文もんオタクのガルダロフ師だ……」

　宮廷法衣の色から相手を割り出してラキスが呟く。

「それとですね、その人から少し離はなれて二人の人が隠かくれていました。やっぱり宮廷法衣を着ていて色は白と黄緑でした。三人の位置関係はこんな感じです」

　そう言ってメルフィが雪せつ面めんに描えがく略りやく図ずを、みんなで円を描くようにしゃがんで見つめる。

「……そのガルダロフ師とかいう人が囮おとりですね。僕達がその人に気をとられたら、隠れた二人が攻撃して来るつもりですよ」

　そう読み取ったグレンの意見にハーツが頷うなずく。

「三人か……だが所しよ詮せんは魔ま法ほう使いだし位置は判わかったから、俺とマイルズとメルフィで不ふ意い打うちすれば無む力りよく化かできるんじゃないか？」

「えっとですね、そのガルダロフさんは隙すきだらけでしたから何とでもなると思うんですけど、後の二人は警けい戒かいしていましたし、何だか周囲に魔法の罠わながあるような気がしましたから不意打ちは難むずかしいと思います～」

「三人ともお互たがいを援えん護ごできる位置関係だし、不意打ちできないとなると厳きびしいね～」

　ハーツが頷いてラキスに視線を向ける。

「という状じよう況きようだが……どうする？」

　ラキスはしばらく雪面の図を真しん剣けんな表情で見つめ、やがて大きくため息を吐つく。

「正面からの突とつ破ぱは無理ね。黄緑の宮廷法衣を着ているアルド師は陣じん形けい魔法の専門家。魔方陣を使う魔法は準備が大変だけど効果は絶ぜつ大だいだし、発動させるのに呪文は必要ないし、使う瞬しゆん間かんまで魔力が探たん知ちされないっていう利り点てんがある……待ち伏ぶせには最さい適てきの魔法って事。おまけに純じゆん白ぱくの宮廷法衣を着ているバーロルド師は瞬間移動魔法の専門家。アルド師の陣形魔法を利用すれば後方にいる三人の宮廷魔術師を瞬時に呼び寄せることができる。ついでにガルダロフ師は攻撃魔法オタクとか言われていて毎日何かを吹ふき飛ばしている変人で、性格が悪いから人望はないらしいけど、魔力の強さはゼラーエフ師以上と言われているわ。このメンバーの裏をかくのは至し難なんの業わざよ」

　ラキスがそう分ぶん析せきしたとき、辺りにゼラーエフ師の声が響ひびき渡わたる。

『ラキスよ……最後のチャンスじゃ……そのままそこで大人しく縛ばくにつけば良し。もし抵てい抗こうすれば……解わかるの？』

　その、計はかったようなタイミングの良さに、ラキスが思わず苦く笑しようを漏もらす。

「そうか……こうやってここに足止めしている間に逃にげ道を塞ふさぐ作戦だったんだ……完全に手の平の上で踊おどらされちゃったな……。でも、ここまで徹てつ底ていしてやられると、何だか悔くやしいって気持ちも起こらないね」

　立ち上がって背せ伸のびをするラキスを、メルフィがちょっと心配そうに見つめる。

「ラキスさん……諦あきらめちゃうんですか？」

「うん。今回は状況が悪すぎるから、捲けん土ど重じゆう来らいを期きして降こう参さん」

「……良よく解りませんけど、ラキスさんが納なつ得とくしてるならいいです」

　サバサバとした笑え顔がおを見せるラキスにメルフィが安心して笑顔を浮うかべる。同時にハーツ達三人も安あん堵どの息を吐はいた。

「一時はどうなる事かと思いましたよ」

「まったく。ラキスの事だからこのまま突つっ込んで行くんじゃないかと冷や冷やしたが」

「ま、行き着くところに行き着いて良かったね～」

　そんな事を言いながらしばらく待っていると、やがて一行の前にゼラーエフ師が姿を現した。

「ラキスよ、大人しく降参するか？」

「はいはい。降参降参」

　苦にが笑わらいを浮かべて両手をあげたラキスに、ゼラーエフ師が少し残念そうな表情を見せる。

「……少しくらいは抵抗せぬのか？」

「……何か期待しているみたいですけど、全面降こう伏ふくします。抵抗しません」

「……むう……」

　ゼラーエフ師が何な故ぜか非常に残念そうな表情を浮かべたとき、

『面おも白しろい見せ物であった。楽しませてくれたお礼に、望み通り余の居きよに招しよう待たい致いたそう……』

「……え？」

　ラキスがいきなり何者かに話し掛かけられて戸と惑まどいを見せた次の瞬しゆん間かん、ゼラーエフ師を除くラキス達一行の周囲を強力な魔ま力りよくの力場が包み込む。

「何ですかこれ！」

「何のつもりだラキス！」

「無む駄だな抵抗は止やめようよラキスちゃん」

「違ちがう！　これはあたしじゃない！」

　口々に非ひ難なんするグレン、ハーツ、マイルズの三人に弁べん解かいしながらも、ラキスは自分達を取り囲む魔力の強大さに戦せん慄りつを覚えた。

「これ、『瞬またたく扉とびら』を使う時と感覚が似ている……まさか空間転移の魔法？　だけどこっちが協力していないのに強きよう制せい的てきに転移できるなんて……ハーツ達だけならまだしも、一応宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しであるあたしが居るのに……！」

「待たぬかラキス！　よくも儂わしを謀たばかりよったな！　何のつもりじゃ許ゆるさぬぞ！」

　ゼラーエフ師が転移を邪じや魔ましようと呪じゆ文もんを唱えるが一向に効果が無く、次し第だいに辺りの風景が歪ゆがみ始め……。

　慌あわてるラキスの視界を暗くら闇やみが被おおった。
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「うげぇ……きぼちわるい……」

　船ふな酔よいと二ふつ日か酔よいを相そう乗じようしたような不ふ快かい感かんに、ラキスが思わず顔を歪ゆがめて口くち元もとを押おさえて呻うめき声を上げた。

　いきなり強制的に空間を移動させられたのである。知識のおかげで一応心の準備が出来たラキスは何とか立っていられるが、何が起こったのかも正確に把は握あくできなかった他のみんなは全身に嫌いやな汗あせをかいて俯うつむき、地面にへたり込こんでいる。

「いや～、非ひ道どい目にあったね～」

　……訂てい正せい。マイルズ一人だけは平へい然ぜんとした表情で肩かたを竦すくめている。

「……何で平気なのよ」

　心の準備をしてさえこの有り様なのにと恨うらみがましい目で見るラキスに、マイルズは、チッ、チッ、チッと軽い調子で指を振ふる。

「揺ゆれに逆らうから酔いが深くなるのさ。心を空にして揺れに身を任まかせ、自然と一体化するのが極ごく意いなんだよね～」

「無茶言うな……」

「だいたい船酔いの話ですよ、それ……」

　ハーツとグレンが何とか起き上がりながら突つっ込むが、まだダメージが残るらしく勢いは弱々しい。それでもハーツはプライドでしっかり立ち上がり、まだフラフラしているグレンとの違ちがいを見せた。

　そんなやせ我が慢まんに苦く笑しようを浮かべ、ラキスはまだ地面に座すわり込んでいるメルフィを心配そうに覗のぞき込む。

「メルフィ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……天地がグルングルンしてます……」

　頭をユラユラさせてそう答えるメルフィ。人一倍感覚が鋭するどいだけにダメージも大きいらしい。

「いきなりだったからね。だけど、ゼラーエフ師は誤ご解かいしちゃっただろうな……言い訳どうしよう。ま、みんな無事だったからいいけどね」

　ラキスが苦笑しながら小さく息を吐はき、

「それにしても、一体誰だれがどこに招待したんだろ？」

　呟つぶやきながら現状を把握しようと辺りに視線を向けた。

　明らかに外ではない。その事はまだ日が高いのに薄うす暗ぐらい周囲の風景と、さっきまでの寒さが消え失うせた事が雄ゆう弁べんに物語っている。

　かなり広い空間らしいが何となく圧あつ迫ぱく感かんを感じるのは、ここが地下か洞どう窟くつだからだろう。剥むき出しの岩いわ肌はだに蒼あお白じろい光を放つ苔こけがまんべんなくへばりついており、それが光こう源げんとなって視界に薄暗く蒼白い世界を映うつし出している。

「光ひかり苔ごけの一種ですね……詳くわしく文ぶん献けんを調べないとハッキリとは断だん言げんできませんけど、たぶん新種だと思います」

　そう言いながらグレンが鞄かばんを開いてせっせと苔の採さい集しゆうを始める。

「自然の空くう洞どうじゃないな……ここまでだだっ広い空間は常識では考えられん」

　ハーツが油断無く辺りを観察しながら呟く。

「こんな経験、冒ぼう険けん者しやをしていても滅めつ多たに出来ないね～」

　マイルズが興味深げに辺りを見み渡わたす。

「地面がブランコみたいに揺ゆれてます～」

　……メルフィは、まだ回復し切れてないらしい。

　そんなみんなの反応を耳にしながら、ラキスは一点を見上げて呆ぼう然ぜんとする。

「……想像より遥はるかに大きい……」

　呟くラキスが見つめる物体が、ゆっくり瞬またたきし、その大きな口を開く。

『余の居きよ城じようにようこそ、いと矮わい小しようなる者達よ。余がヴェルフェル。汝なんじら矮小なる者共が『紅こう龍りゆう』と畏い怖ふする偉い大だいなる存在である』

　反はん響きようするその声に一同が思わず身を竦すくめ、驚おどろいて振ふり向きその存在を認識して絶ぜつ句くする。

　それは語り継つがれる紅龍と寸すん分ぶん違たがわぬ……いや、かつては帝てい国こくが何とかしたという先入観からすれば想像を絶するほどの威い圧あつ感かんを備えた知ち恵えある龍である。その巨きよ体たいは全身を見られないため正確な所は判わからないが、五〇メートルというのも決して誇こ張ちようではあるまい。

「……これが紅龍ヴェルフェルか……あまりにも大きすぎて気が付かなかった……」

「……光苔が生えてない壁かべがあるから変だとは思ったんですよ……」

「こんなのに挑いどもうなんて、考えただけでもゾッとするね～」

「声も大きいです～」

　そんな感想を述のべる仲間達の声を背後に、ラキスはヴェルフェルを見上げながら意を決し、数歩踏ふみ出してヴェルフェルと相対する。

「あたしは、プロペティア帝国宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だん朱す雀ざくの塔とう所属の特別宮廷魔術師ラキス・フレーバー。帝国の同どう盟めい者しやたる貴方あなたに重要な話が有って、わざわざこんな辺へん境きようまで出向いたの。貴方は、今の帝国皇帝オーウェル二世陛へい下かの勅ちよく命めいで、帝国が揺ゆれている事実を承しよう知ちしてる？」

『無論、承知しておる。余を食材にした料理を食したいとほざいておるらしいな。そは、余に対する宣せん戦せん布ふ告こくと受け取って良いのか？　余とかつての皇帝フレデリックとの間に交かわされた約やく定じようはその効こう力りよくを失うしなったのか？　その真しん偽ぎを確かめるためにそなた達を余の居城に招いたのだからな』

（うひゃっ！）

　その声が轟とどろく瞬しゆん間かん、ラキスは内心で悲鳴を上げた。

　竜の咆ほう吼こうはもともと他者を射い竦すくめる魔力が付ふ与よされている。一いつ般ぱんの竜であるなら強者が気合いを入れれば耐たえられる代しろ物ものでしかないが、知恵ある龍であるヴェルフェルの声には咆吼でなくても想像を絶するほどの魔力が込められているのだ。ラキスが紅龍の姿を認めてすぐに対たい抗こう結界を張ったから何とか耐えられているものの、そうでなければ、ハーツでさえ良くて気絶は免まぬがれないだろう。

　だが、五人分の結界を張るラキスには負ふ担たんが大きい。しかも気を抜ぬけばすぐに結界が吹ふき消されてしまうほどの重圧を受けるため、このまま会話を続けるのはラキスにとってあまりにも厳きびしすぎる。

「……腹を割って話し合いがしたいわ。でも、見下げられると気分が悪いし、あたしは首が疲つかれるの。貴方が帝国を同盟者と認めてくれるなら、対等な視線で話が出来る様に……出来れば人の姿をとって欲ほしいの。出来るんでしょう？」

　苦く肉にくの策さくで何とか状じよう況きようを改かい善ぜんしようと試こころみるラキスに、ヴェルフェルが人間であるなら鼻を鳴らすような仕し草ぐさを見せる。

『この余に、みすぼらしい人型になれと申すか』

「ッ……あたしは、帝てい国こくを代表する者としてここにいるわ。帝国を同等と認めるなら当然の処置でしょう？　それとも、本気で帝国と事を構かまえたいの？」

　ヴェルフェルに過か剰じような刺し激げきを与あたえないよう注意しつつ、自然を装よそおい錫しやく杖じようを構える。

　神しん剣けんエーデルハントを吹ふき飛ばした魔ま王おうの錫杖であるが、あれからラキスが何度試ためしてみても何の反応も示さない。夢だったのかと疑いたくなるほどの無反応ぶりである。だから多くを期待して錫杖を身構えたのではなく、少しでも何かの役に立てばいいと考えての行動である。

　だが意外にも、ヴェルフェルに反応があった。

『……ほう……』

　小さく呟つぶやき、目を細める。

　しばし両者の間に緊きん迫ぱくした時が流れ……

『……良かろう。そなたの言う事に一理あると認め、勿もつ体たいなくも余が譲じよう歩ほしよう。余が譲歩するなど、かつて帝国と盟めい約やくを結んだ時以来の快かい挙きよである。身に余る光こう栄えいに感かん涙るいするが良い』

　そう尊そん大だいに言い放ったヴェルフェルが、唐とう突とつに全身から眩まばゆい閃せん光こうを放った。

「うわっ！……せめて一言……」

　寸前まで見つめ合っていたラキスは目が眩くらみ、手で目を庇かばいながら恨うらみがましくそう呟く。

　しばらくしてラキスの視界が回復したとき、ヴェルフェルは鼻ヒゲを蓄たくわえた、渋しぶい雰ふん囲い気きをかもし出す壮そう年ねんの男の姿をとっていた。

「フム……余が人前でこの姿をとるのは、実に三五五年ぶりであるな……」

　ヴェルフェルが何やら感かん慨がい深げに頷うなずき、パチンと指を鳴らす。すると奥おくの方から十数名の亜あ人じん達たちが立りつ派ぱなイスとテーブルを抱かかえて現れ、仮か設せつの玉ぎよく座ざを設せつ置ちし始める。

「小こ娘むすめよ、断っておくが思い上がらぬ事だ。たった独ひとりで帝国と相あい対たいしたかつてと違ちがい、今現在の余は数多くの軍勢を引き連れておる。今余と戦い、かつてと同じ結果が得られるとは考えぬ方が良い」

　せっせと働く亜人達をちょっと呆ぼう然ぜんとして見つめるラキスにヴェルフェルは誇ほこるように胸を張ってそう言い放ち、完成したイスにドカリと座すわり、テーブルの上に足を投げ出してふんぞり返る。すると、すぐさま亜人達がヴェルフェルの周りに群がり、足や肩かたや腕うでを揉もみ始めた。

「さあ、用意が出来たぞ。心置きなく余に陳ちん情じようを奏そう上じようするが良い」

　満足げな表情でそう言い放つヴェルフェル。その様子を少し呆あきれた表情で見守っていたラキスは、チラリと辺りを見回して不満な表情を浮うかべる。

「……あたし達にはイスを用意してくれないわけ？」

「ふん。その様な待たい遇ぐうを、ここまで譲じよう歩ほした余が許すはずがあるまい。座れ、地面に膝ひざをつき。擦こすり付けろ、地面に額ひたいをみすぼらしく。畏い怖ふして崇あがめ奉たてまつるが良い、神に相対する虫ケラが如ごとく」

「うわ、むかつく。こいつあたしが絶対に好きになれないタイプだ」

　ラキスがその表情を険けわしくし、扇おうぎを開いてヴェルフェルに突つき付ける。

「言っておくけどあたしは皇こう帝てい陛へい下かの代理人なのよ！　あたしに対する侮ぶ辱じよくは、即すなわち帝国に対する侮辱！　その辺の事を良く考えて発言してよね！」
















「ふっ……即ち、虎とらの威いを借かる貧ひん相そうなメギツネというわけか」

　……ブチッ！

「待てラキス！　気持ちは解わかるが蹴けりを入れるのは止やめろ！　話がややこしくなる！」

「放してお願い！　こんな屈くつ辱じよくを受けたのは生まれて初めてよ！　せめて一発蹴りを入れさせろ～！」

　ハーツにしがみつかれて暴あばれるラキスを見、ヴェルフェルが尊そん大だいな態度で鼻を鳴らす。

「己おのれの分ぶんを弁わきまえぬ輩やからを見るのは実に見苦しいものよ。されど帝国皇帝の名を出されてはやむを得まい。特別に、立っての奏そう上じようを許可しよう。しかし自うぬ惚ぼれぬが良いぞ、それはあくまでも同どう盟めい者しやたる帝国皇帝に対する敬けい意いであり、みすぼらしい小こ娘むすめには過ぎたる配はい慮りよであると心得よ」

「くっ……こ、この……覚えてろ……目にもの見せてやる……」

　目に涙なみだを浮かべて悔くやしがるラキス。これから会談が本格的に始まることを考えると、悔しさを敢あえて飲み込まなければならないのが更さらに悔しい。

　ラキスとヴェルフェルとの会談は、こうして初しよっ端ぱなから火花を散らし、波は乱らん含ぶくみで本番を迎むかえた。
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　紅こう龍りゆうと恐れられる知ち恵えある龍ヴェルフェルが居城と呼ぶ、薄うす暗ぐらく蒼あお白じろい光に包まれた大空くう洞どう。天てん井じようは闇やみに飲み込まれるほど高く、広さもやはり闇に消え、どこまで広いか見当もつかない。

　そんな場所で火花を散らす二者。

　イスに悠ゆう然ぜんと座すわって亜あ人じん達たちに身体からだを揉もませているヴェルフェルと、ハーツに暴れないようにと取り押おさえられているラキス。この状じよう況きようが既すでに、どちらの主しゆ導どうでこの会談が始まったかを雄ゆう弁べんに物語っていた。

「紅龍ヴェルフェル……恐ろしい相手ですね。ラキスさんが舌ぜつ戦せんで翻ほん弄ろうされるなんて初めて見ましたよ……」

「やっぱり経験の差かな？　これはラキスちゃん苦戦しそうだね～」

「何だか言葉が難むずかしくてよく解わからないんですけど、空気がギスギスしてます～」

　そう話し合うグレンとマイルズとメルフィの三人は、ラキスから離はなれて完全に観戦モードに入っている。一見薄はく情じようにも思えるが、こういう非常識な事態に対応するのはラキスが一番適てき任にんだという信しん頼らい関係が存在しているからである。

　……もっとも、少し距きよ離りが離れすぎている気はするが。

「……大だい丈じよう夫ぶ。もう冷れい静せいさを取り戻もどしたから、手を放してもいいよハーツ」

　気持ちが高ぶりすぎては相手のいいようにやられる……そう判断したラキスが気持ちを落ち着かせるために数回大きく深呼吸をし、ハーツにそう微笑ほほえむ。

「解っているとは思うが、冷静さを失うしなったら負けだぞ」

「うん」

「どうした、余に奏そう上じようしに、わざわざこのような辺へん境きようの地まで来たのであろう？　それとも余の威い光こうに恐れおののき、まともに余の尊そん顔がんを拝はいすることも叶かなわぬと申すか？」

　尊大に言い放つヴェルフェルに、ラキスは無言でもう一度大きく深呼吸。

（落ち着かないと……知恵比べで負けたら、あたし取とり柄えがなくなっちゃう……）

　そう心の中で自分に言い聞かせながら、ヴェルフェルが座る玉ぎよく座ざのもとに歩み寄る。

「まあ、偉い大だいなる余と貧ひん相そうな己おのれを比べて萎い縮しゆくしてしまうのも無理はあるまい。されどそれでは話が進まぬ。特別に余が許す故ゆえ、地に這はい蹲つくばって……」

　バン！

　唐とう突とつに、ラキスがヴェルフェルの足が乗る机を手の平で思いっ切り叩たたき、言葉を遮さえぎった。

　ヴェルフェルの身体を揉む亜人達がビクッと身を竦すくめ、ハーツ達はついにぶち切れたのかと心配し、ラキスに注目が集まる。

　だがラキスは、次の瞬しゆん間かんヴェルフェルに飛び切りの笑顔を向けた。

「それじゃ、恐おそれながら偉大なるヴェルフェル様に陳ちん情じよう申し上げるわね」

「……ほう……」

　そのラキスの笑顔に、ヴェルフェルが他者に聞こえるか聞こえないかくらいの小さい感かん嘆たんの声を漏もらした。

　しかしラキスはそれに気付かぬフリをして、微笑みながら一呼吸おいて口を開く。

「ご承しよう知ちのとおり、帝てい国こく皇こう帝ていオーウェル二世陛へい下かはヴェルフェル様を……いえ、正確には知ち恵えある龍りゆうの肉を食したいと考えているの。だけどそれは帝国の総意じゃなく、ヴェルフェル様との盟めい約やくを破は棄きすることも本意ではないわ。要は皇帝陛下お一人の考え。だけど帝国における陛下の権力は絶大だから、陛下のお考えが変わらない限り、帝国は陛下の勅ちよく命めい通りに動かざるを得ない……」

「この子ギツネ、なかなか華か麗れいに化けよる。少しは見られるようになった。ま、本ほん性しようの薄うす汚ぎたなさは隠かくしようがないがな」

　そのヴェルフェルの言いように、ラキスは無む邪じや気きとも言える笑えみを浮うかべる。

「人の話を聞けってこの性しよう悪わる龍。……逆に言えば、陛下のお考えさえ変われば、あたし達は無用な争いをせずにすむの。それであたしは、帝国の同盟者であるヴェルフェル様とドワーフ王グラードに陛下のお考えを変えるようお願いしに来たわけ。ドワーフ王にはまだ話をつけてないけど、彼だって無む益えきな争いを望むはずがない。皇帝陛下はいろいろと問題のある人だけど、基本的に悪い人じゃないし民たみの幸せを考える人だから、やり方次し第だいだけどヴェルフェル様とドワーフ王が協力して圧力をかければ、陛下のお考えを変える可能性は充じゆう分ぶんにあると思うの。ヴェルフェル様だって陛下の食しよく卓たくに上りたいって思っているわけじゃないんでしょう？」

「条件次第では了りよう承しようしよう」

「ほら。つまりあたし達の利り害がいは一いつ致ちして……ないの!?　噓うそ！　正気なの性悪龍！　食卓に上るって事は死んじゃうって事なのよ！」

　ラキスが顔色を変えてヴェルフェルに詰つめ寄り、慌あわてて逃にげ出す亜あ人じん達たちには目もくれずに襟えり首くびをつかんでヴェルフェルの身体からだを揺ゆさぶる。

「あ！　まさか尻尾しつぽが切れてまた再生するとか言うんじゃないでしょうね！　許さないわよそんなインチキ！　食卓に上げるときは絶対に命も貰もらうからね！」

「余はトカゲではないぞ」

　余よ裕ゆうの表情で血けつ相そうを変えたラキスに応じ、襟首をつかむラキスの手首をつかんでねじりあげる。

　人の姿をしていても龍である。その力は手て加か減げんしていても人間の比ではない。

「腕うでがねじ切れるぅぅぅ！」

　顔を歪ゆがめて悲鳴を上げるラキスを、ヴェルフェルがトンと軽く蹴ける。たったそれだけでラキスは吹ふき飛び、ハーツの足あし下もとまで転がった。

「無ぶ礼れい者もの」

　悠ゆう然ぜんと襟を正し、汚よごれを払はらうように服を叩たたく。そんなヴェルフェルを、蹴り飛ばされたラキスは目に涙なみだを浮うかべて起き上がり、キッと睨にらみ付ける。

「じゃあ、何でよ！　どう考えても変じゃない！」

「条件次第と言ったであろう。その条件が充みたされねば、余とて食卓に上るわけには参らぬ。その条件とは……」

　タカタカタカタカ……

　どこからともなくドラムを叩く音が響ひびいてその音量を少しずつ大きくしていき……。

「余を、神にすることだ！」

　ジャァァァァン！

　シンバルの音がヴェルフェルの宣言に合わせて響き渡わたる。

　見ると、いつの間に設置したのか亜人達がオーケストラをやっている。

　ラキスはしばし呆ぼう然ぜんとしてその光景を見つめ……。

「やった、無理だ。話し合いは終わったから帰ろうかハーツ」

「待てラキス。混乱する気持ちは良く解わかるが、まだ何にも終わっていないぞ。良い子だからもう少し話に付き合ってやれ。な」

　笑え顔がおで振ふり向き帰ろうとするラキスを、ハーツが苦く笑しようしながら両りよう肩かたをつかみ、ヴェルフェルに向き直らせる。

「え、えっと……あ！　つまりあれね？　そういう実じつ現げん不ふ可か能のうな無む理り難なん題だいを突つき付けて、陛へい下かに諦あきらめて貰もらおうという計画ね？　何だそうならそうと素す直なおに言ってくれればいいのに、まったく人が……もとへ、龍りゆうが悪いんだから」

「別に無理難題ではないし、充じゆう分ぶん実現可能だ」

「……………………」

　ラキスがしばし沈ちん黙もくし、笑顔でクルリとハーツに振り向く。

「駄だ目めだこいつ。長く生きすぎて性格の毒どくが脳のうを侵おかしてるんだ。やっぱり話し合いは無む駄だかもしんない……」

「気持ちは解る。が、そういう事は本人の目の前で言うな。な」

　ハーツが苦笑し、ラキスの両肩をつかんで再びヴェルフェルに向き直らせる。

「え、えっと……龍を神にするなんて不可能だと、あたしなんかは思っちゃったりするんですけど……？」

「だろうな。そなた達のチンケな脳のう味み噌そで思い付くには、少々高度すぎることではある」

　ヴェルフェルは尊大にイスにふんぞり返って足を組み、パチンと指を鳴らす。すると亜あ人じんの一人が駆かけ寄り、豪ごう華かな装そう飾しよくの施ほどこされたケースから葉は巻まきを取り出してヴェルフェルの指に添そえ、恭うやうやしく火を点ともす。

「仕方あるまい。勿もつ体たいなくも余直々に、いと矮わい小しようなる者共にも理解できるようかみ砕くだいて説明してやろう。感かん涙るいに溺おぼれながら聞くが良い」

　ヴェルフェルはその葉巻をゆったりとした仕し草ぐさでくわえ、肺に満ちた煙けむりを大きく吐はき出した。
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　額ひたいに青あお筋すじを浮うかべたラキスが見守るなか、紅こう龍りゆうと恐おそれられるヴェルフェルは憎にくらしいほど悠ゆう然ぜんと煙草たばこを吹ふかし、感かん慨がい深げな表情でゆっくりと言葉を紡つむぎ始める。

「そもそも、鯉こいは竜りゆう門もんを上って竜と化し、竜は知ち恵えと力を蓄たくわえ龍と化し、龍は神になる道を模も索さくする……これは自然の摂せつ理り。地上における至し高こうの存在となった龍にとって、神になることは当然辿たどり着く最後の欲望なのだ。それ故ゆえ龍は悠ゆう久きゆうの時を重ねて力を蓄え、神に近づこうとする。だが、いくら力を身に付けようとも、それだけでは真まことの神には成れぬ。限りなく神に近いと称しようされようとも、それは神とは別の存在なのだ。かつては余も、かつての帝てい国こく皇こう帝ていフレデリックに諭さとされるまでその過あやまちに気付かず、かつては余に唯ゆい一いつ匹ひつ敵てきする力を持つと称された知恵ある龍グレンファールは、最後までその過ちに気付かぬまま力に溺れて神を僭せん称しようし、人間達に滅ほろぼされた。いかにすれば神になれるか。余はこの三五五年間、熟じゆつ考こうに熟考を重ねてその答えを模索し続けた……」

「……まず、その最悪な性格を何とかするべきじゃないの？」

　そう呟つぶやいたラキスの顔がん面めんに、ヴェルフェルが蹴けり上げたテーブルが直ちよく撃げきする。

「余は考えた。神とはどの様な存在であるかと。そして余はついに結論を得た。真の神になるためには敬意を集めねばならぬのだと。かつての余やグレンファールのように、力があるだけでは恐れられるだけ。そうではない。この地上に生きるものすべてから尊そん敬けいされ崇あがめられねば、決して神になることは叶かなわぬのだと！」

「無理だって、その性格じゃ……」

　呟くラキスに、ヴェルフェルの投じた玉ぎよく座ざが直撃する。

「だが余は『紅龍』と呼ばれし存在。この身体からだには多くの血と憎にくしみが染しみ付いておる。この負ふの遺い産さんを清せい算さんせぬ事には、余に神への道は開かれぬ。そこで今回の帝国皇帝の勅ちよく命めいだ。帝国皇帝は全帝国国民の敬意を集める現あら人ひと神がみと聞く。余がこの肉体を捨すてる代だい償しようとして、帝国皇帝の肉体に余の魂たましいを同居させてもらいたい。そうなれば、全国民から敬意を集め、余の強大な力を持つ、まさに神と呼ぶに相応ふさわしい存在となろう！」

　そう野望に燃える目をして言い放つヴェルフェルを見ながら、ラキスの頰ほおを一ひと筋すじの汗あせが流れ落ちる。

（……やばい……何かおもいっきし変な方向に話が向かってる……）

「えっと……宴えんも酣たけなわとなった事だし、そろそろお開きという事で、あたしこの辺で失礼しますね」

　思いっ切り引きつった笑えみを浮うかべてクルリと回れ右をし、二、三歩歩いたラキスの両りよう肩かたを、ヴェルフェルがガシッとつかむ。

「待たぬか」

「うわっ！　いつの間に近づいたのよ！」

「先ほど、そなたの持つ扇おうぎに書かれた文字、この目でしかと見せてもらった。察するにそなた、帝国皇帝と昵じつ懇こんであろう？」

「いえいえまさか、とんでも無い。あたしなんて所しよ詮せん虎とらの威いを借かる貧ひん相そうな子ギツネですから、そんな大たい層そうな者じゃありませんって」

　顔色を悪くして否定するラキスをヴェルフェルが振ふり向かせ、両肩に手を置いて威い圧あつするように顔を近付ける。

「宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しであるのだから、少なくともある程度は影えい響きよう力りよくを持とう……」

「それも実は名前だけ。特別っていうのは実力も実権も持たない閑かん職しよくですから」

「しかし、帝てい国こく皇こう帝ていの勅命を受け、動いておるのは紛まぎれもない事実だ」

「～～～～～～～～」

　さすがに返答に詰つまり、救いを求めて近くにいるハーツを視線で捜す。……が、近くにいるはずのハーツがどこにも居ない。

「こら！　何で一人だけみんなの所に逃にげているのよ！　と言うか、グレンもマイルズも何か援えん護ごしてよ！」

　ちゃっかりみんなの所に避ひ難なんしているハーツを見付けて怒ど鳴なるラキスに、男達が一様に苦く笑しようする。

「しかしなラキス、俺は舌ぜつ戦せんでは役立たずだぞ？」

「僕は、紅こう龍りゆうと対たい峙じするなんて度ど胸きようは持ち合わせていませんよ」

「君くん子し、危あやうきに近寄らずだね～」

「……この役立たず……」

　薄はく情じような三人の言葉に歯がみするラキス。だが、そこに思わぬ救いの手が差し伸のべられる。さっきから頻しきりに首を捻ひねって考え込んでいるメルフィである。

「あのヴェルフェルさん……あたし難むずかしくてよく解わからないんですけど、皇帝陛へい下かに対するお願いなら、皇帝陛下に頼たのむのが筋すじじゃないんですか？」

「ナイス、メルフィ！　そうよ！　そういう事は直接陛下に頼めって！　お願いだからあたしを巻き込まないで！」

　そう怒鳴るラキスに、ヴェルフェルが平然とした様子で更さらに顔を近付ける。

「無む論ろん余とてそのつもりだ。しかし余は長らく思し考こうに沈しずんで世せ俗ぞくと離はなれていたため、現在の帝国や皇帝との間にパイプがない。それは現皇帝が余を食しようと思い付くに至いたった経けい緯いからも容よう易いに想像できよう。そこでそなたにそのパイプ役を頼みたい」

「……嫌いや」

「……聞こえんな」

「嫌って言ってるのよ性しよう悪わる龍！　そんな事をしたら、ただでさえ無いあたしの立場がもっと悪くなるじゃない！」

「ほう……良いのか？　『ラキス・フレーバーは皇こう帝ていの勅ちよく命めいを帯おびた身でありながら、その実じつ勅命の失敗を画かく策さくする反はん逆ぎやく者しやである』と帝国皇帝に進言しても。確かに余には帝国とのパイプは無いが、そのくらいの事ならいくらでも手段はあるぞ？」

「うっ！」

　ヴェルフェルの言葉にラキスが思わず声を詰つまらせる。

「これは勝負あったね～」

「ラキスさんの完敗ですね」

「あの、もしかしてあたしのせいなんですか？」

「いや。単に上には上がいるというだけの話だ」

　そんな仲間達の言葉を聞きながら、ラキスは顔を苦く渋じゆうに歪ゆがめて渋しぶ々しぶ頷うなずく。

「言っておくけど会見を設せつ定ていするだけだからね。その他に何か要求したら、あたしは全力で抵てい抗こうするわよ」

「保証しよう。これで話はついた。本来なら余直々に出向きたいところだが、色々と問題もある。そなた達と共に帝都に向かう余の使つかい魔まを紹しよう介かいしよう。しばし待つが良い」

　そう言って奥おくに引っ込むヴェルフェルを見送り、ラキスはどうしてこうなったんだろうと頭を抱かかえた。
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　ヴェルフェルが奥に引っ込んでからしばらくし、ラキスが待つのに疲つかれてイライラし始めた頃ころ、それは現れた。

　大きさは猫ねこと同じくらい。全身が緑色を基調とした体たい毛もうに被おおわれ、龍りゆうと酷こく似じした体型をしたその見慣れない生物は、背中に生えた鷲わしと酷似した翼つばさを羽ばたかせてラキス達のもとに着地すると、その黒色の瞳ひとみを輝かがやかせながらペコリとお辞じ儀ぎをする。

「色々と準備に手間取っちゃいました。ごめんなさい。ボクはエイブル、ヴェルフェル様の使い魔をやらさせて頂いただいています。このたび大たい任にんを任まかされ、皆みな様さまとご同行することになりました。よろしくお願いします」

　そう言ってペコリと頭を下げる。

「可愛かわいいです～」

　メルフィが真っ先に反応して、照れくさそうなエイブルを抱だき抱える。その周りでラキス達が興きよう味み津しん々しんにエイブルを覗のぞき込こむ。

「う～ん……宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんの資料でも見たこと無いな……グレン、コレどんな生き物だか判わかる？」

　ラキスが首を傾かしげながらエイブルの手を取り裏返して見る。

「いえ。僕も見るのは初めてですよ。帰って文ぶん献けんを詳くわしく調べてみないとハッキリとしたことは言えませんけど、たぶん新発見の生き物だと思いますよ」

「へ～。じゃあ大発見じゃない」

「そうなんですよ。噂うわさの紅こう龍りゆうをこの目で直じかに見ることが出来ましたし、光ひかり苔ごけといいこの変な生き物といい、僕にとっては興味深い出来事だらけですよ」

　瞳を輝かせながら身体からだを隅すみ々ずみまで観察するグレンに、エイブルが少し落ち込んだ表情を見せる。

「……変な生き物……あの、出来ればあんまり変な所を見ないで欲ほしいです……それにボクは変な生き物じゃなくて、一応龍の幼よう生せいなんです……」

『幼生！　コレが！』

「……コレ……」

　同時に声をそろえて驚おどろきの声を出すグレンとラキスの一言に、エイブルが不満そうな声を漏もらす。だが、残念ながら誰だれもそれを聞いていない。

「何だ、その幼生と言うのは？」

　尋たずねるハーツにラキスとグレンが同時に振ふり向く。
















「さっきあの性しよう悪わる龍が言ってたじゃない、竜りゆうは龍に変わるって！　民みん間かん伝でん承しようじゃ結構有名な話だし、実例は確かく認にんしてないけど宮廷魔術師団でもそれが定説なのよ！　だけどその間に何かあるんじゃないかっていう『段階変化説』と、いきなり変わるんだっていう『突とつ然ぜん変異説』の二つに分れていたの！　今までは突然変異説の方が有力視されてたんだけど……」

「成なる程ほど、その中間がコレと言うわけだ」

「……あの……コレって言うのは……」

「これは大発見ですよ！　竜や龍に関する今までの様々な定説が覆くつがえされる大発見なんですよ！　これは急いで詳しく調べて、他の探究者達に見付かる前に探究者学会にレポートを提出しなければ！」

「あ、あたしスケッチ描かくね！　たぶんあたしの方がグレンより絵が上う手まいから！　それと共同発見者としてあたしの名前もレポートに書いてね！　あたしもグレンの名前を宮廷魔術師団への報告書に書くから！」

「解わかりました。スケッチの方もお願いしますよ。何かすごい侮ぶ辱じよくを受けたような気はしますけど、今は嬉うれしいですから気にしませんよ」

　すごく浮うかれた様子で荷物からスケッチブックやら虫むし眼鏡めがねやらを取り出す二人に、マイルズが苦く笑しようを漏もらす。

「あのさラキスちゃん。すごく浮かれているところに悪いんだけどさ、そんな事よりも確認しなければならない大事な事があるんじゃないかな～」

「……え？……あ、そうか」

　マイルズの指し摘てきで冷れい静せいさを取り戻もどしたらしく、ラキスがポリポリと頭を掻かく。

「グレン、調査は少し待ってね。二、三確認しないといけない事があるから」

　そう言うラキスに、グレンが信じられないと言いたげな表情で振り向く。

「何言ってるんですラキスさん！　一刻も早く調査しなければ手て遅おくれになるんですよ！」

「気持ちは解るけど落ち着いて。大だい丈じよう夫ぶ。すぐに済すむし、コレは逃にげたりしないから」

「……あくまでコレと……」

「馬ば鹿かを言わないでくださいよ！　コレが逃げないなんて保証はどこにもないんですよ！　コレが歴史的な大発見だって事、ラキスさんは本当に解っているんですか！　コレの存在が僕達の手で発表されれば、僕は『マスターロードの息子むすこ』ではなくグレン・フォードとして世間に認識されるようになりますし、ラキスさんだって『悪戯いたずらに世を騒さわがしただけの性しよう悪わる女』として歴史に名が残るという、最悪の事態だけは避さけられるんですよ！」

「グ～～レ～～ン～～！」

「落ち着けグレン！　焦あせる気持ちは解らなくもないが、お前今、致ち命めい的てきなほど辛しん辣らつで正確な現状分ぶん析せきを口にしたぞ！」

「ハ～～ツ～～！」

「……落ち着けラキス……そんな鬼おにの形ぎよう相そうで睨にらむな……」

　そのあまりの形相に、正気に返ったグレンと仲ちゆう裁さいに入ったハーツが脅おびえたように後ずさった。

「まったく……人が大失敗をやらかした直後で落ち込んでいるのに……」

　ラキスは脅えた二人を睨みながらそうブツブツ呟つぶやき、大きく深呼吸をして気持ちを切り替かえ、メルフィが抱だき抱かかえているエイブルに振ふり向く。

「二、三質問をするけど、大事な事だから良く考えて正確に答えてね……えっと……名前何だったっけ……？」

「……いいですもう、コレで……」

　少し拗すねた様子のエイブルに、ラキスが小さく首を傾かしげる。

「あれ？　何で落ち込んでるの？　あっ、思い出したエイブルだ。それじゃエイブル尋たずねるけど、幼生って種族としては竜と龍のどっちに所属するのかな？　あたし達が考えているように中間？」

「幼生は自じ我がを得た竜が自らの力で変えた姿です。ボクはまだ自我を得てから五〇年しか経たっていないですけど、順調に力を蓄たくわえれば三〇〇年ほどで龍になるとヴェルフェル様に教えてもらいました。だからもう竜ではないですけど、まだ龍ではないです。ヴェルフェル様はこの状態の幼生を『知ち恵えある竜』と呼んでます」

「いいね、その名めい称しよう使わせてもらおう。じゃ大だい丈じよう夫ぶって事で次の質問だけど……」

　勝手に自じ己こ完かん結けつして話を先に進めようとするラキスに、ハーツが苦く笑しようする。

「待てラキス。何を問題としてどう大丈夫なのか、まったく解わからんぞ？」

「え？　何言ってるの？　もしエイブルが龍で、陛へい下かがヴェルフェルの要求を断った後に彼を料理に使えば良いなんて事になったら困るじゃない。でも龍じゃないって言うし、決定にこだわる陛下だから、『同じような者だから我が慢まんしよう』なんて事には絶対ならないから安心というわけ」

「本当か？　お前の『絶対』は、最近信用度がガタ落ちしているからな」

「……たぶん、大丈夫」

　ラキスがムスッとして言い直し、プイとハーツから視線を逸そらしてエイブルに向き直る。

「次の質問ね。エイブルは性しよう悪わる龍りゆうの代理で帝てい都とに行くんだけど、どうやって陛下を説得するの？　使つかい魔まって言うからには何らかの連れん絡らく手段があの極ごく悪あく性格の龍とあるんだろうけど、エイブルの言葉として陰いん険けん龍の意志を陛下に伝えるのか、それとも性格最悪陰険龍の言葉を直接伝えるのか、それによってこちらの待たい遇ぐうも変わってくるから……」

『誰が性格最悪陰険龍だ！』

「うわっ！」

　突とつ然ぜんエイブルの口からヴェルフェルの声が発せられ、驚おどろいたラキスが思わず仰のけ反ぞり、体勢を崩くずして尻しり餅もちをつく。

『黙だまって聞いておれば身の程ほど知らずにも余に悪あつ口こう雑ぞう言ごんを言い放ちよって！　あまりにも悪態が過ぎれば……狩かるぞ』

　直接相対するのとまったく変わらぬ圧力。それをまともに、それも不意打ちでくらったラキスが地面にへたり込む。

「……という感じで、ボクが呼び掛かけても返事をくれますけど、ヴェルフェル様がいつ気まぐれで見ておられるのか判わかりません」

「……良く解った……次行こう……」

　結けつ構こうダメージを受けたらしく、ラキスがフラフラと立ち上がる。

「えっと、これが最後の質問。一番重要な事なんだけど、あたし達……ヴェルフェル……に強ごう引いんにここに連れてこられたのよ。さっきからチョコチョコと魔法で調べてるんだけど出口が無いみたいだし……どうやって帰ればいいの？」

　苦く笑しようするラキスの質問に、ハーツとグレンが納なつ得とくした様子で手を打った。
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　透すき通るほど晴れた青空。

　輝かがやくばかりに白い雪せつ面めん。

　再び白嶺山脈に戻もどった一行は、マイルズとエイブルを除のぞいた全員が雪面にへたり込んでいた。

「……あの性しよう悪わる龍りゆう……不意打ちの上にフェイントまでかけて空間転移を使うなんて……本当に性格がねじれきっているんだから……」

　嫌いやな汗あせを全身にかいたラキスが、喉のど元もとに込み上げるものを堪こらえつつ呟つぶやく。

「みんな修しゆ行ぎようが足りないね～」

「……どういう神経をしているんだお前……」

「……いいですよもう、どうでも……」

　マイルズの軽口に対するハーツとグレンの返答も、前回よりも弱々しい。

「お空がすごい早さで回ってます……」

　一番弱いメルフィなどは、仰あお向むけに寝ね転ころがって動けない。

　そんなラキス達一行を、額ひたいに青あお筋すじを浮うかべて睨にらんでいる者がいた。

「よくも儂わしを謀たばかりよったなラキス……」

「うげっ！　ゼラーエフ師！　忘れてた！」

　足あし腰こしに力が入らず立ち上がれないが、それでも何とか逃にげ出そうと這はって逃げる。そんなラキスにゼラーエフ師が、一歩一歩確実に近づいてくる。

（あの性悪龍……わざわざゼラーエフ師の所に飛ばすなんて陰いん険けんすぎる！）

　内心でヴェルフェルに呪じゆ詛そを唱えながら必死になって逃げるが、あっという間にその差がなくなり、不ふ吉きつな笑えみを浮かべるゼラーエフ師がラキスを見下ろす。

「……何か……言い残す事はあるかの？」

「あの……ゼラーエフ師……落ち着いて話し合いをしましょう……あたしが謀ったなんて誤ご解かいですから……ね？」

　乾かわいた笑みを浮かべ、必死になって説得しようと試こころみるラキスに、ゼラーエフ師が口くち元もとに薄うすい笑みを浮かべて手元に魔ま力りよくを集中させる。

「成なる程ほど……それがお主ぬしの遺ゆい言ごんか……確かに承うけたまわった」

「お願い待ってぇぇぇぇ！」

　その時、空を飛ぶエイブルがヒョコッとゼラーエフ師の前に顔を出す。

「お取り込みのところすいません。でも、この人が死んだらボク困るんです」

「……………………」

　ゼラーエフ師はしばし無言でエイブルを見つめ、ラキスに視線を向ける。

「何じゃ？　この変な生き物は？」

「……変な生き物……」

　エイブルがカクッと項うな垂だれる。しかし残念ながらラキスもゼラーエフ師もお互たがいを見ていて気付かない。

「……えっと……紅こう龍りゆうヴェルフェルの使い魔をしている幼よう生せいのエイブル君です……」

「ほほ～う……やはりヴェルフェルと会っておったか……それで、もちろん何事も起こらなかったのであろうのう……」

　顔全面に殺さつ気きを張り付かせて笑うゼラーエフ師に、ラキスは乾いた笑みを浮かべる。

「……皇こう帝てい陛へい下かとの会見を約束しちゃいました……」

　その言葉を聞いたゼラーエフ師が無言でラキスの襟えり首くびをつかみ、高こう齢れいとはとても思えない力で引きずり上げる。

「詳くわしい経けい緯いを説明してもらおうかのう……」

「苦しい……ゼラーエフ師、お願いだから落ち着いて……死んじゃう……むきゅぅ……」

「このままくびり殺せたら、どれだけ気が晴れるかのう……」

　そう言いながら、ゼラーエフ師が不ふ承しよう不ぶ承しよう力を緩ゆるめる。

「話すが良い。余あます所無く正確に」

「……あの……怒おこらないで最後まで聞いてくれます……？」

「……仕方あるまい……」

　ゼラーエフ師が頷うなずくのを確かく認にんして、ラキスが言葉を選びながら説明を始める。

　しばらく、平へい穏おんな時間が過ぎてゆき……

「どう責任を取るつもりじゃお主はぁぁぁぁ！」というゼラーエフ師の雄お叫たけびと爆ばく発はつ音おん。そしてラキスの悲鳴が白嶺山脈の青い空に響ひびき渡わたった。
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　プロペティア帝てい国こくの首しゆ都と。一いつ般ぱんに帝てい都とと呼こ称しようされるが、正式名称は『ルティア』という。帝国の前身であった有力部族を率ひきい、建国大帝ピエールの妻となった聖女ルティアから頂いただいた名称である。

　その帝都に、白はく嶺れい山さん脈みやくでゼラーエフ師に置いてきぼりをくらったラキス達が徒と歩ほで帰き還かんしたのが、帝国暦六三八年の四月一五日である。

　それから更さらに十とお日かが経たつ。

　その間、ラキスはエイブルと一いつ緒しよにマクドール師が手配してくれた帝都のとあるホテルに宿しゆく泊はくし、紅龍と陛へい下かとの会見の日取りも知らされないまま放置され、ブラブラと帝都を探たん索さくする日々を送っていた。

　他の仲間達は良い骨休みと、自宅に戻もどって休きゆう暇かを満まん喫きつしている。もちろんラキスもそのつもりで、幼よう生せいに関する報告書を持って朱す雀ざくの塔とうに戻ったのだが……。

　突つき刺ささる周囲の視線。

　露ろ骨こつに冷たい事じ務む方かたの態度。

　落ち込みつつ地下の書類管理室に戻ってみれば、きれいさっぱり片づけられて影かげも形もない自分の部屋。

　尋たずねても教えてくれない私物を探して朱雀の塔を歩き回り、やっと見付かった私物はクモの巣の張った物置に無む造ぞう作さに積み重ねられており、すべてに『差し押おさえ』という赤い札が貼はってあった。さすがに頭に来て事務方にくってかかったら取り押さえられ、文字通り朱雀の塔から放ほうり出されたのである。

　帰る場所がなくなったラキスが最初に向かったのはハーツの所。しかしハーツの住処すみかは中央騎き士し団だんの寮りよう。マッチョな男達に好こう奇きの目で見られて耐たえきれなくなって退たい散さんし、次に向かったのがメルフィの所。

　しかし、メルフィが住んでいるのは帝国情報局の本部がある玄げん武ぶの塔。さすがに部外者は泊められないと、メルフィの部屋に隠かくれていたところを帝国情報局局長アルバート・ゲイツ直じき々じきに睨にらまれて退場。

　次に向かったグレンは学会への報告等で忙いそがしくてラキスが遠えん慮りよし、マイルズは行ゆく方え知れず。かつて一緒に官かん僚りよう試験を受けるために勉強した友人達は、もう諦あきらめて帰き郷きようしたのか連れん絡らくが取れず……。

　完全にアテがなくなったラキスが朱雀の塔の入り口で横断幕を張って座すわり込みをしていたら、仮にも宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しがそんな事をするなとマクドール師に穏おだやかにたしなめられ、ラキスが涙なみだながらに事情を説明したらマクドール師がホテルに部屋を取ってくれたのである。

　そんなこんなで、帝てい都と帰き還かんから三日目にしてようやく住処が決まったラキスは、それからの一週間を外の世界に興きよう味み津しん々しんのエイブルに帝都を案内して過ごし、その日もやはり、朝からエイブルに帝都の案内をして歩き回っていた。

「ここがルティアの丘おか。建国大帝ピエール陛へい下かの奥おくさんが、ここでなんかの儀ぎ式しきをして命を失っちゃったんだって。それも、結けつ婚こんした翌日の出来事。聖女なんて呼ばれていた人だから不思議な力があったみたいで、一いつ般ぱん的てきにはその儀式のおかげで世界は滅めつ亡ぼうの淵ふちから救われたと信じられているの。もっともその時代の事は帝国のトップシークレットなんで、正確な事は判わからないんだけどね」

　ラキスが笑え顔がおでエイブルに説明しているのは、ちょうどルグザーク大だい宮きゆう殿でんから中央噴ふん水すい広場を挟はさんだ反対側に位置する、小高い丘のある大公園である。周囲を帝都の街並みに囲まれた中にあるこの緑豊かな公園は帝都市民の憩いこいの場として愛され、その中央の丘にひっそりと立つ二つの墓ぼ標ひようには、多くの花が供そなえられている。

「左にあるのが聖女ルティアの、右がピエール建国大帝の墓。あまりにも質しつ素そなんで、あたしも初めて見たときにはビックリしたけどね」

　苦く笑しようするラキスの肩かたで、エイブルが二つの墓を見ながら小さく頷うなずく。

「聖女さんですか……。確かにあの墓からは、穏おだやかな祈いのりのような力を感じます」

「え？　そうなの？」

「はい。ボクがこの帝都に来て最初に驚おどろいたのは、この規き模ぼの都市にしては悪気が少なすぎる事なんです。でも、これで納なつ得とくできました」

「……確かに、帝都は犯罪発生率が少ない事で知られているけど……」

　エイブルの言葉にラキスが小さく首を傾かしげる。

「でも、本当に聖女だったのかな？　だってその人、いまわの際きわに言った最後の言葉が『大陸を統一してください』だったのよ？　その言葉を受けてピエール大帝は帝国を建国したし、今現在も帝国は大陸統一を進めているのよ？」

「きっと、何か深い意い図とがあるんだと思います」

「う～ん……」

　ラキスがポリポリと頭を掻かく。

「ま、いいか。説明を続けるね。ここは帝国にとっては神聖な場所で、普ふ段だんは帝都市民の憩いの場になっているけど、ピエール大帝がここで建国宣言を読み上げて以来、大事な式典はここで執とり行われることになっているの。例えば三年前にオーウェル二世陛へい下かが即そく位いした際さいの式典もここで行われたし、英えい雄ゆう皇こう帝ていフレデリック一世が不ふ埒らちな龍りゆうに己おのれの分ぶんを思い知らさせるために出しゆつ陣じんした際も、ここで……」

『誰だれが不埒な龍だ』

「うわっ！」

　肩に乗ったエイブルからヴェルフェルの声が吐はかれ、ラキスが驚きひっくり返る。

『何度言っても態度を改めんな……己の分をわきまえさせる必要があるのか？　ん？』

「いきなり出てこないでよ！」

『余が聞いておるなど、承しよう知ちしておるだろう』

「そんな事、三歩歩けば忘れるわよ！　あ～ビックリした、心しん臓ぞうが止まるかと思った。せめて出る前に何か合あい図ずをしてよね、まったく……」

『態度を改めると誓ちかうなら、余も考こう慮りよせぬではないぞ？』

「解わかった解った。誓う誓う」

『良かろう……』

　フッと強大な圧力が消え、ラキスは大きく息を吐いて起き上がり、服の埃ほこりを払った。

「おや、ラキス。今の尋じん常じようならざる気け配はいは貴女あなたですか？」

　不意に穏おだやかな女性の声が背後から聞こえ、ラキスが振ふり向く。

「あ、マクドール師。今のはちょっと……ヴェルフェル……が出しゃばったからです」

「成なる程ほど、それでですね」

　唐とう突とつに現れたマクドール師がラキスに微笑ほほえみながら近づき、建国帝夫妻の墓にスカートの裾すそを摘つまみ上げて優ゆう雅がに深く一礼をする。

「……マクドール師。こんな所に何の用ですか？」

　尋たずねるラキスにマクドール師は優ゆう雅がに振り向くと、穏やかな笑みを浮うかべる。

「帝都内の魔ま法ほう的な異い変へんに対する警けい備びと対策が私の職務ですからね。特にここは帝国にとって聖地ですから、今のような異変が起これば慌あわてて飛んで来ますよ」

「あ、そうなんですか。……良かった、マクドール師で……」

　慌てたと言う割りにはそんな素そ振ぶりを見せないマクドール師の様子に、ラキスが小さく安あん堵どの息を吐く。他の者が担当であったなら、どんな非ひ難なんをされたか知れない。

　そんなラキスに、マクドール師が優やさしげな笑みを向ける。

「丁ちよう度ど良いところでした。陛へい下かと紅こう龍りゆう殿どのとの会見の日時が決まり、貴女に知らせようと思っていたところです」

「あ、そうなんですか。それでいつです？」

「今日の午後五時から。場所はルグザーク大だい宮きゆう殿でんの第三会議室です」

「えらく急ですね？　ま、どうせあたしには関係ないからいいんですけど……あの、マクドール師……何であたしの手首を握にぎり締しめるんですか？」

　少し戸と惑まどい問うラキスに、マクドール師が優しげに微笑む。

「師が、その会見に貴女も同席させろと申されましたからね」

「げっ！　噓うそ！　何で？」

「陛下と紅龍殿の会見のお膳ぜん立だてをした貴女が出席しないわけにはいきません。もっとも理由はそれだけではないでしょうね。何せ師が、『引きずってでも連れてこい』と命じられましたから、それなりの覚かく悟ごをしていた方がいいですよ」

「……………………」

　真っ青になったラキスを、マクドール師が引きずりながらルグザーク大宮殿に連れていった。
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　ルグザーク大宮殿にある第三会議室。

　重おも苦くるしい空気が支配する円えん卓たくの席上に、皇こう帝ていの側そつ近きんを代表する筆頭書記官ライナス。筆頭宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しゼラーエフ師。中央騎き士し団長エセルバート・クロイツ。外務省長官ゲイリー・カーター。内務省長官ハロルド・ブレッセン。帝国情報局局長アルバート・ゲイツ。そして、紅龍ヴェルフェルの使者たるエイブルを頭に載のせたラキスが、居い心ごこ地ちが悪そうに座すわっている。

　陛へい下かの御ご出しゆつ座ざを待つ奇き妙みような緊きん張ちようがその場を支配していた。

「……あの……エイブルを頭から下ろしてもいいですか……？」

　おずおずと尋たずねるラキスに、外務省長官ゲイリー・カーターが射い抜ぬくような視線を向ける。

「黙だまれ台だい座ざ」

「……台座……」

　呟つぶやくラキスに、ゼラーエフ師が怒いかりに満ちた視線を向ける。

「お主には発言権は与あたえられておらぬ。大人しゅう置物に徹てつするが良い」

「……………………」

　沈ちん黙もくするラキスに、帝国情報局局長アルバート・ゲイツが鋭するどい視線を向ける。

「身動きもするな。目め障ざわりだ」

　その言葉を継ついで、中央騎士団長エセルバート・クロイツが腕うで組ぐみをして呟く。

「息もするな。いっそ死んでくれた方がどれだけ気が晴れるか知れぬ」

　それらの言葉に、ラキスは身を小さくして小さく俯うつむいた。

　筆頭書記官ライナスと内務省長官ハロルド・ブレッセンは何も言わないが、ラキスを快こころよく思っていないのは一いち瞥べつもくれないその態度から明らかである。

（……拷ごう問もんだ……）

　ラキスが内心でそう呟く。

　同どう盟めい者しやたる相手の使者を迎むかえるにしてはあまりにも少数精せい鋭えい過ぎるこの人選から、五ご大たい老ろうがこの会談を内ない密みつに処しよ理りしたいという思おも惑わくが見て取れる。そこにラキスが呼ばれたのは、皇帝と紅龍の会見を設定した張ちよう本ほん人にんだからという理由ではなく、多分に制せい裁さいの意味からだろう。その事を肌はだで感じ、ラキスは暗あん澹たんたる気持ちに沈しずんだ。

　そのとき、第三会議室にオーウェル二世が姿を現す。

「待たせたな皆みなの者。使者殿どの、朕ちんが帝てい国こく皇こう帝ていオーウェル二世である。このような所に会見の席を設もうけたのは、忌き憚たん無き会かい談だんを望んでのこと。ご了りよう承しようを願う」

　そう言って玉ぎよく座ざに座すわるオーウェル二世に、エイブルが少し緊張した様子でペコリと頭を下げる。

「ボクはヴェルフェル様の使つかい魔まをやらさせてもらっているエイブルです。今日はヴェルフェル様と帝国皇帝陛へい下かとの会談の中ちゆう継けい役やくを務めさせていただきます。よろしくお願いします。えっと、それでは早さつ速そくヴェルフェル様を呼び出します」

　そう言って再びペコリとお辞じ儀ぎをするエイブルを、全員が固かた唾ずを呑のんで見守る。

　エイブルがその黒い瞳ひとみを瞑つむり、部屋が水を打ったような静けさに包まれる。

　しばらく、何の反応も起きないまま沈ちん黙もくが続き……。

　疑問に思ったラキスが小さく首を傾かしげて上を見上げたとき……

『ドンガラガッシャ～ン！』

「うひゃっ！」

　とてつもなく大きな声に思わず全員が耳を塞ふさぎ、頭の上で叫さけばれたラキスが悲鳴を上げてテーブルに突つっ伏ぷす。

『帝国皇帝。並びにその他の有う象ぞう無む象ぞう共よ。余が、偉い大だいなる龍の中の龍。矮わい小しようなる者共が『紅こう龍りゆう』と呼び畏い怖ふするヴェルフェルである。遠えん慮りよは要いらぬ。余の威い光こうに恐おそれおののき、平へい伏ふくして崇あがめ奉たてまつるがよ……』

　頭の上で尊そん大だいに言い放つヴェルフェルを、テーブルに突っ伏したラキスが震ふるえる手でガシッとつかみ、目の前に持って来て鬼おにの形ぎよう相そうで睨にらみ付つける。

「いきなり何て事するのよ性しよう悪わる龍！」

『何を怒おこっておる。現れる前に合あい図ずをしろと言ったのはそなたではないか。勿もつ体たいなくもこの余の譲じよう歩ほに、感かん涙るいを流しこそすれ怒いかりを向けるは筋すじ違ちがいであろう』

「こ、この、よくもぬけぬけと……」

「やめぬか置おき物もの」

「……置物……」

「先ほどの儂わし等らの言葉が解わからなかったのか？　大人しく置物に徹てつしておれ」

「……………………」

　ラキスが唇くちびるを嚙かみ締しめながら頭に戻もどすと、ヴェルフェルがラキスの頭の上で「ふん」とふんぞり返る。

『帝てい国こくでは、置物の教育がなっておらぬな』

「くっ……この……」

「台座！」

「……………………」

　そんな様子を見ていたオーウェル二世が笑えみを浮うかべて口を開く。

「朕ちんがエベルシア大陸を統すべる大帝国プロペティアの、大陸における唯ゆい一いつにして無む二にの絶対者、皇帝オーウェル二世である。ヴェルフェル殿どのは帝国の古き同どう盟めい者しやであり、かつ此こ度たびは興味深い提案を携たずさえての奏そう上じようである故ゆえ、格かく別べつの配はい慮りよによって直言を許そう。この場は無ぶ礼れい講こうである。忌き憚たん無き己おのれの意見を申されるが良い」

『む……』

　ヴェルフェルとオーウェル二世の視線の間で、パチパチと火ひ花ばなが散る。

『良かろう。では尋たずねるが帝国皇帝よ。そなたは余の提案をどの程度承しよう知ちしておる？』

　しばらく視線を戦わせた後に、ヴェルフェルが先に矛ほこ先さきを収めて小さく顎あごを上げ、尊大そうに尋ねる。オーウェル二世はその問いに小さな笑みを浮かべ、わずかに頷うなずく。

「そこに居る置物から、一通りの報告は上がっておる」

「……陛へい下かまで……」

「置物！」

「……………………」

「承知した上でヴェルフェルよ、朕ちんはそちに尋ねたき議ぎがある。龍が神にならんと欲ほつする事はよく解った。しかるにそちは、神になって何を欲する？」

『解っておらぬな帝国皇帝。余が神に成ならんと欲する意味が』

　ヴェルフェルが『ふふふ』と笑みを浮かべ、偉えらそうに胸を張る。

『偉い大だいなる余と矮わい小しようなる人間とでは、存在そのものの格かくが違ちがう。神に成る事を手段と考え、目的を尋ねるは矮小なる人間の発想だ。何な故ぜならば人間は、個としては矮小なるが故ゆえに力を欲し、個として無力なるが故に群れて権力を欲し、実現困こん難なんであるが故に世界を意のままに動かそうと欲するからだ。だが、余は違う。余は個として既すでに充じゆう分ぶん偉大な存在である。余の力は既にこの地上に並ぶ者が無く、余が一度空に舞まえば天地が恐おそれおののくほどの影えい響きよう力りよくを持ち、余が望めばこの大陸を焦しよう土どと化す事も不可能ではない。その様な実現可能な事を目的とするほど、余は物好きではないぞ。神に成る事は手段ではなく余の目的なのだ。その余に神に成った後を尋ねるなど実に愚ぐ問もんである。神とは真しんに絶対の存在。世界の法則を定める者。即すなわち、絶対の正義！　その絶対の存在に成ったときに何を望むか……愚問ではあるが敢あえて答えよう。全すべてである！　と……』

「つまり、理想も将来への展てん望ぼうも無いって事ね。無む茶ちや苦く茶ちやよこいつ……」

『黙だまれ置物』

「ッ…………………」

　かなり悔くやしそうに沈ちん黙もくするラキス。その頭に乗ったヴェルフェルを見ながら、オーウェル二世が大おお仰ぎように頷く。

「成なる程ほど、ならばその事についてはこれ以上は問うまい。次の質問である。朕の身体からだに同居したいという申し出だが、それはどの様な状態になるのだ？」

『文字通りの意味よ。即ち一つの肉体に二つの魂たましいが宿る……二重人格のような状態だ。だがしかし、もともとバランスがとれていた状態の肉体にもう一つの魂が宿ることは精神的に負ふ担たんが大きい。二つ同時に魂があるという状態は余にとっても帝てい国こく皇こう帝ていにとっても未み知ちの体験であり、馴なれるまでは戸と惑まどうことも多かろう。そこで、最初の百年間は余の魂は半分眠ねむった状態にし、次の百年間は立場を逆にし、その状態にそれぞれが馴なれたところで一つになる。それが余の提てい案あんだ。もともと人は百年も生きることは希まれである故、帝国皇帝にとって、決して損そんな提案ではないはずだ』

「その様なことが可能なのか？」

『無論だ。そのための儀ぎ式しきとして帝国皇帝には余の肉を食ってもらう。そうすることによって不ふ死じ身みの肉体を得、余の魂を受け入れることによって余の力を手に入れることが出来る。しかも最初の百年は帝国皇帝自身の力としてそれを振ふるうことが出来るのだ』

「成る程、それは素す晴ばらしい」

「真に受けないでよ、こんな馬ば鹿かな提案。だいたい百年間なんて約束を、この陰いん険けん龍りゆうが守るなんて保ほ証しようはどこにもないじゃない」

『良く喋しやべる置物だ』
















「あなたに置物呼ばわりされるいわれはないわよ！」

「ラキス・フレーバーよ、朕ちんはそちに発言を許ゆるしてはおらぬぞ」

「……はい……」

　オーウェル二世の言葉に沈ちん黙もくしたラキスを、五大老が一いつ瞬しゆんだが一いつ斉せいに見た。てっきり黙れという圧力だと思って身を竦すくめたラキスだが……その視線は、それまでのものと明らかに違ちがっていた。

（……もっと喋れって意味かな……？）

　小さく首を傾かしげるラキスの頭の上で、ヴェルフェルが得意げに言葉を続ける。

『この置物の心配など考こう慮りよするに値あたいせぬ。何な故ぜならば、龍の肉を食っただけでは、決して不死の肉体を得ることは出来ぬからだ。不死の肉体を得るには余の力を受け入れる必要がある。余の力を受け入れるためには余の魂たましいを受け入れる必要がある。余の魂を受け入れるには、契けい約やくと儀ぎ式しきが必要になる。儀式とは余の肉を食らうこと。契約とは、余と帝てい国こく皇こう帝ていとの間で交かわされる約束事だ。もし一つの肉体に二つの魂が宿った後に、どちらかが一方的に契約を破は棄きした場合、肉体は滅ほろび、二つの魂も等しく消しよう滅めつする。故ゆえに契約は絶対となるのだ』

「その、今の言葉が噓うそじゃないって保証は？」

『ふ、良く知ち恵えの回る置物だ。その保証はない。要は帝国皇帝が余を信じるか否いなかだ』

　尊そん大だいに言い放つヴェルフェルの言葉に、オーウェル二世が頷うなずく。

「成なる程ほどよく解わかった。取とり敢あえず朕の質問は次で最後だ。儀式と契約。これらを完全に執とり行ったとしても、こういった物事には失敗が付きまとうと聞く。故に、失敗したときの代だい償しようと成功の確率を問う」

　その問いに、ヴェルフェルの表情が少し神しん妙みようなものに変わる。

『確率は五分五分であろう。失敗したときは、魂があるべき姿に戻もどろうとする。即すなわち余の魂がそなたの肉体に弾はじかれて、肉体を失うしなった余の魂は行き場を失い消しよう滅めつする。肉体を持つそなたとて、その影えい響きようは免まぬがれぬ。死ぬことはあるまいが、半はん身しん不ふ随ずいになるくらいは覚かく悟ごしておくべきだ』

「何と、五分五分とは……それは賭かけであるな……」

『いかにも。されど、人間には解らぬかも知れぬが、龍りゆうにとって神になることは命を賭とす価値のある事なのだ。不老不死など余は既すでに手に入れておる。その他およそ考えられる欲望など、余に興味はない。余に唯ゆい一いつ残された欲望が神に成る事。その確率が五分五分なら、余にとって決して分の悪い賭ではない』

　迷まよい無く断だん言げんするヴェルフェルに、オーウェル二世は腕うでを組んで小さく唸うなる。

「そこまでの覚悟であるか……」

「あたしなら、絶対そんな賭はしないけどね」

「……ラキスよ。朕は黙だまっておれと申したぞ」

「……はい……」

　沈ちん黙もくするラキスにオーウェル二世が頷き、ヴェルフェルに視線を戻す。

「提案の議、良く解った。ヴェルフェル殿どの、朕もしばし熟じゆつ考こうしたい故ゆえ、返答は一時間の休きゆう憩けいを挟はさんだ後に致いたそうと思う」

『承しよう知ちした。良い返事を期待する』

　ヴェルフェルのその言葉を受け、ラキスを除く全員がスッと立ち上がった。
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　隣となりにある第二会議室。

　ここに、ヴェルフェルの使者エイブルを除く全員が休憩と称しようして集まっていた。

「……あの……何であたしもここに……？」

　オドオドして尋たずねるラキスを、ゼラーエフ師が睨にらむ。

「黙って座すわっておれ」

「……はい……」

　ラキスが沈黙すると、考え込んでいたオーウェル二世が口を開く。

「皆みなの意見を聞かせてもらおう」

　その言葉に、皇こう帝ていの側近を代表する筆頭書記官ライナスが真っ先に返答する。

「僭せん越えつながら、敢あえて中なか務つかさ省しようとして意見を申し上げますならば、もともと現あら人ひと神がみたる陛へい下かが真まことの神となられることには反対は致いたしませぬ。されど問題は、ヴェルフェルの言葉がどこまで信用できるかにございます。万一虚きよ言げんに惑まどわされたとなれば、現人神たる皇帝の名に傷が付きます。……手放しには賛成できませぬ」

「うむ」

「外務省としては賛成致しかねます。龍りゆうの肉を食するために必要な準備には、まだまだ時間がかかります。全すべてが無事に揃そろうという保証もありませぬ。その間にこのようなことが外に漏もれれば、諸外国が一いつ斉せいに蜂ほう起きいたしましょう」

「建国大帝の時も同じ状じよう況きようであったが、朕ちんは無む能のうである故ゆえその様な事態には対たい処しよし切れぬと、そう申すのだな？」

「いえ、決してそのような事は……」

「よい。他ほかには？」

「内務省は、正直困こん惑わくしております。陛下の権けん威いが高まることは帝国の安定には欠かせぬ事なれど、やはりいまいちヴェルフェルを信用して良いものか……ヴェルフェルの目的が本当に神に成る事だけなのか、邪じや悪あくな本心を隠かくしているのではないか、疑ぎ念ねんを抱いだかずにはおられませぬ」

「うむ」

「軍部と致しましては、此こ度たびの事は大陸統一への弾はずみとなると心得ます。無論危険は付きまといましょうが……危険を恐おそれていては、人は前には進めませぬ」

「うむ」

「帝国情報局は本来中務省の一部なれば、陛下の力が向上することは願っても無きこと。されど失敗したときのリスクを考こう慮りよに入れますと……皇帝陛下には、今後とも国民の父。人類の良き兄として君くん臨りんしていただきたく……」

「うむ」

「宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんは、此度の提案には反対でございます」

「ふむ、何な故ぜだ？」

「確かに儀ぎ式しきと契けい約やくは魔法における絶対の法則なれど、不ふ測そくの事態が起こらぬ保証はありませぬ。更さらに宮廷魔術師団には創設以来、人の身で踏ふみ入れてはならぬ禁きん忌きが定められております。一つは生命の創そう造ぞう。一つは死者の復活。これらは、最終的には悲しみしか生み出さない。最終的には人を不幸にするとして禁じられておるのです。人たる身で神と成ることも、それと同じと心得ます。人たる身で神たらんとすることこそ、やはり人としての本分かと心得ます」

「成なる程ほど。では、最後にラキス・フレーバーよ」

「え？　あ、はい」

「そちには宮廷魔術師としてではなく、秘ひ宝ほう捜そう索さく隊たいのリーダーとしての意見を聞きたい」

「あ、成る程」

　ラキスはようやく自分がここに呼ばれたわけを納なつ得とくし、少し考える。

「え～っと……やっぱり、あたしも反対です」

「ほう、何故だ？」

　あたしが苦労するから。

　喉のど元もとまで出かかったその言葉を、ラキスは辛かろうじて飲み込む。

「……ヴェルフェルの言葉を鵜う呑のみにするのは、あまりにも危険すぎるとあたしは思います。それに今までの経験から言って、そう簡単に品物が揃そろうとは思えません。正直かなり困こん難なんな物ばかりですし、下へ手たすれば戦争になりかねない物だってあります。それを回かい避ひするためには慎しん重ちように、少しずつ、時間をかけて事を運ぶしかないと思います。でも、ヴェルフェルの提案を受け入れれば時間的余よ裕ゆうがなくなるんです。戦争になれば、一いつ般ぱんの国民が迷めい惑わくします。だから、あたしは反対です」

「成る程」

　全員の意見を聞き終えて、オーウェル二世は目を瞑つむり、腕うでを組んで考えに沈しずむ。

　しばらくそのまま時が過ぎ、張り詰つめた空気が第二会議室に満ちる。

　やがて、オーウェル二世が緊きん迫ぱくした空気の中でその目を開けた。

「皆みなの者に申し伝える。朕ちんは、紅こう龍りゆうヴェルフェルの提案を受け入れる」

「何で！」

　思わず立ち上がるラキスに、オーウェル二世は目もくれず言葉を続ける。

「ヴェルフェルにいかなる思おも惑わくがあろうとも、余が一いち命めいを賭として阻そ止しすれば済すむこと。帝てい国こくの目的は大陸の一いつ刻こくも早い統一。その目的達成のためなら、朕はこの命を捨てても惜おしくはない。これは決定である！」

『ははー！』

　全員が一いつ斉せいに、オーウェル二世の言葉に頭を下げる。その光景を、ラキスは信じられない面おも持もちで見つめた。

「陛へい下か。そろそろヴェルフェル殿どのとの会見再開の時刻です」

「そうか」

　ライナスに促うながされて頷うなずき立ち上がるオーウェル二世を、ラキスは慌あわてて呼び止める。

「待って陛下！　一体どうして？　そりゃ、ヴェルフェルを連れてきたのはあたしだし、だからこんな事を言うのは変かも知れないけど、あたしてっきり陛下は断ると……」

　戸と惑まどいを隠かくしきれずに問うラキスに、オーウェル二世は立ち止まる。

「ラキス・フレーバーよ、そちはまだ知るまい。そしてそちが知るにはまだ早い。されどこれだけは教えておく。帝国が一刻も早く大陸を統一できなければ、戦争で死ぬよりも、もっと多くの人命が失うしなわれるのだ」

　ラキスにそう言って、オーウェル二世はライナスを連れて第二会議室を後にする。

「……どういう事……？」

　オーウェル二世の出ていったドアを見つめながら、ラキスは呆ぼう然ぜんとしてそう呟つぶやいた。
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　その日、皇帝とヴェルフェルの間に密みつ約やくを結ぶ調ちよう印いん式しきが密ひそかに執とり行われ、同どう盟めい者しやを迎むかえるという名めい目もくで、急である故ゆえ簡かん素そだが歓かん迎げい式しきが執り行われた。

　そして、草木も眠ねむる、夜深く。

　ラキスは五ご大たい老ろうと共にルグザーク大だい宮きゆう殿でんの第三会議室にいた。

　五大老の間には、それまでにない奇き妙みような空気が張り詰つめている。その空気に挟はさまれて居い心ごこ地ちが悪そうにしているラキスに、ゼラーエフ師が厳おごそかに口を開く。

「解わかっておるなラキス。失敗は許ゆるさぬ。儂わしも今までのように優やさしくはないぞ……」

「あの、それって、きちんと品物を集めろって事ですか？」

　少し上うわ目め遣づかいで尋たずねるラキスに、ゼラーエフ師が眉まゆにしわを寄せる。

「馬ば鹿かを申すな。お主ぬしも一応宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しであろう。人は人たらねばならぬと言うのが、初しよ代だい筆ひつ頭とう宮廷魔術師バルドナ様より与あたえられし儂等らが使命じゃ。確かに大陸統一は急がねばならぬ。されどそれを為なすのは人の身でなくてはならぬ。努ゆめ々ゆめ、心こころ得え違ちがいをせぬ事じゃ」

「その、帝てい国こくが大陸を統一できなければ多くの人命が失われるってのは、一体……？」

　ずっと頭の中を巡めぐっている疑問を尋ねるラキスに、ゼラーエフ師の反応は冷たい。

「お主はまだ知る必要は無い」

「……はい……」

　有う無むを言わさぬゼラーエフ師の口調に、ラキスは渋しぶ々しぶ頷うなずくしかなかった。

　しばし沈ちん黙もくが続き、重苦しい空気の中、腕うでを組んだ中央騎き士し団長エセルバート・クロイツが正面に座すわるゼラーエフ師に視線を向けて口を開く。

「ラキス・フレーバーよ。陛へい下かの使命を果たすためであれば、お主ぬしに全帝国軍を動かす権限を与えよう。されどあくまで失敗を画かく策さくすれば、全帝国軍がお主の命を狙ねらうと心得よ」

　バチッと、ゼラーエフ師とクロイツの間に火花が散る。

　その火花が消えて無くならないうちに、腕を組んで目を瞑つむった外務省長官ゲイリー・カーターが呟つぶやくように言葉を紡つむぐ。

「しばらく外国を巡めぐって見けん聞ぶんを広げておれ。各大使館には最優ゆう遇ぐう待遇で迎むかえるよう命じておく。その行動の理由付けは、我われら外務省に任せておけ」

　重苦しい空気が、更さらに重苦しいものへと変わる。

　その空気を気にも止めない様子で、内務省長官ハロルド・ブレッセンが口を開く。

「状じよう況きようは常に変化し、帝国にとって最さい善ぜんの道も常に一つとは限らん。大事なのは感かん性せいを研とぎ澄すまし、あらゆる情報を入手して良く吟ぎん味みし、情報に惑まどわされることなく常に最善の道を選せん択たくするという心こころ構がまえだ。……解わかるな、ラキス・フレーバー」

「あ、はい」

　頷くラキスに、帝国情報局局長アルバート・ゲイツが視線を向ける。

「皇帝陛下の勅ちよく命めいは絶対でなければならん。……メルフィでは荷が重かろう、情報局直属のトップエージェントを任に就つかせる故ゆえ……」

「まって！　メルフィは友達だし、信しん頼らいできる大切な仲間なんです！　そんな今更代えるなんて……」

「……そうか、ならば何も言うまい。己おのれの信じる道を進め」

「……………………」

（何か、含ふくみのある言い方だな……）

　五大老全員の言葉を、ラキスはしばし沈黙して吟味し……

「て、ちょっと待ってよ！　ということは、またあたし一人に全責任をおっ被かぶせるって事なの！　それはいくら何でも非ひ道どい……」

「何を言うか、この大おお馬ば鹿か者もの！」

「うひゃっ！」

　ゼラーエフ師の一いつ喝かつに、ラキスが思わずイスから転げて尻しり餅もちをつく。

「そもそもお主がヴェルフェルに会いに行くなどという戯たわけた事をせんかったら、このような事態は起こらなかったのじゃろうが！　本来ならば適当な理由付けをして島流し！　一生陰いん険けんな拷ごう問もんでネチネチといびり倒たおすべきところじゃ！」

　凶きよう悪あくな顔をしてツカツカと歩み寄ってくるゼラーエフ師に、ラキスは生命の危険を感じて慌あわてて逃にげる。しかし狭せまい部屋の中のこと、すぐに逃げ場を失い壁かべ際ぎわに追い詰つめられる。

「されどお主は陛へい下かのお気に入り。ヴェルフェルとも面めん識しき深ふかき者。状況の変化を周囲に察知されぬためにも解任はできぬ。それを良いことにぬけぬけと！　え～い、腹立たしい！　え～い、口くち惜おしい！　この口か！　この口が悪いのか！」

　ゼラーエフ師がラキスの口を左右に思いっ切り引っ張り、上下左右に振ふり回す。

「いたひひゃめへ～！」

　目に涙なみだを浮うかべて悲鳴を上げるラキス。だが、他の五大老達はイスに座すわって腕うでを組み、各おの々おのの思いに馳はせていて誰だれもゼラーエフ師を止める者はいない。

　ようやくゼラーエフ師がラキスを解放したのは、たっぷり五分以上ラキスを振り回してからである。

「心するが良いぞラキス。今度何かやらかせば、儂わしもお主の処しよ分ぶんを躊躇ためらいはせんぞ」

「イテテ……口が裂さけるかと思った……」

「聞いておるのか！」

「うひゃっ！　はい！　聞いてます！」

「まったく……こやつがリーダーでさえなければ……」

　ゼラーエフ師の呟つぶやきに、他の五大老が同時に頷うなずく。それを見てラキスは、自分が絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの窮きゆう地ちに追い込まれていることを改めて思い知った。
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　帝てい都とにある、とあるホテルの待まち合あい室しつ。

　初めて出会った思い出深いその場所で仲間達と再開を果たしたラキスは、頭を抱かかえてテーブルに突つっ伏ぷしていた。

「成なる程ほど……俺おれ達たちが骨休みしている間に、そんな事があったのか……」

　ハーツが感かん慨がい深ぶかげにそう呟く。

「ラキスちゃんも大変な立場に立たされちゃったね～」

　マイルズが、うんうん頷きながら気楽そうにそう言う。

「でも、自じ業ごう自じ得とくですよ」

　グレンが苦く笑しようしながらそう呟く。

「それでラキスさん、ラキスさんはこれからどうするつもりなんですか？」

　ちょっと心配そうなメルフィの問いに、ラキスがムクリと起き上がった。

「あたしは反対。陛下が決断した理由は教えてくれないから解わからないし、賛さん否ぴ両りよう論ろんそれぞれ理由は色々あるけれど、何となく間ま違ちがっていると思うもの」

　そのラキスの答えに、メルフィが安心したような笑えみを浮うかべる。そのメルフィの笑みを見てラキスが頷く。

「やっぱり、帝国情報局の本心は反対なんだ」

「……え？　あ、ち、違います。あたしは何も言ってませんです～」

　メルフィが顔色を変え、首をブルンブルンと必要以上に大きく振ふる。

　……噓うそが下へ手たである。

「どうせみんなも、あたしが説明する前から事情は知っていたんでしょ？」

「まあ、な」

　ラキスの問いに、ハーツが曖あい昧まいな笑みを浮かべて頷く。それでラキスは、軍部が本心から賛成派なんだと理解した。

「ラキスさん。外務省が言うように、海外に行くのは良い手だと思いますよ」

「う～ん……」

　そのグレンの言葉に、ラキスが小さく唸うなりながら頭を掻かく。

「そういう、運命を人ひと任まかせにするのはあたしの主義じゃないな……。ま、他に手がなくなったら頼たのむかも知れないけど、取とり敢あえずパスね」

　グレンにそう微笑ほほえみ、ラキスはマイルズに視線を向ける。

「それで、内務省の判断は？」

「臨りん機き応おう変へん、千せん差さ万ばん別べつさ」

　肩かたを竦すくめるマイルズの答えにラキスが頷うなずく。

「成なる程ほど……つまり三対一の一棄き権けんと言うことで、多数決により、今後のあたし達の行動は使命を成功させない方向に決めるけど、ハーツ、いいかな？」

「……上う手まくやれよ」

「了りよう解かい。よし決定ね。それじゃ……」

『そうか、そのように決まったか……』

「……………………」

　背後から聞こえた声に、ラキスがギギギと振り向く。

「性しよう悪わる龍りゆう！　何でこんな所にいるのよ！」

『ふん。相変わらずだなこの貧ひん相そうな子ギツネは……まあ良い。今、余は機き嫌げんが良いから、格別の配はい慮りよを以もつて許してやろう。感かん涙るいで溺おぼれ死ぬが良いぞ』

　相変わらずの尊大な態度でパタパタと飛ぶヴェルフェルが、テーブルの上に着ちやく地ちする。

『余がここにいる理由は至し極ごく簡かん単たん。そなた等らの監かん視しだ。そなた等の浅あさ知ぢ恵えが読めぬ余と帝てい国こく皇こう帝ていだとでも思っておったか？　まあ、そのような矮わい小しようなる脳のう味み噌そでは、所しよ詮せん偉い大だいなる者の志は理解できまいが、せめて己おのれの分ぶんはわきまえるが良いぞ』
















　そう言ってヴェルフェルが尊大そうに胸を張り、

「……というわけで、ボクも皆みなさんと一いつ緒しよに行動することになりました。不束ふつつか者ものですが、どうかよろしくお願いします」

　そう言って、エイブルがペコリと頭を下げる。それを見てラキスが再び頭を抱かかえてテーブルに突つっ伏ぷす。

「しまった～。こんな予定外のお荷物が増えるなんて～」

「……最初っからお荷物ですか……」

　ションボリと項うな垂だれるエイブルをメルフィが嬉うれしそうに抱だき上げ、頭を撫なでながらラキスに視線を向ける。

「ラキスさん。それでこれから何ど処こに向かうんです？」

　無む邪じや気きなメルフィの問いに、ラキスは疲つかれた様子で起き上がり、無理に笑えみを浮うかべる。

「えっとね。何かいきなり気合いを削そがれちゃったけど、今からドワーフ族の所に行こうと思うの。帝国の創立以来の古き盟めい友ゆう、ドワーフ王グラードが治おさめる地底王国の首都、エルバードル大地底都市！」







　第四章　日、沈しずみし世界
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　エベルシア大陸の地下深くに、人間とは異ことなる種しゆ族ぞくの住む世界が存在する。

　一いつ般ぱんに地ち底てい世せ界かいと呼ばれるそこは、感かん覚かく的てきには大陸の下に存在しているものの、実際には地下内部に築きずかれた別の次じ元げんだと一部の研究者達は主しゆ張ちようする。地上から流れ込んだ力が地底の中心的な一か所に集中し、膨ぼう張ちようした力が次元を歪ゆがませ、本来何もないはずの場所に一つの世界を作り上げているのだと。

　その真しん偽ぎの程ほどは定さだかではない。確かな事は、一般の人々にとってそこはやはり地下にあり、大陸の下に存在する地底世界だと信じられているという事である。

　地底世界に辿たどり着くためには地上にいくつか点在する洞どう窟くつから入り、凡およそ半年もの月日を掛かけて魔ま物もの達たちが住処すみかとして利用する網あみの目のような地下迷めい道どうを通り抜ぬけなければならない。そのため古い時代には地上から地底世界に入った者は記録上存在しないが、それでもこの世界の存在は古くから地上世界で知られていた。それは、たびたび地底世界からの訪ほう問もん者しやが地上に訪おとずれるからである。

　ドワーフ族。

　地底世界からの訪問者は、自分達をそう称しようした。

　およそ八〇〇年前の伝説的な探たん究きゆう者しやダグラス・ビーンの記録に、彼が出会ったドワーフから聞いた地底世界の伝でん聞ぶん録ろくが残されている。

　ここにその一部を抜ばつ粋すいしよう。

『地底世界は広大な世界である。地上に存在するもので存在しないのは、青い空と緑の森と太陽だけだ。だがその世界にも、かつては太陽が存在し、地底世界に生命を育はぐくみ、緑を育み、肥ひ沃よくな大地を育んでいたのだ。

　だが、世界に悲劇が起こった。

　地底に住む一部の種族……光を憎にくむ闇やみの眷けん属ぞくが、地底世界を闇に包むために地底の太陽を消しよう滅めつさせようという暴ぼう挙きよを試こころみたのだ。

　その目もく論ろ見みは成功し、地底の太陽は大だい爆ばく発はつを起こして消滅した。

　しかしその破は壊かい力りよくはあまりにも凄すさまじく、災さい厄やくは地底世界を荒あれ狂くるい、暴挙を試みた闇の眷属や多くの古代種族が太陽と運命を共にした。更さらに災厄は地底世界だけでは収まらずに地上世界も巻き込み、地上を深しん紅くの炎ほのおが舐なめ尽つくした。

　神々はその行こう為いに怒いかり、深紅の炎を地底世界に閉じ込めて、地底世界から災厄のもととなった太陽を奪うばった。

　かくして地底世界は永遠の闇に包まれたのである』

　神話前史……神々と魔王が戦いを演じる以前の物語だと伝聞録は締しめ括くくる。

　無論物語の真しん偽ぎは判わからないが、その時神々が閉じ込めたと伝えられる深紅の炎が、プロミネンスの炎と呼ばれるものである。

　闇の中で生きざるを得なくなったドワーフ族は、再び地底世界に太陽が戻もどることを夢見、このプロミネンスの炎を守しゆ護ごしてきたのである。

　その歴史が動いたのは、今から凡およそ七〇〇年ほど前の事。

　地底世界の最大種族であるドワーフ族の若者が、太陽を取り戻す手段を求めて地上世界へと旅立った。

　若者の名はグラード。後のドワーフ王である。

　凡そ一〇〇年間に亘わたり地上世界を放ほう浪ろうして地底世界に帰き還かんした彼は、魔ま法ほうの力によって疑ぎ似じ太陽を造り上げて地底世界に光を取り戻し、かつての悲劇を繰くり返さないという大義を掲かかげて地底世界の統一へ乗り出したのである。

　現在、グラードの率ひきいる地底王国は、地底世界の半分を勢せい力りよく下かに治おさめる巨きよ大だい勢力となっている。

　そのグラードの治める地底世界に、複数の絶ぜつ叫きようが木こ霊だました。

『うひゃぁぁぁぁ！』

　ドーン！

「イテテ……腰こし打った。何なのよ一体……みんな大だい丈じよう夫ぶ？」

　腰をさすりながら、ラキスがそう尋たずねる。

「一応大丈夫だが、暗くて何も見えんぞ」

　思いの外ほか、ラキスのすぐ近くから返ってくるハーツの返事。しかし真っ暗で輪りん郭かくすら確かく認にんできない。

「あれ？　ちょっと待ってね」

　少し戸と惑まどいながらラキスが呪じゆ文もんを唱え、小さな魔法の光を作り出して頭上に浮うかべる。

「えっと……みんないるね」

　魔法の明かりに照らされたみんなの顔を確認して、ラキスが安あん堵どの息を吐はく。ラキス同様みんなどこか打ったらしく身体からだをさすってはいるが、大した事は無さそうだ。

「ふう、ビックリした。何かいきなり叩たたき落とされた感じだったけど……今まで何度も『瞬またたく扉とびら』を使ったけど、こんな事初めてよ。エイブル、何かした？」

　その問いに、メルフィに抱だき抱かかえられたエイブルが少し考える仕し草ぐさをする。

「えっと、魔法の力にボクの力を合わせようとしました」

「それは問題ないね。と言うかそうするべきなんだし。……一人くらい増えても問題ないはずだし、と言う事は……マイルズ、何かやったでしょう」

「何で決め付けるのかな～？」

「だって一番怪あやしいじゃない。存在が」

「ひどい事言うね～。でも、いつもと同じ事をしただけさ」

「そうなの？　じゃあ何でだろう？　グレン、変な生き物持ち込まなかった？」

「何ですかその問いは。僕はそんな事しませんよ。やっぱりまだ、『瞬く扉』が直っていなかったんですよ」

　少しムスッとしてそう返事するグレンに、ラキスが小さく肩かたを竦すくめる。

「それは無いわよ。だって昨日コッソリと、直っている事を確認したんだもん」

「確かに『直ったばっかりなんだから使うのは止やめてくれ』と泣いて頼たのんでいたな」

「壊こわれる事を知っていてやるんですから、鬼おにですよ」

　そう、呆あきれたようなハーツとグレンの言葉に、ラキスが少し瞳ひとみを彷徨さまよわせる。

「仕方ないじゃない。地底世界に歩いて来たら半年はかかっちゃうんだから。なのに何が何でも絶対に使わせないって、話も聞いてくれないんだもの……」

　朱す雀ざくの塔とうではさすがに無理なので、一番近くにある支部で無理矢理使用したのだが、瞳を彷徨わせているのはラキスも悪かったと思っているからなのだろう。もっとも、それでも必要ならやるのがラキスである。

「ラキスさん。異変の原因て、たぶんこれだと思うんですけど……」

　メルフィが指さす先にある、台座に乗った巨きよ大だいなオーブ。『瞬く扉』の核かくとして使われる物だが、それに斜ななめに大きな亀き裂れつが入っていた。

「うわっ、あぶなっ！　これよ間ま違ちがいない。と言うか、良くあたし達無事だったね……」

　ラキスがそう呟つぶやきながらオーブに近づきそっと触ふれると、一いつ瞬しゆんオーブが蒼あお白じろく輝かがやいて、次の瞬間粉こな々ごなに砕くだけ散ちった。

「うわっ！」

　悲鳴を上げて、ラキスが慌あわてて飛とび退のく。

「信じられない……良くあたし達がここに辿たどり着くまで持ったわね……たぶんこちらからは使用不能の状態だったし、あたし達が無事に辿り着けたのも奇き跡せきよ。ドワーフの人達、一体どんな管理をしてるんだろ」

　五〇〇年ほど前に、帝てい国こくとドワーフ族との友ゆう好こうの証あかしに地底世界に送られた物である。往復に一年近くも費ついやすため、有力な連れん絡らく手段として作られた設せつ備びだが、その管理はドワーフ族に任されていた。

　あまりにもずさんな管理に一言文もん句くを言ってやろうと、ラキスが表情を険けわしくしてあたりを見回し、首を傾かしげる。

「……あれ？　何か様子が変だな？」

　奇き妙みような違い和わ感かんを感じ、魔ま法ほうの明かりをハーツ達の頭の上に残したまま、ラキスがトコトコと光が届く端はしを探たん索さくして回った。

　突とつ然ぜん、ラキスの目前にある闇やみがパカッと開き、ラキスを飲み込もうと迫せまる。

「うひゃぁぁぁぁ！」

　たまげて悲鳴を上げるラキスが、まさにその口に飲み込まれようとした瞬間、慌てて駆かけ寄ったハーツが剣けんを一いつ閃せんし、その口を切り裂さく。

　辺りに轟とどろく不ぶ気き味みな声。

「大だい丈じよう夫ぶかラキス！」

「……腰こしが抜ぬけた……」

「まだ、何かいっぱいいます！」

「明かりが足りないね～」

　腰を抜かして地面に座すわり込んだラキスの周囲を仲間達が取り囲み、周囲を警けい戒かいする。

「ちょっと待って」

　ラキスが慌てて呪じゆ文もんを唱え、新たに四つの魔法の明かりを出現させる。一つの時とは比べ物にならないほどの明かりが広こう範はん囲いにラキスの周囲を照らし出した。

　光によって、今にも飛びかからんと身み構がまえる不ぶ気き味みな生き物が数体浮うかび上がった。

　巨きよ大だいな口を持つ頭部。身体からだは毛深くずんぐりしていて直立しており、手足にはモグラに似た長く鋭するどい爪つめ。蛇へびを思わせる、長い爬は虫ちゆう類るいの尻尾しつぽが生えている。

　ラキス達を取り囲む様に十数体。光に驚おどろいたのか一いつ瞬しゆん身体をビクッと硬こう直ちよくさせ、蜘く蛛もの子を散ちらすように逃にげて行った。

「……何、今のトカゲとモグラが合がつ体たいしたような不気味な生き物……」

「……知りませんよ……」

　呆ぼう然ぜんとするラキスの呟つぶやきに、グレンが呆然と答える。

　少し落ち着いて辺りを観察すると、さっきまでは明かりの量が少なくて気が付かなかったが、ラキス達が立っているのは瓦が礫れきの山である。もともと建物があったのだろうが壁かべは無む惨ざんに破は壊かいし尽つくされ、天てん井じようは完全に崩くずれ落ちている。

「……何なの？　何でこんな所で襲おそわれるの？　そりゃ、首都のエルバードル大地底都市からは少し離はなれているけど、それでもドワーフ族の絶対勢力圏けん内なのに。それに、かつての宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんが作った魔法の太陽は？　あんまり暗いからてっきり部屋の中だと思ったけど……いや、一応部屋の中なんだけど、外も真っ暗じゃない」

　ラキスの疑問に、答えられる者は誰だれもいない。

「……取とり敢あえずこうしてても仕方ないから、ドワーフ達に会いに行こうか。何か解わかると思うし。みんな、光を一つにするから、さっきのが襲ってこないように気を付けてね」

「一つだと、視界が狭せますぎますよ」

　渋しぶい顔をしたグレンの言葉に、ラキスが少し考え込む。

「……じゃ、二つ。それ以上は無理よ。あたしが疲つかれるんだから」

「疲れるって……」

「ケチだね～」

「ケチじゃないわよ！　『瞬またたく扉とびら』を使うために、あたしがどれだけ消しよう耗もうしていると思っているのよ！　これ以上疲れたら魔法の援えん護ごもできないし、そうなったら魔法の光も消えちゃうのよ！　確かに首都までは一日かからないくらいの距きよ離りだし、そこに行けば何か光があるから要いらなくはなると思うけど、でも、首都にドワーフ族がいるっていう保ほ証しようはどこにもないのよ？　よく判わからないけど地底世界に何か異変が起こっているのは間ま違ちがいないみたいだし、どんな事態にも対応できるように力を温おん存ぞんしておくのは当たり前じゃない！」

　頰ほおを膨ふくらませてラキスが最初に作り出した魔法の光を頭上に呼び寄せ、皆みなの返答も聞かずに魔法の光を二つだけ残して残りを消す。

「さ、ブツブツ言わずに警けい戒かいする。あたしとグレンを中心に三角陣じん形けい。メルフィが先頭で、ハーツとマイルズが両りよう脇わきを固める。グレンはあたしの後ろで後方警戒。あ、エイブルはあたしと一いつ緒しよね」

　そうテキパキとみんなに指示を出すラキス。少々横おう暴ぼうな感はあるが、誰一人としてそれに文もん句くを言わない。こういう非常事態に力を発はつ揮きするのがラキス最大の特とく徴ちようだからだ。

　みんなが指示に従したがうことを確かく認にんしたラキスは、神しん妙みような表情で錫しやく杖じようを地面に立てると、小さく呟つぶやきながら慎しん重ちように手を放した。

　錫杖は一いつ瞬しゆんバランスを保たもって制せい止しし、パタンと音を立てて倒たおれる。

「準備いい？　じゃ、出発しようか」

『ちょっと待て！　棒ぼう倒しで進行方向を決めるな！』

　慌あわてて一いつ斉せいにストップをかけるみんなに、歩き出そうとしたラキスが苦く笑しようしながら振ふり向く。

「だって仕方ないじゃない。こう暗くちゃ周囲の状じよう況きようなんて全然判らないし、建物はどんな形をしていたかも判らないほど壊こわれているのよ。あたしにドワーフ族の街までどの方向に行けばいいか、判断できるわけ無いじゃない。当初の予定では『瞬く扉』を管理しているドワーフに道を聞くつもりだったんだけど、どこにもドワーフがいないし……。それとも、誰か確たる方向を示せるの？　グレンが道を知っているんだったら、あたしは素す直なおに従うけど？」

　尋たずねるラキスにグレンが苦笑しながら首を振る。

「さすがの父も、地底世界までは足を踏ふみ入れていませんよ」

「じゃあ、他ほかに誰か根こん拠きよのある方向を示せる？　出来ないでしょう？　結局勘かんで進むしかないのよ。当たるも当たらぬも八はつ卦けなんだから、文句言わない」

　苦笑しながら錫杖を拾うラキスに、ハーツが大きくため息を吐つく。

「だがなラキス。お前魔ま法ほう使いなんだから、もう少しマシな方法はないのか？」

「何言っているの？　使ったじゃない、魔法。一応生命反応が一番大きい方向に倒れたはずよ。ま、いい加か減げんなものだし、さっきの化け物の巣に辿たどり着かないって保証もないけどね。でも、闇やみ雲くもに進むよりもマシだと思うけど？」

「そういう事は先に言えよ……」

　呆あきれた様子で大きくため息を吐くハーツに、ラキスが少し視線を彷徨さまよわせながらポリポリと頭を掻かく。

「えっと……メルフィ、さっきの『トカモグ』はまだ近くにいるの？」

　誤ご魔ま化かそうとして尋たずねるラキスに、メルフィがキョトンとして首を傾かしげる。

「『トカモグ』って何です？」

「ほら、さっきの変な化け物。名前がないと不便だからね」

　そのラキスの答えに何な故ぜかグレンがムスッとするが、メルフィは無む邪じや気きに納なつ得とくして大きく頷うなずく。

「えっと……『トカモグ』さんは、今は少し離はなれた所にいますけど、こっちの様子を探さぐっている感じです。それに何だか、だんだん数が増えているみたいです～」

「そっか……それじゃ、たぶんそのうち襲おそってくるね。あんまりゆっくりしてられないから、さっさと出発しようか」

　ラキスにそう促うながされて、肩かたを竦すくめて一行が出発した。

　頼たよりはラキスの作った二つの光。有効視界は、一つの光で直径約四メートル。

　ラキスは二つの光が出来るだけ重ならないように分けて配置し、頭上をクルクルと回転させて前後左右をカバーし、注意深く辺りの景色を観察しながら歩みを進める。しかし、行けども行けども周囲は果ての見えない完全な闇やみ。見えるのは、草木も生えない岩と砂の大地だけである。

　やがて一〇時間ほど経けい過かして、一向に変化の見えない辺りの景色に飽あきて、ラキスが小さく息を吐はいた。

「う～ん。岩ばっかりで、本当に不ふ毛もうの地だな～。少しは植物も生えているって聞いていたんだけど、枯かれちゃったのかな？　だとしたらドワーフ達、食事はどうしてるんだろう？　まさか岩を食べるわけにはいかないだろうし……」

　エイブルを肩に載のせてそう呟つぶやくラキスの耳に、不ぶ気き味みな雄お叫たけびが聞こえる。

「それに、どうしちゃったんだろう魔法の太陽。宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんの創そう始し者しやである大魔法使いバルドナ様の、一世一代の大秘術だって資料で見て、実物を見るのを楽しみにしてたんだけどな……」

　そう呟くラキスの耳に、不気味な悲鳴が聞こえる。

　おそらくラキスの作った魔法の光が呼び寄せているのだろう。出発して三時間が過ぎた頃ころから、ラキスが『トカモグ』と命名した怪かい物ぶつ達たちが雲うん霞かの如ごとく群むらがり、一行に襲おそい掛かかってきているのである。

　その数はどんどん増えており、現在はメルフィの見立てだと、十と重え二は十た重えに周囲を囲まれているらしい。しかしラキスは、平へい然ぜんとした様子で周りの様子に一いつ切さい関知しない。

　そんなラキスに、ハーツが苦にがり切った表情を向ける。

「ラキス、魔法の援えん護ごはどうしたんだ？」

「え？　ちゃんとハーツの剣けんに魔力を付ふ与よしてあげたじゃない。それ魔法の剣じゃないんだから、そうしなかったら今頃血ち糊のりで使い物にならないわよ。あ、大だい丈じよう夫ぶ。効果時間はあと三〇分は残っているし、ちゃんと時間は計はかっているから心配しないで」

「そうじゃなくて、他ほかに魔法で援護はしないのか？」

「え？　だって必要無いじゃない」

　そう言ってラキスが先頭にいるメルフィを指さす。

　そのメルフィは、ちょうど闇に向かってナイフを投げているところだった。

　身体からだ全身のバネを生かし、スナップを利きかせた見事なフォームから繰くり出されるナイフは、鋭するどく空気を切り裂さく音をさせて闇の中に消え、狙ねらい違たがわず命めい中ちゆうした事を示すように闇の中から不気味な悲鳴が聞こえてくる。

「大半はメルフィが接近する前に狙そ撃げきしちゃうし、コソコソ後ろから接近してきたやつはハーツとマイルズが迎げい撃げきするし。あたしにする事なんて何も無いわよ」

　そう苦く笑しようするラキスに、ハーツがため息を吐つく。

「そうかもしれんがな、そうあまりにも無む防ぼう備びな状態で歩きながら呑のん気きな事を呟かれると、多少なりとも苦労しているこっちとしては、無む性しようにむかっ腹が立ってくるぞ」

「いいじゃない。グレンなんて本当に何もしてないんだから」

「すみませんね、役立たずで」

　憮ぶ然ぜんとするグレンに、ハーツが大きく首を振ふる。

「グレンは言われたとおりに後方を警けい戒かいしているし、神経を逆さか撫なでしないだけラキスよりマシだ」

　そう言ってハーツが後ろを振り向き、接近してきた怪物を一刀のもとに切り伏ふせると、再びラキスに向き直る。

　……余よ裕ゆうである。

　視界的には暗くら闇やみから唐とう突とつに襲おそい掛かかる感のある敵を相手にし、誰一人として緊きん張ちようした表情を見せない。そんな仲間達の様子に、ラキスが感心して頷うなずく。

「今までこんな機会がなかったから判わからなかったけど、凄すごいねみんな。これであたしが魔ま法ほうを使ったら無敵じゃない」

「使えばな」

「むか！　いいじゃない必要無いんだから！　メルフィのナイフが切れて必要になるまで、あたしとしては出来るだけ無理はしたくないの！」

「まだまだいっぱい持ってますから、大だい丈じよう夫ぶです～」

　そう言ってメルフィが暗闇に向かってナイフを投げると、闇から悲鳴が上がった。

　その光景を見て、思わず沈ちん黙もくするラキスとハーツ。

　さっき岩と一いつ緒しよに怪かい物ぶつを貫つらぬいた光景を見たから、メルフィの実力がかなりのものだということは判る。だが、問題はメルフィがどこにそれだけのナイフを持っているのかである。

「ねえメルフィ……そのナイフは一体どこから……」

「乙女おとめの秘密です～」

　無む邪じや気きなメルフィの笑えみに、何だか聞いてはいけないような気がして、ラキスは追つい及きゆうを諦あきらめた。

「ま、いいや。それはそうと、気になる事がもう一つあるんだけど……」

　ラキスがそう言ってマイルズに視線を向けた。

　ちょうどマイルズは迫せまり来る怪物を迎げい撃げきしているところだった。

　強きよう烈れつな爪つめによる一いち撃げきを首を傾かしげるだけの紙一ひと重えでかわし、すかさず足払ばらい。怪物の体勢が崩くずれたところに、鋭するどい強烈な回し蹴げりを叩たたき込こんで闇の中へ吹ふき飛ばすと、闇の中から「グシャ」という嫌いやな音が聞こえてきた。
















「……ねえ、マイルズ。あたしマイルズが戦う姿を見るのは初めてなんだけど……何で剣けんを使わないの？」

　問うラキスに、マイルズが使ってもいない手をパンパンと叩きながら、

「それは、俺おれが武ぶ闘とう家かだからさ」

「……へ？」

「武闘家は剣を使わない。これは当然の事だね～」

　腕うでを組んでウンウンと頷うなずくマイルズに、ラキスが一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとする。

「……だって……最初の自じ己こ紹しよう介かいの時に剣士だって……」

「俺は一言もそんな事を言ってないね～」

「……じゃあ、何でそんな大剣を背負っているのよ！　だいたい服装だってそんな感じじゃない！」

「これはハッタリさ。街でチンピラにからまれた時なんか、適当にあしらって無言で剣に手をかけると、勝手に誤ご解かいして逃にげていってくれるから、結けつ構こう重ちよう宝ほうするんだよね～」

　その言葉に、ラキスが額ひたいを手で押おさえて思わずよろめく。

「でも不思議だね～。俺は一度も剣士だなんて言ったことがないのに、みんな剣士だと誤解するんだからね～」

「解わかったもういい……強いから問題ない……お願いだからこれ以上喋しやべらないで、頭に響ひびくから……」

　ラキスが少しふらつきながらマイルズから視線を逸そらし、頭を切り換かえる。

「でも、そろそろいい加か減げんドワーフ族と遭そう遇ぐうすると思っていたんだけどな……今までも全然明かりが見えないし……絶対勢力圏けん内でこの調子だと、最悪ドワーフ族が全ぜん滅めつしているって可能性もあるな……ちょっと見通しが甘あまかったかも……」

　ラキスが小さく呟つぶやき、少し疲つかれた様子でため息を吐つく。

「……このままだと、あたしが先に参まいっちゃうな……まだ先が見えないし、みんなまだ余よ裕ゆうがあるみたいだし、もう少し魔ま力りよくを温おん存ぞんさせてもらおうかな……」

　そのラキスの小さな呟きを、すぐ後ろにいるグレンが耳にして表情を曇くもらせる。

「そんなに消しよう耗もうしているんですか？」

「うん、正直言うとね。いつもならこれくらいの光は三日間ぶっ通しで使っても平気なんだけど、『瞬またたく扉とびら』を使った直後だから……。よほどの危き機きじゃないと、魔法の援えん護ごは使えない状態。ハーツの剣にも魔法を使わないといけないし……敵を撃げき退たいしながらだから、歩みが予定より遅おそいし……」

　心配そうなグレンに笑えみを向けて、ラキスがしばし考える。

「……うん、決めた。みんな大変になるとは思うけど、今後の事を考えて魔法の光を一つにするからね。それと、あたしに余裕がないから、このまま休きゆう憩けい無しで進むからね。今まで以上に注意してね」

　ラキスはそうみんなに告つげると、さすがに今度はみんなが頷うなずくのを確かく認にんして、「じゃ、消すよ」と宣せん言げんして魔法の光を一つに減らした。

　一気に半分以下に視界が狭せばまり、その分闇やみが押し寄せる。それと同時に、怪かい物ぶつ達たちの歓かん喜きするような雄お叫たけびが響ひびき渡わたった。

　光が一つに減ってしばらくして、最初の変化がメルフィの行動に起こった。ナイフを投げるのを諦あきらめて短剣を両手に持ち、接近戦を始めたのである。

　その直後からハーツとマイルズは、中心にいるラキスに背を向けて襲おそい来る敵の撃退に忙いそがしくなる。

「みんな大だい丈じよう夫ぶ？　無理だったら言ってね、光を二つに戻もどすから」

　少し心配そうに尋たずねるラキスに、

「まだ大丈夫です～」

「忙しくはなるが、対たい処しよしきれないほどじゃない。心配するな」

「でも、光が減って敵が強くなった気がするね～」

　そう返事をするメルフィ、ハーツ、マイルズの三人。その声から緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きは伝わってこないが、ラキスに振ふり返る余よ裕ゆうはなくなったようだ。

「参ったな……この状じよう況きようだと睡すい眠みんをとって魔ま力りよくを回かい復ふくできないし、このままだとあたしの魔力とみんなの体力のどちらが先に尽つきるかだな……せめて入り口の狭せまい洞どう窟くつでもあったら交代で休憩がとれるんだけど、視界が狭すぎて見付からなかったし……まさか地底世界がこんな最悪の状況だなんて想像もしてなかったから、ろくな準備もしてないし……」

「一応、カンテラと一〇時間分の油は持って来ていますよ」

　表情を険けわしくして後こう悔かい気ぎ味みに呟つぶやくラキスに、グレンが自分の持つ荷物を指さす。

「……うん。でも、それは最後の手段。今光を減らしてみてハッキリと判わかったんだけど、この敵魔法の光に弱いみたいだからね……一つに減って強くなっているみたいだし。たぶんカンテラだと、視界が狭くなる上に敵が更さらに強くなると思う。これだけの数に周りを囲まれているんだから、その状態はハーツ達でも厳きびしすぎると思う。最終的には使うことになるかも知れないけど……」

　そうなった時はもう駄だ目めだと思う。

　ラキスはその考えを口に出さずに飲み込み、それ以降沈ちん黙もくする。だが、口に出さなかっただけで、ラキスのその思いはみんなに伝わっていた。誰だれもそれ以降は言葉を発せず、ただ黙もく々もくと敵を切り伏ふせ、少しでも早く歩みを進めようとする。

　だが、接近戦になったため、進行速度はこれまでと比して確実に遅おそくなっていた。

　ただ黙々と先を急ぐ一行に、次し第だいに焦あせりの色が浮うかび始める。

　ラキスが、目に見えて疲ひ労ろうしてきたのが解わかるようになってきたからだ。

「……グレン……何時間経たった……？」

　視線を下に落とし気け怠だるそうに歩くラキスが、弱々しく呟くように尋たずねる。

「あれから六時間ですよ」

「……そう……じゃ、そろそろまた、ハーツの剣けんに魔法をかけ直さないと……」

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　心配そうに尋ねるハーツに、ラキスが小さく笑えみを漏もらす。

「大丈夫じゃなくても使わないと……あたしは最悪でも気絶するだけで死にはしないんだから……それより、ハーツが戦力外になる方が痛いた手でだからね……」

　そう答えて呪じゆ文もんを唱え、ハーツの剣に魔力を付ふ与よする。そして気を抜ぬいて息を吐はいたラキスの身体からだが、左右にフラフラと揺ゆれる。

「ラキスさん！」

　慌あわてて身体を支えるグレンに、ラキスが小さく笑みを見せる。

「……ちょっと目め眩まいがしただけ……もうちょっと頑がん張ばれる……」

　それが強がりだという事は、誰の目にも明らかだった。剣に付与した魔力の効果時間は三時間。それが切れれば、もうラキスに魔法をかけ直す余力は残っていない。

　いや、魔法の光をあと三時間も維い持じできるかどうかすら怪あやしい。

「ありがとうグレン、もう大丈夫。一人で歩けるから、もう手を放していいよ」

　しかしラキスは疲労を隠かくそうと笑みを浮うかべ、グレンの手を振ふり解ほどいて一人で歩き始めた。

　ハーツ、マイルズ、メルフィの三人も、二〇時間近く戦い続けてかなり疲労している。進行速度を速めようという焦りが、更さらに疲労を蓄ちく積せきさせている。しかしその焦りほどには、速まらない。

「……グレン、そろそろカンテラの用意をして。もうちょっとは保もつけど、念のためね」

　やがてラキスがグレンに振り向いてそう告げたとき、唐とう突とつにメルフィが戸と惑まどいの声を上げ、その直後、周囲から無数の化け物達の悲鳴が上がった。

　雄お叫たけび。絶ぜつ叫きよう。激しく戦うような音。

　暗くら闇やみから聞こえてくる騒そう然ぜんとした音に、ラキスは何が何だか訳が解わからず、ただ呆ぼう然ぜんとして戸惑う。

「何だか、別の気配がたくさんいて、『トカモグ』さん達と戦っているみたいです～！」

　そのメルフィの言葉に、しかし単純に喜ぶ事は出来ない。敵の敵が味方だとは限らないのである。

　みんなラキスを中心に、一ひと塊かたまりになって闇の異変に警けい戒かいする。

　やがて、争いの音は次し第だいに少なくなっていき、闇の中に不ぶ気き味みな静せい寂じやくが訪おとずれた。

「……囲まれたな……」

　闇の中の気け配はいを察さつ知ちし、ハーツが呟つぶやく。

　不安と緊きん張ちように包まれて、状じよう況きようの変化を待つ。

　やがて闇の中から光の中に、一つのシルエットが浮うかび上がる。

　光の届くギリギリの所に立ち止まったため姿はよくは見えないが、大きさはせいぜいラキスの胸の辺りくらいだろう。二本足で立ち、ずんぐりした体型で、手には槍やりのような物を持っているように見える。

「我らはドワーフ軍首都防ぼう衛えい隊たいである。人間よ、何な故ぜに地底世界に来た？　正体と目的を明かされよ」

　やがてシルエットからそんな声が聞こえ、ラキス達全員が思わず安あん堵どの息を吐はく。

「良かった……てっきり全ぜん滅めつしたと諦あきらめてた……」

　ラキスが小さく呟き、相手の姿を確かく認にんしようと魔ま法ほうの光を移動させる。

「魔法使い……！」

　光によって照らし出された、槍を構かまえるドワーフ達。その間に小さな動どう揺ようらしきものが広がる。しかしラキスはそんな様子を気にも止めず、キョロキョロと辺りを見み渡わたした。

「……それで『トカモグ』達は？　みんなやっつけちゃったの？」

「ドワーフの人達が来たら、逃にげて行ったです～」

　メルフィの言葉に、助かったと解って余よ裕ゆうが出来たラキスが、少しガッカリした表情を浮かべる。

「残念。もう少しハッキリと姿が見たかったんだけどな……」

「ちなみに、あれは『モグトカ』ですよ」

　訂てい正せいするグレンの小さな声をラキスは聞き逃のがさず、グレンに視線を向ける。

「何言っているのよ。第一発見者はあたしなんだから、あたしに命名権があるの。あれは『トカモグ』よ」

「ラキスさんは最初に悲鳴を上げて腰こしを抜ぬかしていたじゃないですか。あの状態で見たなんて言えませんよ。あれは『モグトカ』です。これは譲ゆずれません」

　言い張るグレンにラキスもムキになる。

「ちゃんと見ていようがいまいが、発見したのはあたし！　だいたい『モグトカ』なんて安あん直ちよくなネーミングを……むきゅぅ……」

　言い争いを始めたラキスを、ハーツが思いっ切り蹴けり飛ばす。

「どっちでも同じだ。いいからさっさと話を先に進めろ。ドワーフ達が困っているだろうが」

「イテテ……何であたしだけ蹴るのよ……覚えてろ、いつか本名をバラしてやる……」

「……何か言ったか？」

「いいえ！　話を先に進めます！」

　剣けんに手をかけるハーツに、ラキスが慌あわててドワーフ達に向き直った。そこで初めてラキスは自分にドワーフ達の視線が集中している事に気付き、思わず戸と惑まどう。

「な、何……？」

「その服装は……その方が魔法使いだな？　あれだけの『ゲラ』の大軍を、たったこれだけの人数で突とつ破ぱして来られたのであれば……もしかして……」

　そのドワーフの物言いに、ラキスは不ふ吉きつなものを感じて表情を曇くもらせる。

「その『ゲラ』って……まさか……？」

「その方らが、ここに来るまでに戦ってきた生き物の事だ」

　ドワーフの答えに、グレンとラキスがガックリと俯うつむく。

「トカゲとモグラで『ゲラ』……」

「先に、こんな安直な名前を名付けられてたんだ……」

「違ちがうだろう」

　ハーツに突つっ込まれ、ラキスが苦く笑しようしながら視線を彷徨さまよわせる。

「えっと、あたしはプロペティア帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だん朱す雀ざくの塔とう所属の特別宮廷魔術師ラキス・フレーバー。ここに来た目的は、ドワーフ王グラードと会見するため。これでいい？」

　そのラキスの言葉に、ドワーフ達から歓かん声せいが上がる。

「やはり宮廷魔術師殿どのだ！」

「つまり帝国が動いたということだ！」

「今、援えん軍ぐんはどこにいて、到とう着ちやくまでどれだけ時間がかかるのだ？」

　口々にそう騒さわぐドワーフ達。

　思いもよらない歓かん喜きの声に、ラキスが小さく首を傾かしげる。

「……ねえ、援軍て何のこと？」

　ラキスのその言葉に、その場が一転して静まり返った。
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　忘れることの許されない願いがある。

　果たさねばならない誓ちかいがある。

　先さき見みの力があったが故ゆえに絶望的な運うん命めいを知り、なお果か敢かんに戦いを挑いどみ続けた一人の少女。

『私が死すべき定めのその日まで、どうか私の命をお守りくださいませ、未来のドワーフ王』

　旅の道を行く彼の前にいきなり跪ひざまずき、そう頭を下げて微笑ほほえんだその少女と出会ったのはいつの日の事であったか。

『世界を戦乱に陥おとしいれる魔女を、何な故ぜ護まもる！』

　その少女を護って、彼女の命を付け狙ねらう後の建国皇帝ピエールと戦ったのは、いつの日の事であったか。

　神に見捨てられた地上の民たみが絶ぜつ望ぼうと野や望ぼうに混こん沌とんとし、不ふ信しんと疑ぎ心しん暗あん鬼きに満ち溢あふれて隣りん人じんを憎にくしみ戦い続けていた暗黒の時代に、『人心を惑まどわす魔女』と呼ばれながらも光を取り戻もどすために戦い続けた少女がいた。

　未来が闇やみに飲み込まれる事実を自みずから予よ知ちしながら……。

　絶望という言葉の意味を、誰だれよりもよく承知しておりながら……。

　道の途と切ぎれた未来に敢かん然ぜんと立ち向かい、一六年という、千年の時を生きる彼からすれば一いつ瞬しゆんにも似た生しよう涯がいを、閃せん光こうのように駆かけ抜ぬけた少女ルティア。

『希望への扉とびらが開かれた……』

　涙なみだを流すピエールの腕うでの中でそう呟つぶやき、永えい遠えんの眠ねむりについたその安らかな笑え顔がおは、今でも忘れることが出来ない。

　その少女の願いを叶かなえるために、彼はここに戻ってきた。

　世界の滅めつ亡ぼうを知りながらも、一時も笑顔を絶やすことがなかった彼女への誓ちかいを果たすために、彼は戦い続けてきたのである。

　彼の名はグラード。ドワーフ王と呼ばれる存在である。

　魔ま女じよと呼ばれ、後に聖女と呼ばれた少女ルティアの願いを叶えるために、彼が築き上げた地底王国は地底世界の統一をほぼ手中に収めつつあった。

　魔法の太陽の力はドワーフ族に味方し、敵対する闇の眷けん属ぞくの力を押おさえ、常に勝利をもたらしてきたのである。

　しかし今、グラードの率ひきいる地底王国は存そん亡ぼうの危機に直面していた。

　情勢が一気に不ふ利りに傾かたむいたのは、一〇か月ほど前の出来事からである。

　敵対する闇やみの眷属を率いるのは、ドワーフ族と千年に亘わたる抗こう争そうを続けてきた知ち恵えある龍りゆう……ドワーフ族の守る『プロミネンスの炎ほのお』を狙ねらい神に成らんと欲ほつする蛇じや龍りゆうドルウェルである。

　圧あつ倒とう的てきな力と邪じや悪あくな性格、陰いん険けんな知恵を併あわせ持つドルウェルの前に苦戦していたドワーフ族だが、グラードが地底世界に魔法の太陽を造つくった事により形勢が逆転し、その時までにドルウェルの勢力をあと一歩の所まで追い詰つめていた。

　追い詰められた蛇龍ドルウェルは、最後の反はん攻こうを試こころみる。配下である全闇の眷属を従えて最後の反攻に出たのである。

　今までコソコソと逃にげ隠かくれしていたドルウェルの最後の反攻を、当然グラードは軍勢を率いて迎むかえ撃うった。姑こ息そくなドルウェルが何を考えているか知れないが、これを長年の戦いに終しゆう止し符ふを打つ好機と捉とらえたのだ。

　そして実際に戦局は、当初グラードの思おも惑わく通りに進んだ。

　いつもと同様、最前線でポール・アックスを振ふるうグラードを止めることのできる者は存在せず、グラード率いる精せい鋭えい部隊は、必死に抵てい抗こうするドルウェルにあと一歩の所まで迫せまったのである。

　その時、異変が起こった。

　ドワーフ軍の後押しをするように輝かがやいていた魔法の太陽が、突とつ如じよとして墜つい落らくし、消しよう滅めつしたのだ。

　闇に生きる眷属は、光が消えた事でその勢いを増し、光に馴なれた味方は戸と惑まどいを隠せず、しかしドワーフ軍の勇者達は奮ふん戦せんした。一気に押し寄せる敵軍勢に一歩も引かず、戦局は混乱状態に陥おちいったのである。

　そこに、魔法の太陽による枷かせを解とかれたドルウェルの、敵味方を巻き込んだ強大な力が放たれた。

　形勢は一気に傾き、グラードは敵に背を見せ逃げるという、七〇〇年以上の生しよう涯がいで初めての屈くつ辱じよくを味わったのである。

　この戦いにおけるドワーフ軍の被ひ害がいは甚じん大だいであった。

　敵に背を向けるより死を選ぶというドワーフ族の美び学がくがその被害を拡かく大だいさせた。勇ゆう者しやであるほど、強つわ者ものであるほど戦場で散ちった者は多かった。父に勝まさるとも劣おとらぬ勇者と称しようされたグラードの息子むすこもやはり、しんがりを引き受け敵に突とつ撃げきし、帰らぬ者となった。

　グラードとて、本来ならそこで屍しかばねをさらしていたはずである。

　だがグラードには、叶かなえねばならぬ願いがある。

　屈辱にまみれようとも果たさなければならぬ誓ちかいがある。

　屈辱に震ふるえる手で愛用のポール・アックスを握にぎり締しめ、グラードは反撃の機会を待った。大だい打だ撃げきを受けて減少した今の戦力では、勢いに任せて攻せめてきた敵の油断をつき、ドルウェルを討うち滅ほろぼして一気に決着を付けるしか手がないと考えたのだ。

　しかし、蛇じや龍りゆうドルウェルは狡こう猾かつである。

　優勢になっても余勢を駆かって一いつ気き呵か成せいに攻め立てることはせず、決して正面からぶつかる事はせず、相手の手足を縛しばり、真ま綿わたで首を絞しめるが如ごとくジワジワと攻めてくる。戦場では勇ゆう猛もう果か敢かんなドワーフ族の勇者達は蛇龍の姑こ息そくな罠わなに引っ掛かかり、次々と命を落として行った。

　広大であった地底王国の領土も、各主要都市間の連れん絡らくを分断され、今ではどれだけ残っているのかも判わからない状じよう況きようである。

　圧あつ倒とう的てき不ふ利りを悟さとったグラードは、半年ほど前に、古き同どう盟めい者しやたる帝てい国こくに援えん軍ぐんを要よう請せいする使者を出した。しかし帝国との連絡手段であった『瞬またたく扉とびら』は既すでに敵によって破は壊かいされており、残る手段は歩いて敵の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱするしかない。無論、使者には名だたる勇者が選ばれたが、無事に包囲を突破しても帝国に辿たどり着くまで凡およそ半年。それから更さらに、援軍が辿り着くまで凡そ半年。しかもピエールが皇帝であったかつてと違ちがい、帝国が援軍を送ってくれる保証はない。状況は絶望的に思えた。

　しかし、ドワーフ族は最後の一いつ瞬しゆんまで諦あきらめることを知らない。そして、頑がん固こさと忍にん耐たい強さにかけてドワーフ族の右に出る種族は存在しない。グラードは武ぶ装そうを解かぬまま彫ちよう像ぞうのように身動き一つせず静かに玉ぎよく座ざに座して、永遠に来ないかも知れない反撃の時を信じて待ち続けていた。

　グラードのもとにその報告がもたらされたのは、ちょうどそんな時であった。

　慌あわてた足取りでやってきた家臣に、グラードは数か月ぶりに口を開く。

「ドルウェルが攻めてきたか？」

　ドワーフが慌てるなど、滅めつ多たにない事である。尋たずねるグラードに、家臣は少し落ち着きを取り戻もどして答える。

「ただいま帝国より宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し殿どのが王宮に到とう着ちやくいたしました」

「援軍が到着したのか！」

　思わず立ち上がるグラードに、その家臣は首を振ふる。

「いえ、どうやらそうではないらしく……」

「え～い、まどろっこしい！　ともかくその宮廷魔術師殿をワシの元に連れてこい！　ともかく歓かん迎げいをせねばならん。……そうだな、食事の用意をしておけ」

　そう言ってグラードは、家臣にニヤリと笑えみを向けた。




　　　　３




「そうか、ラキス殿達は別命でこの地底世界に来たのか。帝国にはワシ等らからの援えん軍ぐん要よう請せいは届いておらず、よって援軍も来ない。ラキス殿にはそれを帝都に知らせる手段もないと……」

　そう頷うなずくグラードのガッチリとした肉体には百ひやく戦せん錬れん磨まを物語る傷が無数にあり、高こう齢れいであることを物語るしわの深い顔にも、上まぶたから頰ほおにかけて傷きず跡あとが走っている。その下にも傷があるかどうかは、蓄たくわえた白いヒゲで判わからない。

　戦時中であることを物語るように七色の光を放つ不思議な鎧よろいを身にまとったグラードは、援軍はないというラキスの言葉にもさしたる落らく胆たんの色を見せず、ラキスの胴どうほどの大きさのある大ジョッキをグイッと傾かたむけ、ヒゲに付いた酒を腕うでで拭ぬぐい取とり、少し呆ぼう然ぜんとしてその光景を見つめているラキスに笑みを向けた。

「どうしたラキス殿。食が進まぬようだな？　なに、遠えん慮りよは要いらぬぞ」

「は、はあ……」

　グラードにそう勧すすめられ、ラキスは戸と惑まどいを隠かくせぬ様子でテーブルに並べられたものを見た。

　王の間にわざわざ設置された、白いテーブルクロスをかけられた長テーブル。

　王であるグラードを頭に、右側にラキス、メルフィ。左側にハーツ、グレン、マイルズと座すわり、エイブルはラキスとメルフィの間のテーブルの上に行ぎよう儀ぎ良く座っている。

　その白いテーブルの上に、黄金色を放つ豪ごう華かなグラスと食器。そして銀色の輝かがやきを放つナイフとフォークが並べられている。

　グラスになみなみと注がれた酒はドワーフ族の有名な地酒で、一口飲んだだけで火を吐はくほど強きよう烈れつなものであるが、それはまあ良い。問題は食べ物の方である。

　黄金色を放つ様々な形の食器の上に、品良く置かれた色とりどりの岩。

　蛇じや紋もん岩がん、緑色片へん岩がん、黒色片岩、頁けつ岩がん、その他様々な岩、岩、岩。

　何度目を擦こすって見ても、岩。

　ソースがかけられた物もあるが、それでもやはり岩である。

「心ばかりの歓かん迎げいのしるしだ。質の良い物は揃そろえられなかったが、戦時下である故ゆえ勘かん弁べんしてくれ。その代わりと言っては何だが、量だけは揃えた。ドンドンやってくれ」

　そう言ってグラードが岩を一つ手て摑づかみでとると、ガリガリと豪ごう快かいに食べる。

　食文化の違ちがいと言ってしまえばそれまでだが……。

　呆然としてグラードを見るラキスに、給きゆう仕じをしているドワーフ達がスススと近づく。

「ドワーフ王のお勧めですぞ。さ、どうぞ遠慮無く」

「戦時下で飢うえに苦しむ民たみも多くいること。せめて一口は手を付けられませぬと、罰ばちが当たりますぞ」

　そうラキスの耳元で囁ささやき、スススと離はなれていく。

　一ひと筋すじの汗あせを流して再び岩に視線を向けるラキスに、仲間達の「どうするんだ？」と問う視線と、何な故ぜか王の間いっぱいに詰つめかけたドワーフ達の視線が突つき刺ささる。

「えっと……それじゃ少しだけ……」

　奇き妙みような圧力に勧められてラキスがナイフとフォークを手に取り、しばし硬こう直ちよく。やがて意を決し、ソロソロと岩に向かってナイフを伸のばす。

　ゴクッと、固かた唾ずを呑のむ音。

　カチンと、ナイフの先に感じる堅かたい感かん触しよく。

「無茶言うな～！　食えるかこんな物～！」

　ラキスが叫さけんでナイフとフォークを頭上に投げた瞬しゆん間かん、詰めかけたドワーフ達から大だい爆ばく笑しようが沸わき起おこった。

「いやー、笑った笑った。こんなに笑ったのは半年ぶりの事だ」

「グラード王。このような楽しき席に呼んでいただき、感謝しますぞ」

「では宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し殿どの、ごゆるりとご滞たい在ざいください」

「実に楽しい一時であった」

　そう口々にいいながら、詰めかけたドワーフ達が王の間からゾロゾロと退場して行く。

　その様子を見て、ラキスが切れた。

「あたしは見せ物か！　何でこんな嫌いやがらせをするのよ！」

　怒ど鳴なるラキスに、グラードが剛ごう胆たんに笑う。

「許ゆるされよラキス殿。常に緊きん張ちようを強しいられる兵達の慰い問もんを兼かねた悪戯いたずらだ。人間にも食べられる食事を用意いたす故ゆえ、勘かん弁べんされよ」

「まったく……こっちはヘトヘトに疲つかれているっていうのに、ろくな睡すい眠みんもとれないままこんな嫌がらせするなんて……」

　頰ほおを膨ふくらませるラキスだが、テーブルの上に並べられた普ふ通つうの食べ物を見てすぐに機き嫌げんが直る。ここに来るまでろくに食べる時間が無かったため、ペコペコにお腹を空すかしていたのだ。それは他のみんなも同様で、みんなが一いつ斉せいに食べ物にかぶりついた。

「味の方はまあまあかな……。あ、飲み物は水とか無いの？　あたしは魔法使いで思し考こう回かい路ろが鈍にぶったらただのお荷物だから、基本的にお酒は飲まないの。あ、ありがとうね」

「僕も水をお願いしますよ」

「いや～、ドワーフの地じ酒ざけも美お味いしいね～。みんなもちょっとは飲んだ方が良いね～」

「……良く飲めるわね、そんな原液。倒たおれても知らないからね」

　そんな会話をしながら一いつ心しん不ふ乱らんに食べる一向に、グラードが笑えみを浮うかべて頷うなずく。

「良く味わってくれ。それが王国に残った最後の食料だからな」

　その言葉に、皆みなの動きがピタリと止まる。

「……もう無いの？　全然？」

「ワシらドワーフ族は岩を食う。だから食料の問題はないが、お主ら人間はそうはいくまい。半年前までは来訪者用のために一応育てておった植物も、この半年で全ぜん滅めつだ。ワシらはそれほどまでに追い詰つめられている」

　そのグラードの言葉に、ラキスが慌あわててグレンに視線を向ける。

「グレン。食料どれだけ持って来た？」

「一応多めに持って来てますけど……保存食を十とお日か分ですよ」

　そのグレンの答えに、ラキスが慌ててグラードに視線を戻もどす。

「グラード王。地底世界であたし達の食料を調達できないんですか？　それと、歩いて地上に出るまでの正確な日数を教えてください」

「地上に出るまでの最短記録は、ワシが若き頃ころに打ち立てた一六五日が最速だ」

「早くて五か月と半分……地上から持ってくるのは無理だ……」

「食べ物の方は、かつて地底世界を訪おとずれたピエールはゲラを捕とらえて食っておった。ワシらはあんな下げ手て物ものを食べたりはせんから、味の方は保証せんぞ。ピエールも顔をしかめておったしな」

「……背に腹は代えられないけど、あんな不ぶ気き味みな生き物、本当に食べられるの？　半年もそれだと栄えい養ようが偏かたよっちゃうし……」

　そう呟つぶやくラキスにグラードが首を傾かしげる。

「ラキス殿どのはどうやって地底世界に来たのだ？　話を聞いていると、どうやら歩いて来たわけではないようだが？」

「えっと、あたし達は『瞬またたく扉とびら』を使って……」

「何と、まだあれは使えたのか！　そうであるならば……」

　思わず身を乗り出すグラードに、ラキスが苦く笑しようしながらパタパタと手を振ふる。

「それはもう無理。もともと壊こわれていたんだけど、もう完全に壊れちゃったから。と言うか、曲がりなりにもちゃんと作動して、あたし達がここに辿たどり着けたのも奇き跡せきだから」

　そのラキスの答えに、グラードはあまり落らく胆たんした様子を見せずに頷うなずく。

「ではラキス殿、もう一度確かく認にんするが、確かに帝てい国こくにはワシの出した使者は到とう着ちやくしておらぬのだな？」

「……あたしは帝国の国政に深くかかわっているわけじゃないから絶対にとは断だん言げんできないけど、陛へい下かや五ご大たい老ろうと会った時はそんな感じを受けなかったし……。誰だれか、噂うわさでもいいから聞いた？」

　尋たずねるラキスに、仲間達が首を振る。

「内務省ではそんな話聞かなかったね～」

「外務省でも同じですよ」

「ゲイツ局長も、そんな話はしてくれなかったです～」

「軍部も、まるで動きはなかったな」

「……と言うことは、やっぱり来てないわよ使者。帝国は今どことも戦争してない珍めずらしい状じよう況きようだから、地底王国から援えん軍ぐんの要よう請せいがあったら断る事は考えにくいし」

「……そうか」

　いくら何でも、もう帝国に使者が到着してなければならない頃ころだ。それなのにまだ到着していないと言うことは……。

　グラードは目を瞑つむり、心の中で使者となることを志願した勇者達の冥めい福ふくを祈いのった。

　そんなグラードに、今度はラキスが疑問を尋ねる。

「どうして魔ま法ほうの太陽が消しよう滅めつしちゃったの？　朱す雀ざくの塔とうで読んできた資料だと、耐たい用よう年数は千年以上だったハズなんだけど？」

「何な故ぜ魔法の太陽が落ちたのか、それはワシ等らにもさっぱり解わからぬ。蛇じや龍りゆうドルウェルが何か陰いん謀ぼうを働いたのでは……とも考えたが、あの時ヤツにその様な余よ裕ゆうはなかったはずだ。第一その様な事が簡単に出来れば、あのような破れかぶれの決戦を挑いどむ蛇龍ではない」

　グラードの答えにラキスが「なるほど」と頷く。

「一〇か月前か……詳くわしく調べてみない事には何とも言えないけど、突とつ然ぜんだったんでしょ？　変だな……光が弱くなったり点てん滅めつしたり、耐用年数が尽つきたんだったら何か兆ちよう候こうがあるハズなんだけどな……？」

　そう呟つぶやいて一人考え込むラキス。

　一方仲間達は考える素そ振ぶりも見せずに食事を進めている。魔法はラキスの専門分野であるし、解らない事を考えていても仕方がないと考えている様子である。

「一〇か月前か。ちょうど俺おれ達たちが神しん剣けんを捜さがしていた頃だな……」

「懐なつかしいです～」

「ラキスちゃんに振り回されていた頃だね～」

「それは今もあまり変わりませんよ。一〇か月前と言うと、ちょうどシャルル湖に浮うかんだ浮ふ遊ゆう岩がんが落ちた頃ですよね」

「そうだったな。世界中の浮遊岩が落ちて大混乱になったんだったな」

　みんなが無責任にも考える事を放ほう棄きして食事を進めながら思い出話に花が咲さこうとした時、唐とう突とつにラキスが「あ～！」と大声を上げた。

　そのあまりの唐突さに、みんなが驚おどろいて飲み物をこぼす。

「何だ？　驚かせるなよラキス！」

「解った！　原因はそれよ！」

「……それって、どれだ？」

「だから浮遊岩！　アーサラスが落ちたこと！　魔ま法ほうの太陽って、核かくに浮遊岩を使ってたのよ！　結けつ構こう大きな物だし、それを魔法で浮うかせるのはかなり大変だから、地上に浮遊する岩を地底世界に持って来て利用したって資料に書いてあったもの！　ほら、グレンもあの時言っていたけど、アーサラスにあった動どう力りよく源げんが壊こわれたんで世界中の浮遊岩が落ちちゃったでしょう？　魔法の太陽の核に使っていた浮遊岩もそれと同じ動力源で浮いていたから、アーサラスと同じ時に落ちちゃったのよ！」

『なるほど』

　ラキスの説明に、仲間達が同時に頷うなずく。

　……メルフィだけ、ワンテンポ頷くのが遅おくれたが。

「それで、原因が判わかれば魔法の太陽を修しゆう復ふくできるのか？」

　問うグラードに、ラキスが苦く笑しようしながら首を振る。

「もう浮遊岩を使えないから、少なくとも昔のやり方では無理ね。あたしは魔道具精製の専門家じゃないし、ちょこっと資料を見てきただけだから……詳くわしく調べてみない事には断言は出来ないけど、よほど条件が揃そろっていても難むずかしいと思う。ま、結論はいろいろ調査した後だけどね」

　ラキスが苦く笑しようを漏もらしながら深くため息を吐つく。

「何はともあれ少し休んでからね。あたしもう魔力が限界だし、お腹が脹ふくれたから眠ねむくてあまり頭が動かないし。あたし達がこんな時期に来たのも何かの縁えんだから、盟めい友ゆうの一員として出来るだけ協力はしたいと思うけど、取とり敢あえず寝ねかせて」

　ラキスが苦笑しながらそう言ったとき、都市中に響ひびき渡わたるような聞き慣れない大きな音が轟とどろいた。

「……来たか」

　事態が良く飲み込めずに戸と惑まどうラキス達を後しり目めに、グラードがそう呟つぶやいて得物であるポール・アックスを手に取り、不敵な笑えみを浮かべて立ち上がった。

「この変な音は何？　何が来たの？」

　そのラキスの問いに対する答えが、王の間に飛び込んでくる。

「敵の大軍が北門方向より攻せめ寄せて参ります！　その数凡およそ五万！」

「ドルウェルはおるか？」

「蛇じや龍りゆうの姿を確かく認にんしたと報告が！」

「そうか……いよいよ来たか！」

　グラードが蛇龍襲しゆう来らいの報告に笑みを深め、戦神のような表情に変わる。

「ラキス殿どの、到とう着ちやく早々ワシ等らは正しよう念ねん場ばを迎むかえそうだ。ラキス殿は客人故ゆえ、宮きゆう殿でんにて休息をとられるのも良かろう。もし戦いくさに参加するなら、護ご衛えいの者をつけよう。好きになさると良い」

　そのグラードの言葉に、ラキスは間かん髪はつ入れずに決断する。

「敵の力を知らないと今後の対策が立てにくいし、せっかく蛇龍を見られるチャンスなんだから、大人しく寝てるわけに行かないわよ。ま、みんなも疲つかれているから無理したくないし、邪じや魔まにならないように後ろの方で見物させてもらうね」




　　　　４




　街に点てん在ざいしていた街がい灯とうや城じよう壁へきに備そなえ付けられた光こう源げんが輝かがやきを増し、暗くら闇やみを煌こう々こうと照らしている。

　けたたましく都市全体に警けい報ほうが鳴り響ひびき、怒ど声せいや悲鳴や歓かん声せいなど、様々な種類の声が暗闇に閉ざされた空に響き渡る。

　押おし寄せる敵の数は凡そ五万。迎むかえ撃うつドワーフ族軍の総兵数は六千。北門をめぐる攻こう防ぼうは一層激しさを増し、熾し烈れつを極きわめていた。

　ドワーフは一人一人が勇ゆう猛もうで強きよう兵へいであり、対する敵は光の影えい響きようか一対一ならそれほど手こずる相手ではない。しかし圧あつ倒とう的てきな数の差を前にしては、城を頼たよりに何とか防いでいるというのが正直なところである。

　そんな前線の戦せん況きよう報告を、ラキスは南門の前でグラード王と共に聞いていた。

　ドワーフ族のほとんどは北門で奮ふん戦せんしており、ラキス達を除けば、グラードの周りにいるのは十数人の少数精せい鋭えいである。

「……いいの？　北門で指揮しないで。結構苦戦しているみたいだけど？」

　報告を聞き終えて南門を睨にらみ付けるグラードにラキスがそう尋たずねると、グラードは小さく笑えみを浮うかべて頷うなずく。

「ゲラ共は、いくら数がおっても所しよ詮せんは烏う合ごうの衆しゆうにしかすぎん。真に警けい戒かいすべきは蛇じや龍りゆうドルウェルただ一匹ぴき。ワシ等らは蛇じや龍りゆうの襲しゆう撃げきに備えればよい」

「でも、蛇龍の襲撃に備えるにしては兵力が少なすぎるんじゃないの？　それに、どこから襲おそってきても対応しやすいように、出来るだけ街の中央付近で待機する方が良いと思うんだけど……敢あえて南門で待ち構かまえるのは、何か根こん拠きよがあるの？」

　グラードの答えに、ラキスは疑問を浮かべて首を傾かしげた。

　敵は現在、五万の戦力をすべて北門に集中させて攻こう撃げきさせているが、これは明らかに別の意い図とを持った陽動と考えられる。普ふ通つうはこれだけ数に差があれば、守り手の戦力を分散させるために包ほう囲いするのが当たり前だからだ。

　あまりにも見え見えの手ではあるが、しかし守備側は寄せ手が一方に戦力を集中すればどうしても対応せねばならぬため、有効な手段ではある。特に蛇龍ドルウェルほどの力があれば、たった一体で手て薄うすになった城門を突とつ破ぱして来かねない。だからグラード王や少数の精せい鋭えい部ぶ隊たいがそれに対応するために待機するのはラキスにも解わかる。ラキスが疑問に思うのは、その数があまりにも少ないことと、敢えて南門で待ち構えている根拠である。

　そのラキスの疑問に、グラードは南門を睨み付けて答える。

「根拠は、勘かんだ」

「……その勘の根拠は？」

「王都の城じよう壁へきには、かつての宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんが施ほどこした強力な防ぼう御ぎよ魔力が付ふ与よされておる。たとえドルウェルといえどもそれを外から破は壊かいするのは難むずかしい。それ故ゆえに、ヤツの狙ねらいは王都に潜せん入にゆうしての破壊工作だ。城壁の防護魔力も、中からの破壊には機能せん様に造つくられておるからな。城壁が崩くずれれば、いくら勇ゆう敢かんな戦士達といえども、この数の差には苦戦は必ひつ定じよう。ドルウェルを一歩たりとも市内に入らせるわけにはいかん。だが、ワシ等は各地で戦力を分断されていて王都の守りは数が少ない。中央に陣じんを配していたのでは間に合わんのだ。どこか一か所に賭かけるしかない。そして、ワシの勘は南門だと告げておる」

　身動き一つせずに突つっ立って南門を睨にらみ付けるグラードの姿に、ラキスは小さくため息を吐ついて、少し離はなれた所で待っている仲間達のもとに戻もどった。

　南門のすぐ近くにある門兵の詰つめ所。せいぜい一〇人が入れば一いつ杯ぱいになる程度の所に、みんなが疲つかれた身体からだを休めている。その中に入ってきたラキスに、全員の視線が集中する。

「戦せん況きようはどうだった？」

　尋たずねるハーツにラキスは苦く笑しようする。

「厳きびしいね。ほぼ一〇倍の敵に攻せめられていて、更さらに蛇龍ドルウェルの動向がつかめない。城が落ちる条件は揃そろっているけど、救いは街の光のおかげで敵が力を発揮できないことと、ドワーフ族の種族的な強さ。今のところはいい勝負になっているみたい。だけど、問題は蛇龍ドルウェルがどう出てくるかね」

　ラキスの言葉に、全員が神しん妙みような顔で頷うなずく。

　ラキス達の運命は、この戦いの帰き趨すうが鍵かぎを握にぎっていると言っても過か言ごんではないのだ。

「僕達はどう動きます？」

　そのグレンの問いに、ラキスが疲れた笑えみを向ける。

「あたしの魔力が回復すれば少しは手助けが出来ると思うけど、今のままじゃどうしようもないね。あたしは少し休んで魔力を回復させるから、みんなは取とり敢あえず待機。グラード王の勘が当たることを祈いのってて」

　そう言ってラキスが部屋に一つしかないベッドに、倒たおれるようにして寝ね転ころがる。そして「何かあったら起こしてね」と告げると、一分もしない内に眠ねむりに落ちた。

「やっぱり、ずいぶん無理していたんですね」

「ほとんど休み無しだったからな」

　グレンとハーツが頷き合う。

　無論グレン達も疲れているのだが、魔法を使い続けたラキスと違ちがって精神的な負ふ担たんはそれほど大きくないし気持ちが張っているだけまだ大だい丈じよう夫ぶである。

「少し思ったんだが、この王都は帝てい都とと似た構こう造ぞうしているな？」

　そう感想を漏もらすハーツにグレンが頷く。

「ええ。帝都よりは狭せまいですし、軍事都市の色が濃こくなっていますけど、基本的には同じ設せつ計けい思し想そうで建てられていますね。街に点てん在ざいしている街がい灯とうは、型は古いですけど帝都と同じ物ですし、城じよう壁へきには帝都と同じ魔法の守りが施ほどこされているそうですから、外から魔法で吹ふき飛ばすのは難しいとおもいますよ。たぶん、王宮の上空にはルグザーク大だい宮きゆう殿でんと同じく結界が張られているでしょうし……たとえ龍でも、そう簡単には破は壊かいできないはずですよ」

「しかし、何な故ぜだ？」

「どちらも基本の設計者が同じで、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんが取り仕し切きったからですよ。設計者は、史上最強の大魔法使いと称しようされる宮廷魔術師団の創始者バルドナ師です。大だい賢けん者じやバルドナ、グラード王、ピエール建国大帝の三者は、帝国の前身である部族の長だった聖女ルティアのもとで、轡くつわを並べて戦った盟めい友ゆうですからね。ドワーフ王国の建国には帝国が大きく力を貸していますし、それで今でもドワーフ王国と帝国は盟友関係なんですよ」

「なるほどな」

　そんな話をしているとき、突とつ然ぜん眠っていたラキスがビクッと身体からだを震わせ跳はね起きる。

「何、今の異常な力は？　何だか強引に魔法の障しよう壁へきをこじ開けたみたいな……」

　そう言いながらキョロキョロと辺りを見るラキス。メルフィが窓から顔を出し、やはりキョロキョロと辺りを見る。

「ラキスさん、『トカモグ』さんの気配が街の中に出現しているみたいです」

　そのメルフィの声に、ラキスが戸惑いの顔を見せる。

「もしかして、敵の狙ねらいは魔法の街灯の破壊？　魔法でゲラ達を強引に送り込んできたの？　でもそんな事をすれば、魔法の障壁を越こえた時の衝しよう撃げきで、送られた人達は悲ひ惨さんなことになるのに……無事に辿たどり着ける確率はせいぜい一％未満なのに……有り得ないわよ」

「……気にしないんじゃないのかドルウェルなら。聞いた話の感じだと、成功の確率があるならやりそうだぞ？」

　ハーツに指し摘てきされて、ラキスが顔をしかめる。

「……許ゆるせないな、そんな魔法の使い方。でも、やってきたんなら対たい処しよしないと……ドワーフ達はまだ気付いてないだろうし、グラード王の兵は動かせないな……。ハーツ、メルフィ、マイルズ。侵しん入にゆうしたゲラを始末してきて。敵はほとんど正気を保たもってないと思うけど、街が混乱したら困るから……って、こら！　起きろマイルズ！」

　高いびきをかいて眠ねむっているマイルズを、ラキスが蹴けり飛ばす。

「痛いね～、ひどい事するね～」

「文もん句くは後で聞くから、さっさと始末に行く！　あたしはまだ魔力が全然回かい復ふくしてないから、みんなの帰りをここで待っているからね」

　ラキスに三人が頷うなずいて行動を開始する。それを見届けて、ラキスがグレンに視線を向けた。

「あたし、どれくらい眠ってた？」

「五分くらいですよ」

「やっぱり。せめて一時間は寝ねないと……。グレン、あたしもう少し眠るから……襲おそわないでね」

「……どういう意味です？」

「冗じよう談だん。何かあったら起こしてね」

　ラキスは悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべて横になると、瞬またたく間に眠りに落ちる。その様子を少し憮ぶ然ぜんとして見ていたグレンも、話し相手がいなくなって少しウトウトとし始めた。

　唐とう突とつに起こる、凄すさまじい轟ごう音おん。叩たたき起こされて、二人が同時に跳はね起きる。

「何？　何が起こったの？」

「解わかりませんよ」

　二人とも慌あわてて外に出て、すぐに轟音の原因を知る。

　見る影かげもなく破は壊かいされた南門。

　迎むかえ撃うつグラード王の視線の先で、もうもうと上がる煙けむりの中から、人の女性の姿が浮かび上がる。

　純じゆん白ぱくの巫み女こ衣い装しようのようなものに身を包み、床ゆかまでつきそうなほどある長い純白の髪かみが、風とは無関係に不自然にそよいでいる。

　その顔はおしろいを塗ぬりたくったように白く、相そう貌ぼうに赤く輝かがやく蛇へびの瞳ひとみが、この者が決して人足り得ないことを物語っている。しかしそれより何よりも、蜷局とぐろを巻いた蛇の下半身が、不ぶ気き味みな存在としてその姿をそこに映うつし出している。

「待っておったぞ蛇じや龍りゆうドルウェル。お主の企たくらみなど先刻承知だ。長年にわたる因いん縁ねんに、ここで片を付けてやる」

　愛用のポール・アックスを握にぎり締しめて薄うすい笑みを浮かべ身み構がまえるドワーフ王グラードに、ドルウェルが口くち元もとを手で隠かくしてホホホと笑う。

「待たせてしもうたかえ？　妾わらわも何かと忙いそがしき身み故ゆえ、許してたもれ」

　余よ裕ゆうの表情を浮かべてそう言い放つ蛇龍ドルウェル。その光景を目もく撃げきし、ラキスとグレンが慌てて物もの陰かげに隠れた。

「あれが蛇龍ドルウェル……思っていたよりも小さいんですね」

「あれが本体かどうかは判わからないけどね。でも、受けるプレッシャーは相当なものよ」

　コソコソと身を隠しながら覗のぞき見し、ボソボソと感想を述のべるグレンとラキス。情けないが、魔ま法ほうを使えないラキスとグレンの二人ではどうする事もできないのが実状である。

「……奇き襲しゆう作戦の後に本隊が攻せめてくるのは、考えてみれば当たり前の事じゃない。ハーツ達を向かわせたのは失敗だったな……寝ね不ぶ足そくで頭が回らなかったのかな……」

　小さく後こう悔かいするように呟つぶやくラキス。

　そんなラキスとは関係なく、対たい峙じするグラードとドルウェルの間に緊きん迫ぱくした空気が張り詰つめる。

「妾はそなたとの喧けん嘩かにはほとほと飽あきたぞよ。大人しゅう『プロミネンスの炎ほのお』を妾に渡わたしてはくれぬかえ？　さすれば妾とて、そなたら一族の安全は保証しようぞよ。妾もドワーフの堅かたい肉は食い飽きた故……」

　そう言ってドルウェルは、己おのれの言の失しつ態たいに気付き、手を優ゆう雅がに振ふる。

「これは妾としたことが失しつ言げんなのじゃ。妾は一飲みにしてしまうのであった。飲み飽きたの誤あやまりであったのじゃ。失敬失敬、許されるが良いぞよドワーフ王。ホホホ……」

「黙だまれ、この薄うす汚ぎたない蛇へび女おんな！」

　グラードが歯は嚙がみしながらドルウェルを睨にらみ付ける。

「その邪よこしまなる企たくらみのために犠ぎ牲せいになった、ワシ等ら同どう胞ほうの恨うらみ、晴らさせてもらう！」

　気勢を上げて、グラードが部下のドワーフ達と共にドルウェルへ向けて突とつ撃げきする。

「短気は損気ぞよドワーフ王。ここでそのつまらぬ生しよう涯がいに終しゆう止し符ふを打つかえ？」

　ホホホと手で口元を隠して笑うドルウェルの髪かみが不気味に蠢うごめき、その一本一本が蛇に姿を変え、突撃するドワーフ達に襲おそい掛かかった。

「つまらぬ手品を！」

　雄お叫たけびをあげてグラードがポール・アックスを振り回し、次から次へと襲い掛かる蛇を切り伏ふせる。

　さすがにグラードがこの決戦のために選えりすぐった精せい鋭えい達である。誰一人としてドルウェルの攻こう撃げきに怯ひるまない。ドルウェルを包囲して、さすがに速度は衰おとろえたが一歩一歩確実に距きよ離りを詰めてゆく。

　だが、それでドルウェルには充じゆう分ぶんな余よ裕ゆうが生まれた。

「たった一人の妾わらわに対して、よってたかって攻撃するとは卑ひ怯きようぞよ」

　必死の形ぎよう相そうをしたドワーフ達を嘲あざ笑わらうかのように優ゆう雅がに微笑ほほえみ、ドルウェルがその手に青白い魔ま法ほうの光を点ともして解き放った。

　轟とどろく爆発音。

　吹ふき飛び動かなくなるドワーフの一人。

「なっ！　馬ば鹿かな！　魔法を弾はじく鎧よろいを着た我らが一撃で……！」

　そう驚きよう愕がくしたドワーフを、ドルウェルが魔法で吹き飛ばす。

　無ぶ様ざまに吹き飛び地面に転がるそのドワーフを一いち瞥べつし、ドルウェルが余裕の表情でホホホと笑う。

「妾の力を侮あなどりすぎぞよ。今の妾は、あの忌いま々いましい魔法の太陽で力を弱められていた頃ころの妾と違ちがうぞよ。そなた等の小こ癪しやくな鎧など、今の妾には意味がないぞよ」

　そして一体一体確実に、近寄るドワーフを葬ほうむって行く。実に愉たのしげに。

　最初に動どう揺ようを見せたものの、ドワーフ達は怯まない。襲い掛かる髪の蛇に邪じや魔まされながらも、仲間を確実に葬られながらも、確実にその距離を詰つめてゆく。

　全ぜん滅めつするのが先か、ドルウェルに近付くのが先か。彼等はそう心に決めたようである。その表情には、たとえ一人になろうともドルウェルに必ず近付き、致ち命めい的てきな一撃をくわえるという意志に満ちている。それは王であるグラードも同じである。

　だがドルウェルはドワーフ達の覚かく悟ごを見ても、その余裕の表情を崩くずさない。一体一体、確実に葬って行く。

　やがて、最後の一人になったグラードに対し、ドルウェルが魔法を解き放った。

　至し近きん距きよ離り。

　だがグラードはポール・アックスでドルウェルの放った魔法を切り伏ふせると、遂ついに得物の届く距離にドルウェルを捉とらえる。

「滅ほろびろ蛇じや龍りゆう！」

　そう叫さけんでポール・アックスを振ふり上げたグラードに、ドルウェルが極大の魔力球をもう一度解き放つ。だがグラードは躊ちゆう躇ちよしない。ドルウェルと魔法を同時に切り伏せようと、気合いを込めてポール・アックスを振り下ろした。

　激しい光の炸さく裂れつ。

　吹ふき飛び、地面に転がるグラード。

　そして、悠ゆう然ぜんと微笑ほほえむドルウェル。

「ホホホ、無む駄だな努力、ご苦労なのじゃ。されど妾わらわは、まだ本気ではないぞよ」

　そう言ってドルウェルがポンと身体からだの前で手を打ち合わせ、そして少しずつ手を広げてその間に作った青白い魔力球を少しずつ大きくしていく。そして目前に作り出された巨きよ大だいな青白い魔力球を、狙ねらいを北門に定めて解き放った。

　巨大な青白い光の帯が一直線に突つき進み、閃せん光こうが弾はじけた。

　轟音とともに視界が一いつ瞬しゆん奪うばわれ……
















　王都の街並みの中心を、一直線に地面をえぐった痕あとが続き、その先で崩ほう壊かいした北門が煙けむりを上げている。その光景を見ながら、ドルウェルが哄笑していた。

「……おのれドルウェル……」

　傷付いたグラードがドルウェルを睨にらみ、膝ひざをつきながら立ち上がろうとする。

「まだ死んでなかったのかえ？　さすがにしぶといぞよ。されどもうお終しまいなのじゃ。そなたはここで滅びるぞよ。ホホホ」

「おのれ……許さぬぞ……」

　怒いかりに満ちた表情で立ち上がるグラードを、ドルウェルが呆あきれた表情で見る。

「まだ妾の力が解わからぬかえ？　今のそなたなど虫ケラに過ぎぬぞよ。ほれ」

　そう言って解き放ったドルウェルの魔ま法ほうを、グラードがポール・アックスで切り伏せる。

「ワシは痩やせても枯かれてもドワーフ王グラードだ！　ワシを舐なめるな！」

「ホホホ、まだ頑がん張ばるかえ？　妾は手て加か減げんしておるぞよ。ほれほれ」

　ドルウェルが続けて放つ二発の魔法を、グラードが切り伏せる。

「まだ頑張るかえ？　ほれほれほれ」

　余よ裕ゆうの表情で三発解き放つドルウェルの魔法をグラードは瞬しゆん時じで切り伏ふせ、余裕を見せるドルウェルの隙すきを突くようにダッシュした。

　だが、そのグラードにドルウェルの放った魔法が迫せまり、慌あわてて立ち止まって迎げい撃げきする。

「くっ……！」

「妾がそのような手に引っかかるものか。ほ～れほれほれ、お～愉たのしい。ホ～ホホホ」

　次々と放つ魔法が遂ついにグラードを捉とらえ、次々と爆発する。それにグラードは為なすすべ無く、無様に吹ふき飛び続けた。

　やがてドルウェルが攻こう撃げきを止め、倒たおれたグラードを見下ろす。

「そろそろ己おのれの無力さを思い知ったかえ？　今の妾に立ち向かうなど無む駄だぞよ。大人しゅう妾が軍門に下りたもれ。この地底世界を制せい覇はした後は、妾は地上を制覇するのじゃ。すべてを支配して妾が神となった暁あかつきには、ドワーフ族は妾の一番のしもべとして待たい遇ぐうするぞえ？」

「……寝ね言ごとは寝てから言うが良い。ワシ等らドワーフ族は、決して蛇へびの風かざ下しもには立たん！」

　ボロボロになって地に膝ひざをつきながらも、グラードはドルウェルを厳きびしい顔で睨み付ける。

「ほんにドワーフは頑がん固こな種族ぞよ。されば是ぜ非ひも無しなのじゃ。ドワーフは一匹ぴき残らず滅ほろぼすことにするぞよ。そなたは一足先にあの世に行き、一族の到とう着ちやくを待つが良いぞよ」

　そう言ってドルウェルは両手を頭上に突つき上げると、巨きよ大だいな青白い魔力球を練り上げる。

　ほとんど無む防ぼう備びな姿だが、グラードにはその隙を攻撃する力が残されていなかった。歯は嚙がみしながら睨み付けるグラードの目に、うっとりと微笑ほほえむドルウェルの顔が映うつる。

「『プロミネンスの炎ほのお』の力を取り入れれば、妾わらわは念ねん願がんの神になれるのじゃ。全世界を支配する最も偉い大だいな神に……」

「無駄だドルウェル。お主は決して神にはなれん。『プロミネンスの炎』に触ふれたとき、お主は世界と共に消しよう滅めつするのだ」

「……ドワーフ王の戯ざれ言ごと、遺ゆい言ごんとして聞き入れようぞよ。では、さらばなのじゃ」

　そう言ったとき、ドルウェルの頭に拳こぶし大だいの石がもろに直撃した。

　ドルウェルが「うぎゃっ！」という悲鳴を上げて、頭を押おさえて踞うずくまる。拍ひよう子しに力のコントロールを忘れて、魔ま力りよく球きゆうが消滅した。

「い……痛いのじゃ～。誰ぞえ！　この偉大なる妾に投石で不ふ意い打うちをするという、恐おそろしくも原始的で小こ賢ざかしい事をした輩やからは！」

　人間ならかなりのダメージだろうが、流石さすがはドルウェル龍りゆうである。多少ダメージは受けたものの、不意打ちを受けたという屈くつ辱じよくの方が大きいようだ。目に涙なみだを浮うかべ、怒いかりに満ちた表情で無ぶ礼れい者ものの姿を捜さがす。

　犯人は、すぐ見付かった。人間の少女が「あっ……」と呟つぶやきながら、少し呆ぼう然ぜんとした表情でドルウェルと自分の右手を交こう互ごに見ていた。

　無論、石を投げたのはラキスである。

　本当は最後まで隠かくれているつもりだったのだが、ドルウェルがグラードにトドメを刺さそうとしたのを見て思わず隠れていた物もの陰かげから出て、石を拾って投げていたのだ。

　魔法を使えない現状では自殺行こう為いに等ひとしいが、見付かってしまっては仕方がない。ラキスは腹をくくってドルウェルと対たい峙じする。

　が、ラキスを見付けたドルウェルの反応は、予想外のものだった。

「……人間……その服装……もしや帝てい国こくの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しかえ……？」

　少し動どう揺ようを見せて尋たずねるドルウェルに、ラキスは内心の疑問を隠して笑え顔がおで頷うなずく。

「うん。ま、一応ね」

「やはり……帝国がドワーフ族に援えん軍ぐんを出したという事かえ……」

　そう表情を歪ゆがめて呟くドルウェルの脳のう裏りに、六〇〇年ほど前の屈辱が蘇よみがえる。

　かつて、地底世界を我わが物顔で支配していたドルウェルの前に、グラードが連れてきた帝国軍が立ちふさがった。

　魔法の太陽の力でドルウェルの力を弱め、蟻ありのように群がる帝国軍の鬱うつ陶とうしさと、宮廷魔術師団の強大な魔力の力は、這ほう々ほうの体ていで逃にげ回ったドルウェルの心にひどい屈辱感と恐きよう怖ふ心しんを植え付けている。

　特にあの男……グラードの横で蒼あお白じろい光を放つ剣けんを振ふるった男……帝国皇帝ピエールと名乗った男の魔ま神じんのような戦いぶりは、忘れようとしても忘れられない。またあの男が来ると考えただけで、身体からだの震ふるえを堪こらえきれない。

　人間がそんなに長くは生きられないという事実を、恐怖が認めさせないのだ。あの男ならまだ生きているかも知れない……そう考えてしまう自分が許せない。

　今はまだ、帝国と事を構かまえるわけにはいかない……恐怖を克こく服ふくするまでは……『プロミネンスの炎ほのお』の力をこの身に取り込み、神となって自信を取り戻もどすまでは……。

「宮廷魔術師殿どの……妾わらわは帝国と事を構える気はないぞよ」

「うそつけ」

　無理矢理引きつった笑みを浮うかべるドルウェルに、ラキスは少し呆あきれたように言い放った。
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「これ以上やるなら、宮廷魔術師団が相手になるわよ？」

　ラキスは余よ裕ゆうの表情を浮かべてドルウェルと対たい峙じし、出来るだけ自信たっぷりに見えるように言い放った。

　無論、内心はドキドキものである。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいして魔法が使えない現状。

　龍りゆうらしく問題のある性格だが、圧あつ倒とう的てきな力を見せたばかりの蛇じや龍りゆうドルウェル。

　状じよう況きようはラキスにとって最悪である。もし戦いになれば、絶対に勝ち目がない。かと言って弱よわ腰ごしではつけ入れられる。せめてハーツ達が戻ってくるまで時間を引き延のばしたいラキスの、一世一代の大おお博ばく打ちである。

　……もっとも、いつも一世一代の大博打をやっている気もするが。

　それはともかく、ラキスにとって唯ゆい一いつ有利な材料は、ドルウェルが帝てい国こくを恐おそれているような節ふしが見えたことである。これを利用しない手はない……と言うか、それしか利用できる手はない。

　ラキスは内心で決心し、余裕のあるフリを貫つらぬきながらドルウェルから視線を外はずし、倒たおれているグラードに視線を向ける。

「グラード王、大だい丈じよう夫ぶ？」

　そう問うラキスに、グラードが薄うすく笑えみを浮かべる。

「ワシの事は心配いらん。それより気を付けられよラキス殿、敵は知ち恵えある龍ドルウェル。生なま半はん可かな攻こう撃げきでは倒せぬ相手だ」

　そう辛つらそうに話すグラードはかなりの負ふ傷しようのようだが、グレンが密ひそかにグラード王の治ち療りようをしようと大回りで向かっているため、ラキスは本当は全然心配していない。だいたい他人を心配できる状況ではないのだ。それでもラキスがグラードに気き遣づかう素そ振ぶりを見せたのは、ドルウェルに対する演出である。

　脅おびえて視線を逸そらすのならともかく、対峙する強敵から視線を外すのはかなり勇気のいることである。それを敢あえてして見せることで、ドルウェルに対して、ラキスの根こん拠きよのない自信に説得力を持たせたかったのだ。

　要するに小こ細ざい工くである。

　内心ドキドキでドルウェルに視線を戻もどしたラキスは、相変わらず引きつった笑えみを浮うかべているドルウェルを見て、ちょっとだけ安心して自信を深めた。

「噓うそではないぞよ宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し殿どの。妾わらわは本当に帝てい国こくと事を構える気はないぞよ。誤ご解かいしておるのじゃ、どうか妾の話を聞いてたもれ」

「……ま、話なら聞くけど？」

「おお、有あり難がたい。聞いてたもれ。そもそも妾ら龍りゆうとは神になることを欲ほつする種族なのじゃ。なぜならば……」

「あ、いい。その辺の話は知っているから、本題に入って」

　パタパタと手を振ふり言葉を遮さえぎるラキスに、ドルウェルが一いつ瞬しゆんムッとする。しかしグッと堪こらえ、笑みを浮かべて話し出す。

「そもそも妾とドワーフ族の確かく執しつは、千年ほど前にさかのぼるのじゃ。どうやったら神になれるかを考えておった妾は、『プロミネンスの炎ほのお』という、とてつもない力を秘めたものがこの地底世界に存在しているという噂うわさを聞いたのじゃ。妾はそれを聞いて、それを妾が力と出来ればきっと神に成れると小こ躍おどりして喜んでのう……さっそくそれを隠かくし持つというドワーフ族に、妾に譲ゆずってもらえぬかと伏ふしてお願いに参ったのじゃ。ところがドワーフ族は妾の伏しての頼たのみをすげなく断り、妾は悲しくて悲しくて、思わず百匹ぴきほどドワーフを食ってしまったのじゃ。たったそれだけの事でドワーフ族は烈れつ火かの如ごとく怒いかり……」

「そりゃ怒るわよ」

「たった百匹ぞえ？　妾の悲しみの代だい償しようとすれば格かく安やすぞよ！　ともかく、こうやって始まった妾達の喧けん嘩かは四〇〇年ほど続き、妾がドワーフ達に妾の偉い大だいさを思い知らせていた頃ころ、突とつ如じよとして帝国が妾を攻こう撃げきしてきたのじゃ。まさか他者がこの喧嘩に介かい入にゆうしてくるとは思いもよらなかった妾は驚おどろき慌あわて、散さん々ざんにいじめられて逃にげまどったのじゃ。いじめられた妾はすっかり小さくなって過ごしておったのに、ドワーフ達はなおも妾をいじめるのじゃ。妾とて我が慢まんにも限界があるぞよ。遂ついに我慢ならず、またこうして喧嘩を始めたところ、また帝国がやって来るという。妾は帝国と戦う気はないのじゃ。これは妾とドワーフ族との喧嘩ぞよ。帝国は、どうかくちばしを挟はさまないでいてたもれ」

「ふ～ん……なら、取とり敢あえずこの場は引く事ね。帝国とドワーフ族は盟めい友ゆうだから、ドワーフ族と戦っている以上、帝国はあなたの敵になるわ。それが困るって言うなら、いったん兵を引いて、そのあと帝国に相談する事ね」

「……妾が兵を引けば、帝国は必ず中立になるのかえ？」

「それは陛へい下かの判断次し第だいね。あたしに出来る事は、あなたが帝国と戦う意志がないと陛下に伝えること。その間あなたがドワーフ族に攻撃しなければ、その言葉は説得力を持つわ。その結果陛下がどう判断されるのかは、あなたの誠せい意い次第よ」

「……それはどのくらいの期間がかかるかえ？　妾とて、あまり長くは我慢できぬぞよ」

「えっと……だいたい半年くらいね」

　ラキスがそう言った瞬しゆん間かん、ドルウェルが不ぶ気き味みな笑えみを浮うかべる。

「つまり、あと半年は帝国は来ないと言うことなのじゃ」

「……え？」

「既すでに宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんが到とう着ちやくしておるのなら、半年も時間が掛かかるはずはないのじゃ……即すなわちそれは、ここから帝てい国こくに戻もどるまでの時間ぞよ。つまりその間は、妾わらわの行動を阻はばめる者はまだおらぬと言うこと。ホホホ。となれば目の前にいるのはただの小こ娘むすめ。邪じや魔ま者ものは、妾が大望の前祝いに食ろうてしんぜようぞよ……」

　その目を細め、口くち元もとに薄うすい笑みを浮かべ、チョロチョロと蛇へびの舌したを出し入れする。

　人の姿をしていても龍りゆうである。本ほん性しようを露あらわにしたその存在感はあまりにも圧あつ倒とう的てきであり、その身体からだが数倍になったようにも感じられる巨きよ大だいな圧力を受け、失しつ言げんを悟さとったラキスが真っ青になって思わず後ずさった。

「久しくドワーフの無ぶ骨こつな身体しか飲み込まなんだ故ゆえ、妾もたまには人間を食らいたいぞよ。……特に人間の小娘の、あの軟やわらかい肉の喉のどごし……ホホホ、恥はずかしながら妾、あの感覚を想像して欲よく情じようしてしもうたぞよ」

　少し顔を赤らめて、ドルウェルがズイッとラキスに近づく。

「……帝国を敵にまわすことになるわよ？」

　逃にげ出したい気持ちを必死に押おさえてその場に踏ふみ止とどまり、ラキスがドルウェルに警けい告こくを発する。しかし、ドルウェルはその言葉を歯し牙がにもかけない。

「そなたの噓うそは、妾にはもう判わかっておるぞよ。宮廷魔術師が、一人で妾の前に現れるはずはないのじゃ……そんな脅おどしは無む駄だぞよ……」

　小さく舌を出し入れしながら、更さらにズイッと近づくドルウェル。その圧力に、ラキスの心を恐きよう怖ふが支配して頭がパニックに陥おちいり、無意識に錫しやく杖じようを身み構がまえた。

　そのラキスを見、ドルウェルが不意に動きを止める。

「その錫杖、見覚えがあるぞよ……？」

　そう呟つぶやいてしばし考え、不意に目を見開く。

「……思い出したぞよ……魔王の錫杖ぞよ……」

　そう呟き、ドルウェルが小さく後ずさる。

「……半年前に感じたあの波は動どうは本物だったのかえ……？　この小娘が、現代の魔王なのかえ？……信じぬ。信じぬぞよ！　このような小娘が魔王など、妾は信じぬぞよ！」

　何な故ぜか動どう揺ようを露わにするドルウェルに、ラキスは訳わけがよく解わからないながらも、本能的にこれが最後のチャンスだと悟った。

　錫杖を身構えて、一歩前に前進する。

　ドルウェルが、こっちを向いたまま後ろに下がる。

「わ、妾を脅おどすつもりかえ？　許さぬぞよ！　妾はその様な脅しには屈くつせぬぞよ！」

　威い勢せいの良い言葉を発するが、及および腰ごしでは説得力がない。ラキスがもう一歩踏み出すと、ドルウェルがズズズと後ずさる。

「妾は千年もの時を費ついやしたぞよ……もう少しで神に成ることが出来るぞよ……なのに、何なに故ゆえなのじゃ……何故妾がこのような窮きゆう地ちに……解らぬ……解らぬぞよ……」

　ズリズリ後退し続け、遂ついに南門の外に出る。

「ここは妾が引いてやるが、思い違ちがいをせぬ事ぞよ！　妾は決してそなたを恐おそれて転てん進しんするのではないぞよ！」

　そう捨て台詞ぜりふを言い残し、ドルウェルがダッシュで逃げていった。

　ラキスはその後ろ姿をしばらく見送り、姿が完全に見えなくなったのを確かく認にんして、大きく息を吐はいてペタリと地面に座すわり込こんだ。

「……何だかよく解らないけど、助かっちゃった……」

　今いま頃ごろになって震ふるえてきた身体からだを必死で押おさえながら、ラキスがグレンに視線を向ける。

「グレン、グラード王は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「傷の方は霊れい薬やくで治しましたけど、消しよう耗もうしておられるようですね。ドルウェルが逃げ出したのを確認して気を失われましたよ」

「そう……」

　ラキスが呟つぶやき、破は壊かいされた北門と街並みに視線を向ける。

　どうやらドルウェルが退たい却きやくしたのと同時に、ゲラ達も退却したようである。

「……でも、このままじゃドワーフ族全ぜん滅めつしちゃうな……あたしが原因を作ったみたいなもんだから、何とかしないと……でも、どうすればいいのかな……」

　慌あわてた様子でこっちに駆かけ戻もどってくるハーツ、メルフィ、マイルズの姿を認めながら、ラキスは途と方ほうに暮くれて呟いた。
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　少女が言った、月を見上げて。

　夜や陰いんに紛まぎれた死し出での旅たび路じで。

　天てん女によの如ごとき、しかし悲しい微笑ほほえみを浮うかべて。

「『深しん紅くに輝かがやく髪かみを持つ少女が鍵かぎの一つを持て現れしとき、地底の闇やみが払はらわれる』……覚えていてくださいグラード様。たぶん、私の最後の『先さき見み』です……」

　そのルティアの言葉に、身の丈たけほどもある大たい剣けんを持った男が、木を拳こぶしで殴なぐりつけた。

　西の部族を率ひきいる若き英えい雄ゆう。周辺諸国に『魔ま女じよ』と呼ばれて攻こう撃げきされるルティアの、唯ゆい一いつの同どう盟めい者しや。最もルティアの心に近き者。

　彼はルティアに悲しげな視線を向けて、無言で森の奥おくへ歩いて行く。

「ピエール……」

　一いつ瞬しゆんルティアは腰こしを浮かせて後を追う仕し草ぐさを見せる。しかし両手を胸のところで握にぎり締しめ、小さく微笑んで腰を落ち着かせた。

「追わぬのか？」

　尋たずねるグラードに、ルティアは笑みを浮かべたまま小さく頭を振ふる。

「私はあと三日でこの世を去る身です……彼を追う資格はありません……」

　そう答えるルティアに、焚たき火で卦けを占うらなっていたバルドナが首を振る。

「人を好きになるのに資格など必要あるまい？　あと三日の命とて、遠えん慮りよをする必要は無い。残りの時間を己おのれのために使ったとしても、神すら文もん句くはつけまいよ」

「バルドナ様……」

　泣き笑いのような表情を浮かべるルティアの背中を、グラードはポンと軽く叩たたいてやる。それで決心がついたらしく、ルティアはピエールの後を追って小走りで森の中に入っていった。

　あとに、グラードとバルドナの二人が残される。

「……笑ってくれグラード。大だい賢けん者じやなどと称しようされながら、たった一人の少女の運命も変える事の出来ぬ……悲しき定めを戦い抜ぬいた少女の、たった一つの幸せすら叶かなえてやれぬ、この無能者を……」

　その呟つぶやきに、グラードが首を振る。

「笑えぬよ、バルドナ。無力なのはワシもピエールも同じ事。世界の運命を年とし端はもいかぬ少女に託たくし、指をくわえて見ているしか出来ぬのだからな」

　グラードは、ルティアの見上げていた月を見上げる。

「ワシ等らは皆みな、力が足りぬのだ……世界の運命を変えるほどには……」

　満月を三日後に控ひかえたその月は、何な故ぜか悲しいまでに美しかった……。




「……夢か」

　グラードがそう呟き、身を起こして辺りを見み渡わたす。

　辺りは暗い。しかしドワーフ族には闇やみの中を見通す能力がある。そうでなければ地底の種族足り得ない。

　見覚えのある景色……自分の寝しん室しつであった。

「気付かれましたかグラード王」

　そう尋たずねる家臣を見、グラードの頭がハッキリとしてくる。

「そうか、ワシは気を失っておったか……」

　そう呟くグラードの脳のう裏りに、気絶する前の記き憶おくが蘇よみがえる。

（……あれが『魔ま王おうの錫しやく杖じよう』……鍵かぎの一つ。……だが、あの者の髪かみは黒い……）

　しばし考え、家臣を見る。

「ワシはどれほど気を失っておった？」

「三日です。心配しておりました」

「三日もか……それではラキス殿どのはもう出しゆつ立たつしておるな……」

　そう結論付けて呟くグラードに、家臣が小さく首を振ふる。

「それが、善後策をグラード王と検けん討とうしたいと、まだ城下にて王のお目覚めをお待ちしておられます」

「……そうか。ワシもラキス殿に話を聞きたい。すぐにラキス殿を呼んでくれ」

「承しよう知ちしました。しばらくお待ちください」

　そう言って家臣はグラードに頭を下げ、寝室から出て行った。
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　急ピッチで進む北門の修しゆう復ふく。

　地面や城じよう壁へきがごっそりえぐられていて、城壁と城壁の間にポッカリと穴が開いた感である。えぐれた地面の痕あとは延えん々えんと北の方に続いていて、どこまで続いているのか見当もつかない。

　その地面を城壁の所だけ埋うめ直し、ドワーフが加工した岩を重ねていく。そんな作業を、上空に五つの魔法の光を浮うかべて見ていたラキスが、小さくため息を吐ついた。

「この三日間、敵が襲おそって来なかったのはラッキーだけど、でもやっぱり厳きびしいな……」

　城壁は三日間でかなり修復できたが、魔法の防ぼう御ぎよはそうはいかない。一応ラキスが魔力を付ふ与よするつもりでいるが、如何いかんせん専門外なので大した効果は期待できない。

　そして、何より人的被ひ害がいが大きすぎる。

　城壁を守っていた二千人のドワーフが、一いつ瞬しゆんで命を失うしなった。敵にはそれ以上の被害が出たが、もともと数が少なかった事を考えれば、割りに合わない計算である。今度敵の総そう攻こう撃げきを受ければ、到とう底てい持ちこたえる事は出来ないだろう。

　一方、街の中心の南北に走る傷きず痕あとに住んでいた住民の被害は、どれほどの数に上ったのかすら定かではない。救いは南北を繫つなぐ街かい道どうが通っていたため、そこには建物がなかった事だが、都市のメインストリートの両側一〇〇メートルは、跡あと形かたもなく消え去っている。どれだけの犠ぎ牲せいが出たのか、想像したくもない。

　もともとドワーフ族は、男はすべて戦士である。兵数が少なかったのは、一〇か月前の敗戦で多数の死者が出て、更さらに各地の拠きよ点てんに取り残されて孤こ立りつしているからである。つまり街の住人は、まだ年とし端はのいかぬ子どもか女性だけであったという事になる。そして、突とつ然ぜんの事態に訳わけも解わからず死んでいった。それが幸なのか不幸なのか、ラキスには判断が出来ない。言える事は、それがあまりにも凄せい惨さんな出来事であると言う事だ。

　そんな街の被害を三日間かけて調べたラキスの結論は、ドルウェルが許せないと言うことと、現状ではこの王都を守りきるのは不可能だということ。

　至急に打開策を探さぐる必要がある。しかし肝かん心じんのグラード王は意識不明の重体である。いくつか案があるが、それが実現可能かどうか、どれが一番現状に即そくしたものであるのか、地底世界の事をほとんど知らないラキスには判断が出来ない。それでグラード王の意識が回復するのを待っているのだ。

　しかしただ待っているよりも、少しでも状じよう況きようを把は握あくすべきである。そこでラキス達は、あまり離はなれると危き険けんなので王都周辺をそれぞれ別行動で状況視し察さつを行っていた。

　一緒に行動していても効こう率りつが悪いし、それぞれ専門分野が別なので、バラバラに行動してあとで情報をすりあわせた方が良い。それがラキスの主しゆ張ちようだったのだが、そのラキスの肩にはエイブルがチョコンと座っている。

「……ねえエイブル。何であたしに付きまとうの？　出来れば、みんなと同じように状況分ぶん析せきをやって欲しいんだけど……」

　ラキスが苦く笑しようしながらそう尋たずねると、エイブルは申もうし訳わけなさそうに表情を曇くもらせた。

「ごめんなさい。でもボク、ヴェルフェル様に監かん視し役やくを命じられているんです。だからボク、勝手に行動できないんです」

「……でも、蛇じや龍りゆうドルウェルとあたしが遭そう遇ぐうしたときは、近くに居なかったじゃない？」

　首を傾かしげるラキスに、エイブルが再び申し訳なさそうな表情をする。

「ごめんなさい。でもボク一応幼生ですから、他の龍には一ひと目めで判ると思うんです。もともと龍は他の龍と会いたがらないですし、ボクはヴェルフェル様の使つかい魔まをやっていますから、出会えばどんな事じ態たいになるか予よ測そく出来ないんです。ですからヴェルフェル様と相談した結果、ドルウェル様が居るときは姿を隠かくしておいた方が良いだろうということになったんです」

「……じゃ、あたし達の手助けはしてくれないの？」

「……ごめんなさい。でも、条件さえ重ならなかったら、ボクも何か手助けが出来ると思います」

　申し訳なさそうにそう申し出るエイブルに、ラキスが微笑ほほえみながらパタパタと手を振る。

「気にしないで。どうせ最初からそんなにアテにしてなかった……猫ねこの手ても借りたいと思っただけなんだから」

　そう出来るだけ明るく言って、ラキスがエイブルから視線を外はずした。エイブルがカクッと項うな垂だれたが、それには全く気が付かない。

「……そんな事よりも、この事態をどうするか考えないと……いろいろ案はあるけど、どれもこれっていう決め手に欠けるかな……」

「ラキスさ～ん！」

　考え込むラキスのもとに、メルフィが駆かけて来る。

「どうしたの？　何かあった？」

「グラード王の意識が回かい復ふくしたそうです。もう他のみんなは王宮に向かっています」

　その言葉に、ラキスが小さく安あん堵どの息を吐はく。

「そう、良かった。あんまり時間が経たつと状況が厳きびしくなるばかりだからね。それじゃ、あたし達も王宮に向かおうか」

　ラキスはメルフィに微笑み、王宮の方向に向かって歩き出した。
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「あれ、グラード王。いいの、もう起きて？」

　円えん卓たくの会議室で出で迎むかえたグラード王に、ラキスが小さく首を傾かしげる。

「まだ寝ねてた方がいいんじゃないの？　霊れい薬やくだと、傷は治なおっても体力は回復しないんだから」

「なに、ワシ等らは体力だけは溢あふれておるからな。それに宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し殿どのを迎むかえるのにベッドの上では失礼にあたろう」

「いいのに、気にしなくて」

　苦く笑しようしながらラキスがイスに座すわり、仲間達もそれに倣ならう。

　全員が座るのを確かく認にんし、ラキスが先に切り出した。

「えっと、善ぜん後ご策さくを検けん討とうしたいんだけど、その前にあたしに聞きたい事って何？」

「うむ。ワシが聞きたいのは、ラキス殿が持つ錫しやく杖じようが本当に『魔王の錫杖』であるのか否いなかだ」

「あ、聞いてたんだ」

　ラキスがポリポリと頭を掻かき、

「……出来れば秘密にしたかったんだけどな……」

　小さく呟つぶやくラキスの言葉を耳にし、グラードが頷うなずく。

「そうか……やはり本物か……」

「あ、いや、その……あまり知られたくないから……」

　慌あわてたラキスに、グラードが笑えみを向ける。

「心配せずとも、秘密は守る。あまり大ぴらに宣せん言げんできる類たぐいの物ではないからな。ワシ等ドワーフ族は信しん義ぎを重んじる種族故ゆえ、恩おんを仇あだで返すような事はせん」

　その言葉に、ラキスが小さく安あん堵どの息を吐はく。

「えっと、それじゃ本題ね。このままじゃ負けちゃうから、あたしとグレンの二人でいろいろ策を考えてみたの。でも、地底世界の状じよう況きようがまだ良く判わからないし、だからグラード王に判断してもらおうと思って。で、その前に確認したいのは、本当に他ほかに地上に至いたる道は無いのかってこと。帝てい国こくに援えん軍ぐんを要よう請せいしても、辿たどり着くまでに半年もかかったら、持ちこたえられないでしょ？」

　ラキスの言葉に、グラードが腕うでを組んで頷うなずく。

「実はもう一つだけ地上に至る道がある。『次じ元げん回かい廊ろう』と呼ばれる道だ。その道を使えば、凡およそ一か月ほどで地上に辿り着く。だが、その入り口をドルウェルが住処すみかとしているため、事実上使えない。それに、行き先はエルフ族の住む『不知火しらぬいの森』。ワシ等ドワーフ族とエルフ族は太たい古この確かく執しつで仲なか違たがいをして交流が途と絶だえておるし、古き慣習にとらわれた排はい他た的てきな一族だから、人間が足を踏ふみ入れるのを極きよく端たんに嫌きらう。たとえドルウェルの目を盗ぬすんで『次元回廊』を使えたとしても、『不知火の森』を無事に通れるとは考えぬ方がよい」

「そう。じゃ、帝国に援軍を要請するのは駄だ目めね……どうしようかな……」

　考え込むラキスに代わり、グレンが口を開く。

「ドワーフ族の皆みなさんから話を聞いたんですけど、各地の拠きよ点てんにドワーフ族の仲間が取り残されているという話ですよね。彼かれ等らとはまったく連れん絡らくがつかないんですか？　せめてもう少し戦力があれば、帝国に援軍を要請している間だけでも守りきる策が立てられると思うんですよ」

　その問いに、グラードが苦々しい表情で首を振ふる。

「連絡はまったくとれん。各地の拠点に仲間が取り残されているというのは、彼等がまだそこで頑がん張ばっているはずだという、ワシ等の希望的観測にしかすぎん。一〇か月も前に離はなれ離れになった彼等が本当に頑張っているのか、それとも敵に滅ほろぼされてしまったのか……それすら今のワシ等には確かく認にんすることが出来ぬのだ」

「そうですか……」

　やはり考え込むグレンに代わって、ラキスが再び口を開く。

「正直言ってね、この王都は残された人数で守るには広すぎると思うのよ。もうちょっと守りやすい場所に遷せん都としたり、いっその事一族みんな引き連れていったん地上に脱だつ出しゆつした後、帝てい国こくの援えん軍ぐんを頼たよりに反はん攻こうをするって手も有りだと思うけど？　ま、かなり厳きびしい事だとは思うけどあたしも手伝うし、少なくとも城じよう壁へきにケチの付いた王都に居い座すわるよりは生き残れる可能性が高いと思うの」

　その発案に、グラードが厳しい表情でラキスを見み据すえる。

「ワシ等らはこの地を……『プロミネンスの炎ほのお』を守らねばならぬ。たとえドワーフ族がすべて死に絶たえようとも、あれを蛇じや龍りゆうに渡わたすわけにはいかぬのだ」

　固い決意を秘めたその言葉に、ラキスとグレンが思わず気け圧おされる。

「……その『プロミネンスの炎』とは、一体どういうものなんですか？」

「うん。あたしもそれは知りたい。全然持ち運べたり出来ないものなの？」

　その問いにグラードは腕うでを組んでしばし考え込み、ラキスを見て小さく頷うなずく。

「『プロミネンスの炎』とは、『地底の太陽より出て、地底の太陽に戻もどりしもの』だ。『破は壊かいをもたらす深しん紅くの炎』でもある。人間達の伝でん承しように残されているのかいないのかは承知しておらぬが、ワシ等ドワーフ族やエルフ族の伝承では『プロミネンスの炎』がもたらした災さい厄やくが伝えられておる。それによると、かの炎は一度地上を焼き尽つくし、当時栄えていた地上の文明を滅ぼしたとされている。唯ゆい一いつ地上で残ったのが、エルフ族の守しゆ護ごする『不知火しらぬいの森』だけだったと……。それ故ゆえ、過去にエルフ族が『プロミネンスの炎』の消しよう滅めつをワシ等に要求し、ワシ等がそれを拒こばんだために関係が悪化したという歴史もある。ワシ等が拒んだ理由は、それが『地底の太陽に戻りしもの』だからだ。地底に太陽が戻ることは我われらドワーフ族の悲ひ願がん。それを失うことは出来ぬ」

「……でも、そのために一族が滅めつ亡ぼうしちゃったら意味無いんじゃない？」

　尋たずねるラキスに、グラードが大きく首を振ふる。

「ワシ等ドワーフ族は、その様な考え方はせぬ。『希望が失われる時は滅びの時。故ゆえに決して希望を手放さぬ』というのがワシ等ドワーフ族の常識なのだ。が、それはさておき、『プロミネンスの炎』をドルウェルに渡わたせぬ理由は他ほかにもある。かの炎は巨きよ大だいな力を秘めたものだが、扱あつかいは極きわめて困こん難なんであり、押おさえ込むためには極めて強大な力を必要とする。ドルウェルは『プロミネンスの炎』を我わがものにして神に成ろうとしているが、ハッキリ言ってドルウェル程度の力では、その力を押さえることは不可能なのだ。『神に相当する力』を持たねば、かつて起こった災さい厄やくが再び二つの世界を襲おそうことになる。かつてドルウェルが譲ゆずってくれと言って来たときにそう言って断ったのだが、ヤツはそれを信じず、ワシ等の千年にも及およぶ戦いが始まったという経けい緯いがある。故に、どの様な事をしても『プロミネンスの炎』をドルウェルに渡すわけにはいかぬのだ」

「なるほど、そんな危険なものなんだ……それは、あたしにとってはいい話が聞けたな。これで陛へい下かの勅ちよく命めいに反対する大義名分が出来るし。ま、この危機を乗り越こえられたらの話なんだけどね……」

　そう呟つぶやきながら考え込むラキスを、グラードが意い味み深しんな目で見る。

「『神に相当する力』、即すなわち『魔ま王おうの錫しやく杖じよう』の力を持つラキス殿どのなら、あるいは『プロミネンスの炎』の力を押さえ込めるかも知れぬ……」

「……へ？」

「……いや、事が事だけに、可能性は慎しん重ちように検けん討とうせねばならぬ。すべてはこの危機を乗り切ってからだ。今は忘れてくれ」

「……何か、すっごく不ふ吉きつな予感がするんだけど……」

　ラキスが思いっ切り引きつった笑えみを浮うかべ、「聞かなかったことにしよう」と小さく呟く。

「一いち応おう尋たずねますけど、その『プロミネンスの炎』を消しよう滅めつさせることは出来るんですか？　エルフ族が消滅させろと要求したと言いましたけど？」

　グレンのその問いに、グラードはあっさり首を振ふる。

「無理であろうな。無論、その様な事を試ためしたことはないが」

「それじゃ、次の案だけど……えっと……その……グレン、何かある？」

「……もう、無いですよ……」

「……うん。無いね……」

　そう、ラキスとグレンが頷うなずき合って、しばし沈ちん黙もく。二人して、同時に頭を抱かかえた。

「いや～、八方塞ふさがりだね～」

「打だ開かい策さく無しか、困ったな……」

「難むずかしいです～」

　そうため息を吐つくマイルズ、ハーツ、メルフィの三人に、ラキスが少しカチンとくる。

「ため息吐いてないで、少しは案を出してよ！　何であたしとグレンばっかりなのよ！」

「いや～、頭ず脳のう労働は俺おれらの仕事じゃないしね～」

「この際だからハッキリと断だん言げんするが、俺が思い付くような事なら、とっくにお前達が思い付いているぞ？」

「胸を張るな！　情けないから！」

　そう額ひたいから角つのを出すラキスに、メルフィが手を挙げる。

「ラキスさん。あたし、ラキスさんが魔ま法ほうの太陽を造つくればいいと思います」

　そのメルフィの無む邪じや気きな発案に、ラキスがカクンと頭を俯うつむかせる。

「えっとね……それが出来れば一番良いんだけどね……無理だと思う、あたし一人じゃ」

「どうして無理なのかな～？　その言い方だと、少しは可能性があるようにも聞こえるけどね～」

　首を傾かしげて尋たずねるマイルズに、ラキスが苦く笑しようを向ける。

「確かに可能性はゼロじゃないわよ、限りなくゼロに近いと思うけど。あたし来る前に資料を読んできたから、一応基本的な事は解わかっているのよ、造り方とか。ただ、理り屈くつを知っているのと実際に造れるのは別問題って事。細かい所はどうしても経験が必要で、資料だけじゃ解らない事が多いのよ。だから、もしあたしが造れるとしたら、かなり好条件に恵めぐまれていないと駄だ目めなわけ。例えば、昔宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんが太陽を造るために使った浮ふ遊ゆう岩がんが、今すぐ手にはいるとか……」

「ありましたよ、浮遊岩。王都のどこかに置いてあるのを二、三日前に見ましたから」

　グレンの言葉に、ラキスがしばし沈ちん黙もく。

「……うそ？　何で？　だって空から落ちたんでしょう？　普ふ通つうどこに落ちたか判わからないし、壊こわれているんじゃないの？　壊れてたら意味無いのよ？」

　少し混乱した様子で尋ねるラキスに、グラードが苦笑しながら答える。

「一〇か月前に落ちた太陽を、ドワーフ族の勇者が追つい跡せきして王都に持ち帰ったのだ。その者の言葉によると、地に墜おちた太陽は二、三日なおも輝かがやきを放っていたが、遂ついに輝きを失い、ただの石に変わったという。長年ワシ等ら一族を守り続けた守り神であるから、丁てい重ちように扱あつかって祭ってあるぞ」

「……二、三日は光ってたって事は、本来の機き能のうは損そこなわれてないって事じゃない。それならちょっと手を加えれば、あたしでも機能を回復できると思うけど……あ、でも無理だ。だって純じゆん粋すいに魔力が足りないもの。最低でも二〇人の魔法使いが力を合わせないと造れないって資料に書いてあったから……」

「ラキスさん。宝ほう物もつ庫こに魔力を増ぞう幅ふくさせる物がいっぱい置いてあったんですけど、使えないですか？」

　無む邪じや気きに尋たずねるメルフィに、ラキスがしばし沈黙。

「……ねえメルフィ……何で宝物庫の中身を知っているの……？」

「え？　だってラキスさんが、グラード王が目を覚ますまで王都をいろいろ調べようって言ったじゃないですか。だから調べたです～」

「……いや、何で宝物庫を調べたのかって聞いているんだけど……？」

「え？　だって、隠かくされた場所から調べるのは常識ですよ？」

『……………………』

　思わず重なるみんなの沈黙。

「……まあ確かに、かつてバルドナが持ち込んだ物が宝物庫に置いてあるが、使えるのか？」

　苦く笑しようしながらそう尋ねるグラード。どうやら不ふ問もんにしてくれたらしい。それで小さく安あん堵どの息いきを吐はきながら、ラキスが考え込む。

「うん、使えるけど……問題は儀ぎ式しきをする場所が近くにあるかって事ね。あたし一人だけだとどうしても儀式に時間がかかって一週間は身動きがとれなくなるから、その間あたしは無防備になっちゃうのよ。だから護まもって欲ほしいんだけど、『プロミネンスの炎ほのお』と離はなれちゃうと戦力を分散しちゃう事になるでしょう？　だから、出来るだけ近くで、なおかつ大地の力が安定している儀式に都つ合ごうの良い場所が必要なの。でも、まあ無いだろうな、そんな都合の良い場所……」

「あるぞ。儀式に最さい適てきな場所が、王宮の中庭に。『プロミネンスの炎』が収められた場所のすぐ近くだから、問題はあるまい」

「……へ？　何で？」

「この王都の基き礎そ設計者はバルドナだからな。あいつが趣しゆ味みで、ワシに相談も無しに勝手に造ったのだ。絶対何かの役に立つ日が来るとか申してな。ワシ等らドワーフ族は魔ま法ほうを使わぬから、今まで役に立った事はなかったのだがな」

　苦く笑しようするグラードに、ラキスがポリポリと頭をかく。

「えっと……それだけの条件が揃そろっているなら、あたしでも魔法の太陽を造れるかな？　取とり敢あえず結論は、実物を見てからね。確かく認にんしたいから、案内して」
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　王宮の建物に囲まれた、五〇メートル四方の空間。

　中庭に案内されたラキスは、その光景を見て苦笑を浮うかべた。

「中庭って言うからそれらしいものを想像していたけど、ただの空あき地じゃない。木とか植物とかは無理だろうけど、噴ふん水すいとか変な彫ちよう刻こくとか、てっきりそういう物があると思ってたのに」

　そう言うラキスに、案内したグラードも苦笑を浮かべる。

「バルドナのヤツが、ここには一いつ切さいそういう無む駄だな物を置くなと、あまりにもうるさく主張したのでな。ワシとしては無駄な空間にしか思えぬが、約束を交かわした以上、信義は守らねばならぬ」

「ふ～ん……ま、いいけど。じゃ、ちょっと調べてみようかな……」

　ラキスはそう言うと中央辺りまで歩いて、目を閉じて小さく呪じゆ文もんを唱える。すると地面に、凡およそ直径三〇メートルほどの円が、薄うすい光の線となって浮かび上がった。

「何だ、これは？」

「さあ。僕ぼくは魔法のことは詳くわしくありませんよ」

　そう言うハーツとグレンに、ラキスが目を開けて微笑ほほえむ。

「この光の線は、宮きゆう廷てい魔術師団では『法ほう円えん』と呼ばれているもの。『法円』というのは、一いつ般ぱん的てきな魔ま方ほう陣じんの一番外側に描えがかれる円のこと。これには円の外と中を区別させて、円の中に発生する力が外に漏もれることを防ぎ、中で安定させる効果があるのよ。ま、今回は、この地がどれだけ安定しているか調べるために作ったんだけどね」

　そう言ってラキスが表情を改め、

「……驚おどろいたな……周囲から力が集中してくるのに、これだけ安定しているなんて……建物の配置とか、地ち脈みやくの動きとか、完全に計けい算さんし尽つくされているのよ……」

　そう呟つぶやき、息を吐はいて光の円を消した。

「それで、どうなんだ？」

「文もん句く無し。魔方陣を作る場所としては、最高の条件が揃そろっている」

　ラキスがそう結論付けて尋たずねるハーツに笑えみ、グラードに視線を向ける。

「それで確かく認にんしたいんだけど、『プロミネンスの炎ほのお』はどこにあるの？　防ぼう御ぎよ態勢とか、いろいろと考こう慮りよに入れないといけないから」

　尋ねるラキスに、グラードが重々しく頷うなずく。
















「こっちだ。この中庭に面した壁かべの一部に隠かくし扉とびらがある」

　グラードが中庭を移動して壁を触さわる。すると西に面する壁が開いて階段が見えた。

「やっぱりですね……他の三方の壁には中庭へ通じる扉があるのに、西側にはないのは変だと思ったんですよ。それに図面上だと、その辺だけつじつまが合わない形になりますし、何かあると思っていたんですよね……」

　グレンが三日間かけて作った宮きゆう殿でんの見取り図を見ながら、納なつ得とくした様子で地下に通じる階段に近付く。その後をハーツ達が続き、ラキスも中央から階段の所にやってきた。

「……あれ？」

　最初に反応したのはメルフィである。階段の前に立ち、小さく戸と惑まどいの声を上げて首を傾かしげる。

「どうしたの？」

「何だか、奥おくから変な感じがするです～」

　ラキスに答えるメルフィ。そのメルフィの腕うでに抱だかれたエイブルが、小さく頷く。

「異い質しつな力を感じます。何か、巨きよ大だいな力です」

　そう呟くエイブルを、グラードが不ふ思し議ぎそうな顔で見た。

「何だ喋しやべるのか、その変な生き物は」

「……変な生き物……」

　メルフィの腕の中で、エイブルがカクッと項うな垂だれる。だが、残念な事にみんな階段の奥に注目していて、尋ねたグラードすら、すぐにエイブルに興味を失うしなって階段の奥に視線を向けていて、誰だれもそれに気が付かない。

「この階段の奥深くに『プロミネンスの炎ほのお』を封ふうじた扉がある。感じるのはその封印の力だ。普ふ段だんは隠し扉で押おさえておるが、扉が開けば勘かんの鋭するどい者なら中庭にいても察するだろう。異質なのは、神の手による封印だとされているからだ」

　そう言って階段を下り始めるグラードに、ラキス達も続く。しばらく階段を下りて行くと異様な雰ふん囲い気きが強まり、やがて巨大な扉のある広大な空くう洞どうに着いた。

　それは、異様な雰囲気を醸かもし出す扉である。

　両開きの扉。高さは凡およそ五メートル。扉の作りそのものがでかく、巨人が利用するためのものかと思われる。

「この封印の扉の向こうにある部屋に『プロミネンスの炎』がある。この封印は中の力を外に出さぬためのものだ。外からの力には、あまり役に立たない。ドルウェルクラスの力があれば、容易たやすく扉を破は壊かいできよう」

「……なるほど、ここに辿たどり着かせたら駄だ目めって事ね」

「そうだ。この扉が開いたとき、世界は滅めつ亡ぼうする」

　重々しく断だん言げんするグラードの言葉に、全員が頷うなずく。世界の滅亡という言葉が決して誇こ張ちようであるとは思えないほど、この場で感じる力は巨大であり、異質であった。

「……よく解わかった。もういいわ。あんまりここに長くいると、圧力に押し潰つぶされて息が詰つまりそうだから……早く外に出よ」

　ラキスの言葉に、全員が異い議ぎなしの様子で頷き、来た階段を上り始めた。

「思っていたよりも近いな……基本的には、中庭を守りきればいいって事か……ま、落ちた浮ふ遊ゆう岩がんが本当に使えるならの話だけどね……」

　ラキスがそう呟つぶやきながら階段を上りきると、中庭の中心に直径五メートルほどの丸い岩が置いてあり、その周りに十数人のドワーフ達がたむろしていた。

「あ、もう持って来たの？　早いわね。……ところで何？　その、岩に張り付けて飾かざってある注し連め縄なわは？」

　球形の岩に、ぐるりと一周飾られた注連縄を見て首を傾かしげるラキスに、岩を運んできたドワーフの一人が胸を張る。

「神しん聖せいな物に対する礼れい儀ぎだ。これは凡そ六〇〇年に亘わたってドワーフ族を守護した、いわば我われ等らの守り神。敬意を払はらうのは当然であろう」

「変な物を神格化して、変な宗教を立ち上げようとするな！　さっさと取れ！　調査の邪じや魔まだから！」

　ラキスが肩かたを怒いからせてツカツカと岩に歩み寄り、注連縄を摑つかんでグイと引っ張る。

「ああ！　なんて罰ばち当あたりな！」

　狼狽うろたえてそう騒さわぐドワーフ達。

「うるさい！　『法ほう円えん』と似た効果を持つ注連縄なんかされたら、魔ま法ほうを使う時に変な具合に力が歪ゆがむの！　いいからさっさと撤てつ去きよする！」

　ラキスに睨にらまれてドワーフ達がたじろぎ、苦く笑しようするグラードの指示に従って渋しぶ々しぶと注連縄を取り外す。

「それでどうなのだラキス殿どの。使えそうか？」

「ちょっと待ってね。今から調べるから」

　尋たずねるグラードに苦笑を向け、ラキスがじっと岩を見て、触さわったり叩たたいたりしながら岩の周りを一周する。

「うん。変な傷とか、欠かけた所とかはないみたいね。あとは、ちゃんと本来の機能を保持しているかだな……」

　そう頷いて呟き、岩に右手を添そえて目を瞑つむり、呟くように呪じゆ文もんを唱える。

　一いつ瞬しゆん、岩全体がほのかな光に包まれた。

「……驚おどろいたな……ほぼ完全な機能を保っているじゃない……要するにあれか、変な表現だけど、外から供きよう給きゆうされていた魔力が突とつ然ぜん止まったんでビックリして機能を止めただけだから、安心させてやるだけでもとに戻もどるって事か。でも、凄すごいな……一回落ちたなんて信じられない。さすが初代筆頭宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しのバルドナ様、いい仕事してるな～」

　そう呟つぶやいて感心するように岩をしげしげ眺ながめ、笑え顔がおでグラードに振ふり向く。

「結論。出来るわよ、魔ま法ほうの太陽。ほとんど修復する必要無いから。ただ問題は、あたしの力だとどんなに頑がん張ばっても、魔法の太陽の寿じゆ命みようが短くなるって事ね。帝てい都とに援えん軍ぐんを要よう請せいするにしても、せめて半年の寿命は欲ほしいじゃない。でも、太陽に半年の寿命を持たせるためには、あたしの計算だと魔力を増ぞう幅ふくするのに一週間はかかるの」

　そう言いながら、ラキスが小さく息を吐はき腕うで組ぐみをする。

「それだけの時間をかけて増幅した魔力を上う手まく浮ふ遊ゆう岩がんに定着させるには、どうしても半日くらいはかかるわ。問題はそこ。ドルウェルが黙だまって見過ごすはずがないし、必ずちょっかいを掛かけてくると思う。特に危険なのが最後の半日。その間あたしは魔法に集中していて完全に身動きがとれなくなるから、みんなに護まもってもらう必要があるの。もしその半日の間に儀ぎ式しきを邪じや魔まされたら……具ぐ体たい的てきには魔方陣じんを崩くずされたら、高めた魔力が暴発してあたし死んじゃうからね。逆に儀式を邪魔されなければ、魔法の太陽が復活してドルウェルやゲラ達の力を押おさえることが出来る。そうなれば、分断されている他のドワーフ達が生き残っていれば集結しやすくなるし、そうじゃなくても城を守りやすくはなると思う。今よりもずっと、帝都に援軍を要請する間の時間稼かせぎがしやすくなるわ」

「一週間と、半日か……長いな」

　腕組みをして唸うなるハーツに、ラキスが頷うなずく。

「うん。それだけの間守りきれるかどうか。守りきれたとしても、犠ぎ牲せいが大きすぎたら意味無いかも知れない。もしすべてが上手く行っても、半年の間守りきれるかも定かじゃない。見通しは決して明るくないけど、他ほかに有効な手段もない。どうする？」

「他に手がなければ、賭かけるしかあるまい。座して死を待つよりはマシであろう」

　グラードの厳おごそかな決断に、その場の全員が頷く。

「……僕に策さくがあります。その前に確かく認にんしたいんですけど、そのラキスさんが魔法に集中する半日間という期間を、途と中ちゆうで切り上げて短くする事は出来ませんか？　例えば太陽の寿命が一日程度になっても構かまいませんから」

　尋たずねるグレンに、ラキスが首を傾かしげる。

「えっと……魔法の太陽を造つくるためには、最低でも二時間は必要になるわ。その後なら何とか出来なくもないわよ。でも、何で？」

「ドルウェルをおびき出して、一気に決着をつけようと思うんですよ。僕の勘かんですけど、ドルウェルは必要以上にラキスさんの持つ『魔王の錫しやく杖じよう』を恐おそれていますから、ラキスさんが身動きできなくなるまで攻せめて来ないと思うんです。だから、勝負は最後の半日になると思うんですよ。そこでまず、最初の段階でドルウェルと、その軍勢であるゲラを引き離はなします。ドルウェルとしては短い時間で儀式の邪魔をしなければなりませんから、頑がん強きような抵てい抗こうに遭えば焦あせって、強大な力を持つと自じ負ふするだけに突とつ出しゆつしてくると思うんですよ。現に、三日前の戦いではたった一人で南門を突とつ破ぱしようとしましたからね。ですから城じよう壁へきか王宮での戦いで出来るだけ時間を稼かせいでもらって、わざとドルウェルだけを突破させてギリギリまで引き付けて、ラキスさんが魔法の太陽を完成させるんです。魔法の太陽により力を押おさえ込まれたドルウェルを、少数精せい鋭えいで取り囲んで討うち滅ほろぼす……それ以外に、現状を覆くつがえせる確実な方法は無いと思います」

　なるほどと頷く周りの中で、ラキスが苦く笑しようしながら首を振ふる。

「グレン、いい作戦だとは思うけど、それ無理。あたし呪じゆ文もんに集中すると、周りに気を配る余よ裕ゆうがなくなる……それだけ難むずかしい作業になるから、どのタイミングで太陽を完成させていいか判断が出来ないのよ。あたしが判断出来ないと意味無いでしょう？」

「……誰かが教えるとか、合あい図ずするとか、方法は無いんですか？」

「そりゃ、合図してくれたら判断出来るけど、誰がしてくれるの？　儀ぎ式しきの途と中ちゆうで魔方陣じんの中に入ってこられたら、魔方陣が壊こわれちゃうのよ？　そうなれば大だい爆ばく発はつして、あたし死んじゃうんだから。それを避さけるためには最初から魔方陣の中に入っている必要があるけど、膨ぼう大だいな力が渦うず巻まく魔方陣の中では、波は動どうを力に合わせる事が出来ないと衰すい弱じやく死ししちゃうのよ。どんな頑がん強きような人でも、三日も保もてばいい方かな。ま、魔法使いなら誰でも出来ることだけど……あたし以外に、そんな人どこにいるの？」

『……………………』

　全員が沈ちん黙もくする中で、メルフィに抱だかれたエイブルが胸を張る。

「ボク、出来ます。ボク、どうせ戦せん闘とうには参加できませんし、誰かが外から合図をしてくれたら、ボクがラキスさんに教えます」

「あ、そうか。『瞬またたく扉とびら』でもエイブルだけはそれが出来たんだっけ。じゃ、誰かがエイブルに合図すれば、問題は解決ね」

「僕が合図しますよ。そうですね、時が来たら花火を上げますから、ラキスさんに合図してください」

　コクンと頷うなずくエイブルを見て、ラキスがグラードに視線を向ける。

「グラード王、この作戦で構かまいませんか？」

「うむ。ヤツと決着がつけられるなら、ワシ等らとしても願ってもないことだ」

　グラードの返事に、ラキスが笑えみを浮うかべる。

「よし、その作戦で行こう。作戦決行は……えっと……三日後にしよう。あたしは魔ま方ほう陣の準備で忙いそがしいから、今回の作戦指揮はグレンにお願いね。大変だと思うけど、あたしはみんなに命を預あずけるんだから頑張ってね。……と言うことで、さっそく準備に取りかかろうと思うんだけど、グラード王、貸して欲ほしい物があるの」

　微笑ほほえむラキスにグラードがゆっくり頷く。

「何なりと言うが良い」

「ありがとう。それじゃ、ベッドとちゃぶ台。あたしお茶が好きだから、ポットと急きゆう須す。あと、暇ひまつぶし用に書物なんか貸してくれると嬉うれしいんだけど？」

『……暇つぶし？』

　嬉うれしそうなラキスに、全員の疑問の声が重なった。




　　　　５




　地底世界の奥おく深く。

　光の届かぬ闇やみの中。

　住処すみかである洞どう窟くつの奥で、屈くつ辱じよくに身をよじる蛇へびがいた。

「口くち惜おしいぞよ、悲しいぞよ。何なに故ゆえ妾わらわがいじめられねばならぬぞえ？　おのれ魔王め、千年の長きにわたる妾の望みを、チラッと顔を見せて妨ぼう害がいするばかりか、あまつさえ妾を恐きよう怖ふさせるとは！　この恨うらみ、八つ裂ざきにしても飽あき足らぬぞよ！」

　そう言いながらドルウェルは、住処である洞窟の中にある物置に頭を突つっ込み、せっせと荷造りをしていた。

「これは捨てられぬ大事な物ぞよ。これも思い出深い品ぞよ。それも、あれも、どれも失いたくはないが、されど全部は持って逃にげられぬのじゃ……。困ったぞよ～！　全然荷造りが進まぬぞよ～！」

　ついでに話も進まない。

　ガサゴソと物置をあさり、要いる物と要らない物を分別しながらドルウェルが頭を抱かかえる。中央に分別された物は圧あつ倒とう的てきに要る物に分類された物が多く、要らない物に分類されたのは二、三点のガラクタである。と言って、要る物に分類された物がどれも貴き重ちような品かと言えばそうでもなく、当然ながら当人以外にはどう見てもただのガラクタにしか見えない物が多数含ふくまれている。

「おう、これは妾がまだ地上におった頃ころ、初めて人間に生いけ贄にえを要求して献けん上じようされた、記念すべき娘むすめの頭ず蓋がい骨こつぞよ。懐なつかしいぞよ～。なにぶん初めての経験で、ほんに生け贄が献上されるか、期待と不安に押おし潰つぶされそうになりながら期限を待ったあの頃の、初うい々ういしき気持ちがまざまざと思い起こされるのじゃ～。初心忘れるべからずじゃ。これは絶対捨てるわけには参らぬぞよ」

　そんな初心は忘れてしまえと言いたいが、残念ながらこの場には突っ込む者が誰もいない。ドルウェルはその頭蓋骨を要る物に分類すると、またガサゴソと物置をあさり始めた。

「これもまた懐かしい品なのじゃ～。妾が初めて一つの国を滅ほろぼしたときの、うら若き王女の頭蓋骨なのじゃ。妾に一族を目の前で飲み込まれて泣き叫さけぶ、あの美しい表情が忘れられぬぞよ。これはまだ妾が地上におった頃の、大切な思い出の品なのじゃ。これも捨てられぬぞよ」

　そう言って、大切そうに要る物に置く。

　万事この調子である。

　引ひっ越こしの時の心得は、思い切りの良さと決断力。あまり思い切りが良すぎると後こう悔かいすることになるが、それはともかくこれでは荷造りが進むはずもない。

「ここはこの辺でよいぞよ」
















　かなりの長時間物置に身体からだを突つっ込んでガサゴソしていたドルウェルは、ようやく踏ふん切りを付けて物置から這はい出し、天てん井じように届かんばかりの山になった要る物を見て思わず頭を抱かかえた。

「まだ十分の一しか終わってないのにこの有り様ぞよ～。急がねば、いつ魔ま王おうが妾わらわをいじめに来るか判わからぬと言うに、これでは先が思いやられるのじゃ……」

　頭を抱えたドルウェルが、今度は要る物の山と格かく闘とうを始める。

　山から一つずつ手に取り、ジッと見つめて考えて、また山に戻もどす。それを何度か繰くり返し……

「……出来ぬ。妾には出来ぬぞよ。どれもこれも、妾が丹たん誠せい込めて集めた物ばかりなのじゃ……妾には、そなた達を捨てる事など出来ぬぞよ～！」

　要る物の山にしがみついてワッと泣き出した。

「そもそも何なに故ゆえ妾が逃にげ出さねばならぬのじゃ～！　妾は神になりたかっただけぞよ～！　妾の頼たのみをすげなく断り、たった一〇〇匹ぴきを食っただけで攻せめてきたドワーフ族に非ひはあるのじゃ～！　いつもそうぞよ。妾が地上におった頃も、妾は三年に一度という、気の遠くなるような長い周期で生いけ贄にえを要求していたぞよ。ちゃんと契けい約やくを守って、生け贄を差し出せば妾は暴れなかったぞよ。人間共が契約不ふ履り行こうをしたときも、妾はちゃんと自じ重ちようして人間共を滅ほろぼさなかったぞよ！　なのに魔王は妾が悪いと、一方的に決め付けて追い掛かけ回したのじゃ～！　這ほう々ほうの体ていで逃げ出して地底世界に安住の地を求めれば、また魔王がやって来て妾をいじめる……妾はここを離はなれてどこに行けばよいのじゃ？　海かえ？　海底の世界かえ？　妾は魚臭くさい人魚など食いたくはないぞよ～！」

　そう泣き喚わめいていたドルウェルが、不意にビクンと身体からだを竦すくませ振ふり向く。

　異様な魔力の波は動どうを感じたのだ。

「この感覚、覚えがあるぞよ……かつて帝てい国こくが、魔法の太陽を作ったときと同じ感覚ぞよ……宮きゆう廷てい魔術師の本隊が到とう着ちやくしたのかえ？　その様な感覚はなかったぞよ？　不ぶ細さい工くなゲラ共もさわがなんだし……。そうかえ！　魔王かえ！　魔王が魔法の太陽を造るつもりなのじゃ！　妾の力を押おさえて抵てい抗こうする力を無くし、それからネチネチと、陰いん険けんに、妾をいじめぬく腹はら積づもりなのじゃ～！　こうしてはおられぬぞよ！　一刻も早く荷造りを……」

　そこまで言ってドルウェルは、要る物の山に伸のばした手をピタリと止める。

「……待つぞよ。これはチャンスぞよ。いくら魔王でも今の妾の力なら、呪じゆ文もんに集中しているときに攻こう撃げきすれば倒たおせるのじゃ……妾の力が脅きよう威いなればこそ、魔王も妾の力を弱めようとしておるのじゃ……。きっとそうぞよ。そうに決まったぞよ。となれば、やり方次し第だいで勝機は充じゆう分ぶんにあるぞよ……」

　ドルウェルの表情が、いびつな笑えみの形に歪ゆがむ。

「これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスぞよ！　ホホホ、待っておるが良いぞよ、そなた達。妾はそなた達を決して見捨てたりはせぬぞよ。魔王を倒し、神になり、妾はそなた達をきっと守ってみせるぞよ！」

　全身に強きよう烈れつな殺気を張り付かせて、ドルウェルは要る物の山に向かってそう微笑ほほえんだ。







　第六章　太陽が昇のぼるとき
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　光り輝かがやく巨きよ大だいな柱が闇やみに閉じた天に向かって伸のび、王宮の中庭を光が広こう範はん囲いに亘わたって照らしている。

　その光の柱の正体は、直径三〇メートルはある大きな魔ま方ほう陣じんである。重ねて描えがかれた『魔ま晶しよう顕けん現げん陣じん』が黒い円えん線せんを形成し、あたかもその黒線が半透とう明めいの光を天に向かって発し、巨大な光の円柱を形けい成せいしているように見える。

　その円の中心では、設せつ置ちされた球形の浮ふ遊ゆう岩がんが薄うすい輝きを放ち、目を凝こらせば光の粒りゆう子しがその岩に向かって収束している様が見て取れる。その光景は光の祭典と呼びたくなるほど美しく、見る者の目を惹ひき付けずにはいられない。

　そんな光景を、魔方陣すぐ近くの外からハーツとグレンの二人が並んで見ていた。

「ラキスが最後の仕上げに入るまであと六時間か……それまで、敵が襲おそってくる様子はないようだな……」

「機会を窺うかがっているんですよ。油断は出来ませんけど、勝負はきっとラキスさんが仕上げの魔法に集中してからの半日間ですよ。その時、一気に襲ってくるはずです」

　グレンの言葉に頷うなずき、ハーツは再び魔方陣の中を見た。

　中央にある浮遊岩のすぐ近くにベッドがある。その上でラキスが俯うつぶせに寝ね転ころがり、リラックスしきって本を読んでいる姿が見える。

「……だんだん腹が立ってくるな、あの姿」

「そうですよね。いったん魔法を発動させると、魔方陣の中に入れなくなる。無理に入ると魔法が壊こわれる。最後の仕上げは魔方陣の中でやらないといけないから、最初から入っている必要がある。でもその間やることはないから……。理り屈くつでは解わかっていても、やっぱりむかつきますよね、あの姿」

　ちょうどその時ラキスが退たい屈くつそうに欠伸あくびをする姿を見て、二人が額ひたいに青あお筋すじを浮うかべた。

『いつ敵が襲ってくるか判わからないから、一時も油断するな』とラキスが言ったので、ハーツ達は一日中緊きん張ちようをしている。なのに、言った本人のだれきった姿を見せられれば、誰だれだってむかつくだろう。

「ま、ガチガチに緊張されるよりマシじゃないかな～」

　その声に振ふり向くと、鍋なべを持ったマイルズと、お皿を持ったメルフィがいた。
















「ご飯ですよ～。今日はスープにしてみました～」

　ニコニコと微笑ほほえみながらメルフィがシートを広げてお皿を配り、みんなの皿にスープをつぐ。

　ゲラの肉を使ったスープである。保存食はまだ残っているが、万が一の時のための保存食であるのだから、出来るだけ消しよう費ひは避さけるのが冒ぼう険けん時の基本である。第一、保存食は基本的に美お味いしくない。必要がなければ、出来るだけ食べたくない代しろ物ものである。

「あたしまだ『トカモグ』の肉を食べたことがないんだけど、どんな味がするの？」

　その声に振り向くと、いつの間にやって来たのかラキスが魔ま方ほう陣じん内の端はしで干ほし肉をかじりながらみんなを見ている。魔方陣内から出られないラキスがゲラの肉を調達するのは無理なので、仕方なく一人だけ保存食を食べているのだ。

　おそらく保存食ばかりで飽あきているのだろう。まだ知らぬ食べ物の味に興きよう味み津しん々しんの様子で尋たずねてくるラキスに、ハーツが思わず苦く笑しようを漏もらす。

「お前、まだ名前にこだわっているのか？」

「いや、別に……。ただ、こっちの方が愛あい着ちやくがわくから」

　ちょっと瞳ひとみを彷徨さまよわせるラキスに、みんながため息を吐つく。

「……しっかりこだわってますよ」

「諦あきらめが悪いよね～」

「うるさい。それでどうなの、味の方？」

　その問いに、ハーツが苦笑を深める。

「『これを食うくらいなら飢うえ死にした方がマシだ！』と言うほど不ま味ずくはない」

「うわ、何だか微び妙みような表現ね」

「いろいろ試ためしてはいるんだけどね～」

「手に入る調味料が塩しかないんですよ」

「このスープもほとんど塩スープだからな」

「難しいです～」

　そう言いながらみんながパクリと肉を食べ、同時に顔をしかめた。

「何か苦く戦せんしているみたいね。ま、これが終わったらあたしがいろいろ試してみるから、それまでは辛しん抱ぼうしてね」

　みんなの姿を見て苦笑するラキスの言葉には根こん拠きよがある。

　ラキス達の旅の間の食事の用意は、基本的には持ち回りである。

　ハーツはモロに男の料理で、不ぶ器き用ような上に味も大おお雑ざつ把ぱ。マイルズはそこそこの腕うで前まえだが、いつも面めん倒どうくさがってまず作ることがない。だから最近は、この二人の時はグレンが作る。

　メルフィは料理が好きで味もそこそこ。だが、良く変な物を入れて味を致ち命めい的てきなまでに破は壊かいする。最近はラキスと一いつ緒しよに作る事が多い。

　そして、意外かも知れないがラキスの腕前は一級品である。

　幼い頃ころから病気の母親に代わって家事をしていたし、知識もあるからいろんな種類の調味料を自分でこさえて使いこなす。ラキスが料理を作るときは、誰も一度も味について文句を言った者はいない。

　そして……

「ラキスさんが調味料を持ったまま中に入らなければ、僕ぼくが何とか出来たんですよ」

　ムスッとした表情で肉を食べるグレンの腕前も一級品である。

「何度も謝あやまったじゃない、そんなに怒おこらないでよ。誰にだって失敗はあるんだから」

　ラキスがポリポリと頭を掻かきながら苦笑する。

　魔ま方ほう陣じんの準備で頭が一いつ杯ぱいだったラキスが間ま違ちがえて、様々な荷物と一緒にグレンの鞄かばんも持って魔方陣の中に入り、魔法を発動させたのである。おかげで調味料は唯ゆい一いつ現地調達できる塩だけとなり、苦戦を強しいられているのだ。

「いいですけどね。ラキスさんには後で、この『ゲラ肉入り塩スープ』を必ず食べてもらいますから」

「……そんなに不ま味ずいの？」

「安心しろラキス。『食べられなくもない』ぞ」

「……………………」

「不ふ公こう平へいはいけないよね～」

「平等です～」

　みんなの言葉にラキスが瞳ひとみを彷徨さまよわせ、誤ご魔ま化かすように話題を変える。

「えっと、あと六時間もすればあたしも忙いそがしくなるし、あたし魔方陣の中にいて状じよう況きようが全然判わからないから、今のうちに確かく認にんしておくね。グレン、王宮内の中庭に通じる通路を、ちゃんと一か所に絞しぼってくれた？　どこから来るかを絞れないと対応が難しくなるけど？」

「ドルウェルが来るのは東にある扉とびらからです。ドワーフの皆みなさんの協力で余よ分ぶんな通路は徹てつ底てい的てきに塞ふさぎましたから、素す直なおに通れば一直線で向かって来ますよ。無理に他ほかの道を通れば罠わなが発動しますし、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「了りよう解かい。ところでグラード王はどこにいるの？　やっぱり前線に出るって？」

「ドワーフ軍は、全軍が城門で敵を食い止める腹のようだ。どうせ弱い所を突ついてくるだろうから、旧北門に集中している。グラード王もそこで指し揮きを執とるつもりだろう」

　ハーツのその返事に、ラキスが渋しぶい顔をする。

「本当はグラード王もここで戦って欲ほしかったけど……でも、出来るだけ市民を巻き込みたくないって言うから仕方ないか。王が指揮を執っていなかったら、ドルウェルも怪あやしむかも知れないし。その分こっちの戦力が手て薄うすになるけど、みんな頑がん張ばってね」

　そうみんなに微笑ほほえむラキス。

　中庭でドルウェルを迎むかえ撃うつメンバーはラキスの仲間達だけで、ドワーフは一人も参加しない。ドワーフ軍はドルウェルとその軍勢を切り離はなすために全力を投入することになっている。

「出来れば、このまま敵が攻せめて来なければ、それが一番良いのかも知れないけど……」

　応おう急きゆう処しよ置ちをしたとはいえ、北門が破られた城じよう壁へきでは市街戦になるのは避さけられないだろう。グラードはその被ひ害がいを出来るだけ少なくしたいようだが、一いつ般ぱん市民の犠ぎ牲せいは避けられそうもない。その被害を考え、ラキスが憂ゆう鬱うつそうにため息を吐ついた。

「それは相手次し第だいだな。考えても仕方がない」

「俺おれ達たちは、俺達に出来る事を全力で全うするだけさ」

　ハーツとマイルズの言葉に、ラキスが小さく頷うなずく。

「……それで、今いま更さらこんな事を言うのも何だけど、ドルウェルが王宮の外から魔ま法ほうで攻こう撃げきしてきたときはどうするの？　あの破は壊かい力りよくだと、あたし一ひと溜たまりもないけど？」

　気持ちを切り替かえて尋たずねるラキスに、グレンが安心させるように微笑む。

「王宮にも城壁と同じ魔法が付ふ与よされているそうですから、外からの攻撃には耐たえるはずなんです。それにドルウェルは、『プロミネンスの炎ほのお』がどこにあるのか、正確な場所は知らないはずなんです。下手に外から攻撃して目的の物を失ったら意味がないですから、たぶん派は手でな攻撃は出来ないはずですよ」

「……うん。それに賭かけるしかないね。どうせあたしには、呪じゆ文もんに集中しちゃうと打つ手はないんだし。万が一の時はみんなで何とかしてね。さて、と……あたしはいよいよ正しよう念ねん場ばだし、魔法を失敗しないように頑張らないとね」

　そのラキスの言葉にハーツが頷く。

「ようやくラキスのむかつく態度を見なくてすむようになるわけだ」

「……何よ、そのむかつく態度って？」

　ラキスの言葉に、グレンとハーツが同時にため息を吐く。

「自じ覚かくしてませんよ、この人……」

「ま、ラキスだからな……」

「むか！　何よその言い方は！　あたしの苦労も知らないで！」

「何か苦労していたか？」

「しているわよ！　持って入った本は、もう三回も読んで見なくても諳そらんじられるから、他ほかに有効な暇ひまのつぶし方を考えたり、エイブルと睨にらめっこして遊んだり、それはもう暇をもてあまして大変だったんだから！」

「……俺は、お前を蹴けり飛ばせない事が、これほど苦く痛つうだとは思わなかったぞ」

「いや、真顔でそんな事言われても、あたしとしてもどう反応していいやら……」

　苦く笑しようするラキスに、メルフィが辺りをキョロキョロと見て首を傾かしげる。

「ラキスさん、エイブル君はどうしたんですか？　姿が見えませんけど？」

「エイブルは今ベッドで寝ねてるわよ、今のうちに休息をとっておくんだって。あたしも呪文に備えて今から寝るんだけど、その前にみんなの顔を見ときたかったからね」

　そう言って微笑ほほえみ、背せ伸のびをする。

「それじゃ、あたしはもう寝るね。みんなも正念場になると思うけど、頑がん張ばってね」

「心配するな、こういう経験は何度もしている。それに魔ま法ほう剣けんをドワーフ族に借りたから、多少の無理は利きく」

　そう言うハーツに苦笑を向けて、

「……みんな、笑え顔がおでまた会おうね」

　ラキスがみんなに笑顔で手を振ふって中央に戻もどっていった。

　そして六時間後、まず北門で激戦の幕まくが上がった。
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　凄すさまじい閃せん光こうが輝かがやき、爆ばく音おんが響ひびき渡わたる。

　外から北門に向けて放たれた青白い閃光は、修復された壁かべを貫つらぬいて王都を直進し、今度は南門を跡あと形かたもなく粉ふん砕さいした。

　再び大きく城じよう壁へきに開いた北の穴から、大軍のゲラが王都内に雪な崩だれ込んで来る。

　それに、北門の両りよう脇わきに配置してあったドワーフ軍が左右から襲おそいかかった。

「一匹ぴきたりともここを通すな！　ワシ等らの後には無力な市民がいることを忘れるな！」

　ポール・アックスを振るいながら声の限りに檄げきを飛ばすグラード。その働きは圧あつ倒とう的てきであった。常に軍の先頭に立ち、寄る敵を縦じゆう横おう無む尽じんに切り伏ふせる。まさに鬼き神しんを思わせる強さである。

　この一戦に賭かけるドワーフ軍の士し気きは高く、圧倒的数でもって攻せめ込んでくる敵を次々と蹴け散ちらす。

　思わぬ頑強な抵てい抗こうにあったゲラ達は、慌あわてふためいて戦意を失い、逃にげ去ろうとする。しかし次から次へと押おし寄せる後続に退たい路ろを阻はばまれ、その混乱に拍はく車しやをかけた。その混乱が次し第だいに後続の者達に波は及きゆうして行き、圧倒的数を誇ほこるゲラの大軍を、統とう制せいを失った烏う合ごうの衆しゆうに変えていった。

　しばらくは、数に劣おとりながらも勢いで勝まさるドワーフ軍の優ゆう勢せいで戦せん況きようが動く。

　だがその状況を、ドルウェルの放った二発目の閃せん光こうが一変させた。

　敵味方構かまわず……いや、むしろ混乱した味方を圧倒的多数巻き込んで放たれた閃光が、攻こう防ぼう戦せんの中央に一本の通路を作り出した。

「邪じや魔まぞよ～。妾わらわの行く手を阻んではならぬぞよ～」

　その通路を、外から入ってきたドルウェルが進んで行く。そのドルウェルの姿を見たゲラ達が、狂くるったようにドワーフ軍に襲いかかってきた。

　ゲラを支配しているのは、ドルウェルに対する圧倒的な恐きよう怖ふである。その恐怖から逃のがれるために狂きよう戦せん士しと化したゲラの大軍を前に、さしものドワーフ軍も押され気ぎ味みになる。

「踏ふん張れドワーフの勇者達よ！　この一戦に世界の命運がかかっておるのだ！　決して怯ひるむな！」

　せめて二時間の時を稼かせぐまで。

　決して口には出来ない思いを心の中で叫さけびながら、グラードが味方を鼓こ舞ぶしてポール・アックスを振ふるう。

　二時間の時を稼ぎ、ラキスが魔ま法ほうの太陽を完成させて、ここで決着をつけたい。己おのれの手で。それがグラードの偽いつわらざる本心である。

　だが、倒たおしても倒しても向かってくるゲラの圧あつ倒とう的てきな数に、グラードはドルウェルに近付くことすら出来ない。そのグラードの目の前を、ドルウェルが悠ゆう然ぜんとして進んで行く。何度かその足を止めようとドワーフの勇者が斬きりかかるが、ドルウェルは歯し牙がにもかけずにあっさりと魔法で葬ほうむる。そのドルウェルの目には、もはやドワーフの姿など映うつっていない。ただひたすら、先ほどより輝かがやきを増した、ラキスの魔方陣じんが天に向けて放つ光だけを見つめている。

「幸運ぞよ～。ちょろいぞよ～。まさか魔王を倒せるチャンスが来るとは思わなかったぞよ～。妾はついているのじゃ。遂ついに念ねん願がんの神に成れるときが来たのじゃ～」

　そう鼻歌混じりに突つき進むドルウェル。その余よ裕ゆうの表情に、グラードが怒いかりと屈くつ辱じよくで顔を歪ゆがませる。

（おのれ……たかだか二時間すら持ちこたえられんのか……！）

　だが、今やドルウェルの足を止めるどころではなくなりつつある。圧倒的に数で劣おとるドワーフ軍は次し第だいにその数を減らし、ゲラの大軍の前に戦線が崩ほう壊かいしつつあるのだ。

「……このままでは全ぜん滅めつする……この辺が限界か……」

　グラードが悔くやしそうに呟つぶやき、ドルウェルを通せという合あい図ずを全軍に送った。

　グラードの指示に従い、ドワーフ達がドルウェルの進行方向から後退する。ドルウェルと一いつ緒しよにかなりの数のゲラにも突とつ破ぱされてしまうが、もはややむを得ない。ドルウェルの姿が無くなれば、ゲラ達の恐きよう慌こう状態は治おさまる。そうなれば、まだ戦えるのだ。

　前進する事を得意とするドワーフ族は、引く事はあまり得意ではない。少し露ろ骨こつな後退であったが、しかし既すでにドワーフ軍を見てもいないドルウェルはそれにまったく気が付かず、上じよう機き嫌げんのまま通り抜けて行く。

　その姿を見送りながら、ポール・アックスを握にぎり締しめる手が悔しさで震ふるえる。

「……済すまぬラキス殿どの、後は頼たのむぞ……」

　グラードはそう呟き、ラキスのいる王宮の上空を見上げた。




　微かすかに聞こえる、ラキスの唱える呪じゆ文もんの声。

　それを耳にしながら立っていたハーツ、グレン、マイルズのもとに、物見の塔とうで前線の様子を観察していたメルフィが慌あわてた様子で駆かけて来た。

「ドルウェルさんが、ドワーフさん達の囲みを突破しましたです～。五〇〇くらいのゲラさん達も一緒です～」

「……予定よりも早いな。ラキスの用意が整うまで、あとどれくらいだ？」

　腕うで組ぐみをして尋たずねるハーツに、グレンが時間を確かく認にんする。

「ラキスさんが仕上げに入ってから、まだ一時間足らずですね。ラキスさんは準備が整うまで最低でも二時間は必要だと言っていましたから……いろんな要素も考こう慮りよして、出来れば一時間半の時間稼かせぎが必要ですね」

「一時間半は厳しいね～」

　肩かたを竦すくめるマイルズに頷うなずいて、グレンが王宮の見取り図を地面に広げる。

「この王宮は、この中庭に辿たどり着くためにはどうしても通らなければならない場所が造ってあるんです。この地点です」

　グレンが図面に書き込む赤い丸を、三人が真しん剣けんな表情で覗のぞき込む。

「この地点は宮きゆう殿でんの入り口から見て狭せまい場所から広い場所に出る地形になっていて、守るには都つ合ごうの良い条件が揃そろっているんですよ。三人には、そこでドルウェルの足止めをしてもらいます。もともとここで敵を撃げき退たいするために設計されていますから、この中庭から隠かくし通路が通じているんです。僕達はそれを使います。隠し通路がドルウェルに見付かると面めん倒どうなことになりますので、煙けむり玉を渡わたしておきますから退たい却きやく時じに必要なら煙えん幕まくをはってください。それと、砂時計を渡しておきますけど、これはあくまで目安として使って下さい。決戦はあくまでもこの中庭になりますから、無理して戦えなくなったら意味がないんです。ですから、最終的には現場の判断で退却の時期は決めて下さい」

　グレンの説明に、三人が頷く。

「くれぐれも無理はしないで下さい。一時間でも時間を稼げれば、最低限の目的を果たせると思います。いざとなったらこの中庭で、もう一度足止めをすることも出来るんですから、一時間半という時間に縛しばられる必要は無いと心得ていて下さい」

「心配するなグレン。こういうのは馴なれているし、心得てもいる」

「大だい丈じよう夫ぶです～」

「逃にげるのは得意だからね～」

　三人がグレンから物を受け取り、持ち場に向かって駆かけて行く。

「……頼たのみますよ……」

　駆けて行くみんなの後ろ姿を見送りながら、一人残ったグレンが祈いのるように小さく呟つぶやいた。
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「わ～らわは、強いぞよ～。わ～らわは、偉い大だいぞよ～。無人の広野を突つき進み～、妾わらわは行く行く今日も行く～。宿敵魔ま王おうを蹴け散ちらして～、目指すは偉大な神の道～」

　上じよう機き嫌げんで変な唄うたを口ずさみながら、蛇じや龍りゆうドルウェルはズリズリと王宮の通路を進んでいた。

　抵てい抗こうする者は誰だれもいないが、それでも用心のために引き連れたゲラ共を多数先行させている。敵の待ち伏ぶせなど恐おそれるドルウェルではないが、鬱うつ陶とうしいのは勘かん弁べんしたい。特に罠わななどに引ひっ掛かかったら、せっかくの上機嫌に水を差されることになるからだ。

「そうぞよ、いい事を思い付いたぞよ。場合によっては魔王は生け捕どりにして、咽のどを潰つぶして妾のコレクションに加えると良いのじゃ。神の敵たる魔王は、神となる妾にとって最も相応ふさわしいコレクションになるぞよ。妾は頭が良いのじゃ～」

　点々と明かりが点ともった通路を、浮うき浮き気分で進むドルウェル。その頭は皮かわ算ざん用ようでいっぱいになっていた。

　その時、通路の先から、先行させたゲラ達の悲鳴が聞こえた。

「……ぞよ？」

　首を傾かしげて歩みを進めると、次し第だいに戦いの音が聞こえてきた。

「待ち伏せぞえ？　ちょこざいぞよ」

　更さらにしばらく進むと、通路いっぱいで押おし合いへし合いしているゲラの最さい後こう尾びに追いついた。

「手こずっているのかえ？　情けないのじゃ。早く片づけるぞよ」

　これだけいっぱい居ると押おし退のけて進むのは難むずかしく、ドルウェルには押し潰してまで進む気はない。かつて宮きゆう廷てい魔術師団が魔法の太陽を造った時には一日の時間がかかった事を知っているため、まだ時間に余よ裕ゆうがあると思っているのだ。

「短気は損そん気き、焦あせりは禁きん物もつなのじゃ。そなた達、障しよう害がいを排はい除じよしたら妾に知らせるぞよ」

　ドルウェルはゲラ達が障害を排除するのを待つことに決め、最後尾にいるゲラ達に命じて蜷局とぐろを巻いて、その場に腰こしを落ち着けた。

　最後尾がじりじりと前進し、やがて視界から見えなくなる。

　それからしばらく、聞こえてくるのはゲラの悲鳴と戦いの音。しかしドルウェルは気にした風もなく、尻尾しつぽの手入れを始めていた。

　布を取り出して鱗うろこを磨みがき、息を吐はきかけて更に磨き、ピカピカになった鱗に映る自分の顔にウットリとする。そんな事をしている間に時間が経たち、やがて奥おくから駆かけて来るゲラの足音が聞こえて来た。

「終わったのかえ？　待ちわびたぞよ」

　だが、恐きよう怖ふに脅おびえたようなゲラの姿を見てドルウェルが首を傾かしげる。

「どうしたのかえ？　何を慌あわてているぞよ？」

　ズイと歩みを進めるドルウェルの姿を見て、ゲラが恐怖して足を止める。

「……敵は、排除したのかえ？」

　目を細めて不ふ吉きつな笑えみを浮うかべるドルウェルに、ゲラ達が恐きよう慌こうを来きたして回れ右をし、また奥に向かって駆けて行く。

「……アテにならぬぞよ……」

　小さく呟つぶやき蜷局を解いて、ドルウェルが通路の奥に向かって進み出す。

　だが少し進むと、またゲラ達がこちらに向かって駆けて来る。さっきと比べて半分以下にその数が減っているようである。

「……何をしておるぞよ。まさか、敵から逃げ出したのかえ？」

　不吉な笑みを張り付かせたドルウェルの問いに、再び恐慌を来して奥に突とつ撃げきした。

　だが、すぐにまた逃げ戻もどってくる。その数は、既すでに数体に減っている。

「……………………」

　無言で通路の先を指さすドルウェルに、ゲラ達は奥を見、ドルウェルを見、拝おがむようにしてその場に座すわり込んだ。

「……邪じや魔まぞよ！」

　ドルウェルの尻尾が一いつ閃せんし、ゲラ達を壁かべに叩たたき付けた。

　鈍にぶく、気持ちの悪い音がする。

　尻尾が汚よごれた事に眉まゆを寄せ、ドルウェルは不ふ機き嫌げんな表情で壁にへばりついた残ざん骸がいの横を通って奥に向かった。

　しばらく進むと、通路の奥の広場になった場所で待ち構えている三人の人間の姿が見えてきた。

「ようやく、御おん大たい将しようのお出ましだね～」

　壁に身を預あずけて煙草たばこを吹ふかすマイルズが、肩かたを竦すくめてそう呟く。

「待ちかねたです～」

　両手にナイフを持ったメルフィが、無む邪じや気きな様子でそう微笑ほほえむ。

「残念だが、ここは通行止めだ。この砂がすべて落ちるまではな」

　七色の光を放つ大だい剣けんを持ったハーツが、三分の二まで落ちた砂時計を指さして笑えみを向ける。

「……邪魔ぞよ」

　そんな不敵な人間達に、ドルウェルが薄うすい笑みを浮うかべて手の平に魔ま力りよく球きゆうを作り出す。だが、その魔力球に、メルフィの投じたナイフが突つき刺ささった。

「あ～れ～！」

　手元で起こった爆ばく発はつに、思わずドルウェルが悲鳴を上げる。無論、この程度でダメージを受けるドルウェルではないが、油断していただけにビックリしたのである。

　だが隙すきは生まれた。ハーツはそれを見み逃のがさずに一気に距きよ離りを詰つめて、渾こん身しんの力で大剣を下ろした。

「ちょこざいぞよ！」

　ドルウェルがハーツの剣を尻尾しつぽで受け止め、堅かたく鈍にぶい音が響ひびく。

「今のタイミングの剣を弾はじくのか！」

　思わず驚きよう嘆たんの声を上げるハーツ。ドルウェルは残ざん忍にんな笑みを浮かべ、すかさず魔法を解き放つ。

「ぞよ！　ぞよ！　ぞよ！」

　二発、三発。

　連発を意識して威い力りよくの弱い魔法。剣を弾かれたハーツはバランスを崩くずしながら、何とか剣で迎げい撃げきする。

　もし、もう少し魔法攻こう撃げきが続けば危なかっただろう。だが、メルフィが投じた一〇本のナイフが、ドルウェルの攻撃を中断させる。

「鬱うつ陶とうしいぞよ！」

　両手でナイフを振ふり払はらったドルウェルの目前に、マイルズの蹴けりが迫せまる。

「ぞよ～！」

　一瞬呆ぼう然ぜんとしたドルウェルがまともに蹴りを受けて仰のけ反ぞり、悲鳴を上げて後ろ向きに倒たおれた。

　石いし畳だたみの床ゆかから舞まい上がる土つち埃ぼこり。

　だが、すぐに土埃の中から現れた無数の蛇へびに襲おそいかかられ、前に出たマイルズとハーツが慌あわてて対処する。

「効いてないね～」

　マイルズが肩かたを竦すくめながら素す早ばやく後退し、ハーツが剣けんで蛇を切り伏ふせながら蛇の攻撃範はん囲い外がいに後退する。

「許さぬ……許さぬぞよ……よくも妾わらわに恥はじをかかせたぞよ……この恨うらみ、八つ裂ざきにしても飽あきたらぬぞよ……」

　土埃の中から膨ふくれ上がる、凄すさまじいまでの殺気と存在感。

　その圧あつ力りよくに押おされ、ハーツとマイルズがメルフィの所まで後退する。

「すごい殺気です～」
















「怒おこらせちゃっただけみたいだね～」

「さすがに強いな。舐なめて油断していたから最初の一撃は与あたえられたが……どうする？」

　問うハーツにマイルズが苦く笑しようする。

「このまま戦うのは無む謀ぼうだね～。後の戦いもあるしさ」

　マイルズの言葉にハーツが頷うなずき、チラリと床ゆかに置いてある砂時計を見る。

「最低でも一時間は時間を稼かせげたな。ここらが引き上げ時だろう」

「それじゃ、忍にん法ぽう煙けむり隠がくれの術いきます～」

　メルフィがハーツに頷き、グレンにもらった煙玉を懐ふところから取り出して足あし下もとに投げた。

「何のまねぞえ？　小こ癪しやくぞよ！」

　黙もく々もくと沸わき起こる煙に視界を遮さえぎられ、ドルウェルが奇き襲しゆうを警けい戒かいして油断無く身構える。

　だが、一向に襲ってくる気配はない。

　建物の中であるため煙が薄うすれるのに時間がかかり、ようやくドルウェルが視界を取り戻もどした時には、既すでに三人の姿はそこにはなかった。

「……逃にげたかえ……今は時間が無い故ゆえ見み逃のがしてやるぞよ……されど妾は執しゆう念ねん深いのじゃ……いずれ必ず見付け出して、この世の地じ獄ごくを見せてやるぞよ……」

　ドルウェルが忌いま々いましげに呟つぶやき、床に置いてある砂時計を踏ふみ潰つぶして先に進む。

「……待ち伏せていたという事は、妾の選んだ道が正しいという事なのじゃ……されど、時間稼ぎをしたという事は、魔ま王おうの魔法が完成するのが、妾が思っていたよりも早いという事なのじゃ……」

　そう呟きながら先を急ぐ。

　まだ、時計の砂は完全には落ちきっていなかった。今ならまだ間に合う。

　内心で焦あせりながら進むドルウェルの視界に、やがて通路の先に光が見えた。それまでにもあった光とは根本的に違ちがう、強力な魔力を秘めた魔法の光である。

「間に合ったぞよ～！」

　ドルウェルが安あん堵どの表情を見せて中庭に出たその瞬しゆん間かん、暗くら闇やみに包まれた空に綺き麗れいな花はな火びがあがった。

「ぞよ？」

　一瞬惚ほうけたドルウェルは、次の瞬間信じられない光景を目もく撃げきし、愕がく然ぜんとしてその場に立ち竦すくんでしまった。
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　城じよう壁へきの所で奮ふん闘とうするドワーフ軍。

　だが、いったん不ふ利りに傾かたむいた戦せん況きようは、もとには戻らなかった。

　確かに、ドルウェルの姿が消えてゲラ達の恐きよう慌こう状態は治おさまった。しかし、それまでに出したドワーフ軍の被ひ害がいが大きすぎたのだ。

　長時間の戦せん闘とうの末、圧あつ倒とう的てきな数に押おされて不本意ながら戦線が後退して行く。

　ドルウェルが突とつ破ぱしてかなりの時間が経過したはずだが、まだ上空に魔法の太陽が上がる兆ちよう候こうは見えない。

　絶え間なく襲おそいかかる敵と戦うドワーフの勇者にも疲ひ労ろうの色が濃こく浮うかび始め、一人、また一人と倒たおれて行く。

　そして、遂ついに戦線が崩ほう壊かいした。

　新たに突破された戦線から敵がドワーフ軍の後方に回り込み、一気に混戦となる。次々にゲラの大軍が王都に雪な崩だれ込み、力尽つきたドワーフ軍の勇者達が次々に倒されて行く。

　孤こ軍ぐん奮ふん闘とうするグラードも、その身体からだに無数の手傷を受け荒あらい息を吐はきながら、次し第だいに絶望に心が支配されてゆく。

（……もはやこれまでか……）

　幾いく多たの戦場を駆かけ抜ぬけ、幾多の困こん難なんを乗り切ったグラード。その不ふ屈くつの精神が遂に挫くじけかけたとき、奇き跡せきが起こった。

　突とつ如じよ、城壁の外からの雄お叫たけびが響ひびき渡わたり、圧倒的有利であるはずのゲラ達が動どう揺ようを見せたのである。

　そして、城内に絶え間なく雪崩れ込んでいたゲラの姿が途と絶だえ、新たに雪崩れ込んで来る軍勢の姿。それを目撃し、グラードは信じられぬ思いで我わが目を疑った。

「グラード王！　あの旗をご覧らんください！　あれは第七方面軍の旗！　第三方面軍の旗もありますぞ！　友軍です！　各地で分断されていた各軍団が、我われ等らが窮きゆう地ちに駆け付けてくれたのですぞ！」

　隣となりで剣けんを振ふるっていた老ドワーフが、歓かん喜きに声を震ふるわせながら雄叫びを上げる。その声でようやくグラードは、その光景が現実のものである事を理解する。

　次々に入城してくるドワーフ軍。

　第五方面軍。第二方面軍。そして、各都市の守備隊。

　おそらく全軍勢が集結したのだろう。数万の軍勢が次々にその勇姿を現す。

「おお、グラード王！　無事であったか、いやしぶとい！　くたばる様を見届けられぬのではないかと冷や冷やしたぞ！」

　グラードの姿を見付けて駆け寄ってくる、二人の将軍。王国建国以来の宿将である第三方面軍司令のザルド将軍と、若き名将と名を馳はせた第七方面軍司令のフロッド将軍。

　グラードは声を掛かけてきた第三方面軍司令のザルド将軍に、満面の笑えみを向ける。

「お主も生きておったか、このくたばりぞこないめ！　ワシはお主よりも長生きすると決めておるのだ！　そのワシが危ないということは、お主はとっくにくたばっておるのだろうと、既すでに諦あきらめておったぞ！」

「がははは！　この儂わしがそう簡単にくたばるものか！」

　笑いながら近寄るザルド将軍と、グラードががっしり握あく手しゆを交かわした。

「王、よくぞご無事で」

　そう微笑ほほえむ第七方面軍司令のフロッド将軍に、グラードが頷うなずく。

「お主もよく無事で、よくこの場面に駆かけ付けてくれた。礼を申すぞ」

「いいえ。十とお日かほど前から敵の包囲が手て薄うすになったと感じ首を傾かしげていたところ、王都より天に伸のびる光の柱を目もく撃げきし、これは王が最後の決戦を覚かく悟ごなされたのだと、慌あわてて駆け参じたまでのこと。王の危機に駆け付けるは武人として当然の務め、礼には及およびませぬ」

「……そうか……そうであったか……ワシは良い部下に恵めぐまれておる……」

　頷き、感かん慨がい深げに呟つぶやくグラードに、ザルド将軍が笑みを浮うかべる。

「感動しておる場合ではないぞグラード王。王都に入り込んだゲラ共を、一刻も早く追い出さねばならぬ」

　その言葉に、グラードが王の表情を取り戻もどす。

「そうであったな。ザルド！　フロッド！　お主ら二人は軍勢を率いて、王都に入り込んだゲラ共を駆く逐ちくせよ！　ワシは王宮に入り込んだ蛇じや龍りゆうドルウェルを討うつ！」

　グラードがそう言ったとき、王都の上空に花火があがった。

　一いつ瞬しゆん誰もがその花火に気をとられ、そして、王宮から眩まばゆいばかりの光を放って上空に昇のぼって行く、地底世界の曙あけぼのを目撃した。

「あれは、まさしく魔ま法ほうの太陽！　我われ等らの守り神が復活したのか！」

　興こう奮ふんしたザルド将軍の声を聞きながら、グラードが大きく頷く。

「そうだ！　そこがこの千年の戦いに終しゆう止し符ふを打つ決戦の場だ！　遂ついに奇き跡せきが起こった！　ワシ等に神が味方した！　この戦いくさ、勝てるぞ！」

　空に輝かがやく太陽を見つめ、グラードが猛たけ々だけしく吼ほえた。
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「ふう、疲つかれた……」

　大魔法を完成させたラキスが大きく息を吐はく。

「上う手まく行くか結けつ構こう心配していたんだけど、何とか上手くできたみたいね。それで、タイミングの方はどうかな？」

　小さく呟つぶやいてキョロキョロと辺りを見ると、ラキスの正面……東にある扉とびらの前で、呆ぼう然ぜんとして空を見上げているドルウェルと、その周りを取り囲もうとしている仲間達の姿を見付けた。

「うん。バッチリじゃない。みんなも無事だし、全部上手くいったみたいね」

　微笑ほほえみながら、安あん堵どの表情を浮かべる。

　一方、空を見上げているドルウェルは、周りの状じよう況きようなど目に入らない様子で、ただひたすら空に輝く太陽を見つめていた。

「何なに故ゆえぞよ……何故、こんなに早く太陽が復活するぞよ……信じられぬぞよ……妾わらわは魔王にはめられたのかえ……？」

　そう呟いたとき、身体からだに激げき痛つうが走る。

「ひえ～！　痛いぞよ！　何事ぞよ！」

「さすがに堅かたいな。一刀両断は出来んか……」

　慌あわてて身を守るドルウェルに、胴どうに剣けんを斬きり付けたハーツが残念そうに呟く。

「おのれ……卑ひ怯きようぞよ！　よくも妾の身体に傷を付けてくれたぞよ！」

　怒いかり狂くるって魔ま法ほうを放とうとしたドルウェルの右手を、メルフィの投げたナイフが貫つらぬく。

「ぐわぁぁぁ！」

　左手で右手首を握にぎり、痛みに身み悶もだえしながらドルウェルは、そこでようやく自分の置かれた立場を把は握あくする。

　逃にげ道である東の扉は、マイルズが腕うでを組んで立って塞ふさいでる。メルフィはドルウェルの右手から、少し離はなれた距きよ離りでナイフの的を狙ねらい、ハーツが左手から接近戦を挑いどもうとしている。

「妾を甘あまく見るなぞよ！」

　そう吼ほえてすべての髪かみの毛を蛇へびに変え、接近するハーツを迎むかえ撃うとうとするドルウェルに、ラキスの放った魔法が直ちよく撃げきする。

　思わず怯ひるんだ瞬しゆん間かん、ハーツの剣が左肩かたを切り裂さき、メルフィの投じたナイフが右胸を貫く。

「ぎえぇぇぇ！」

　再びドルウェルが悲鳴を上げて身悶えし、尻尾しつぽを無茶苦茶に振ふり回す。しかしハーツは既すでにドルウェルから離れており、尻尾が虚むなしく空を切る。

「なるほどな……上半身はそれほどの防ぼう御ぎよ力りよくはないのか」

　呟き頷うなずくハーツに、遠くからグレンの声が掛かけられる。

「油断しないでください！　龍りゆうには驚きよう異い的てきな回復能力がありますから、その程度の手傷は致ち命めい傷しようにならないんです！　断続的に攻こう撃げきして生命力を削けずり取ってください！」

　そのグレンの言葉に全員が頷く。

「妾わらわは聖せい蛇じや龍りゆうドルウェルぞよ！　多少力が押おさえられたとは申せ、妾を舐なめるではないぞよ！」

　ドルウェルのその言葉は、しかし虚むなしいものでしかなかった。

　マイルズは扉とびらの前で腕を組んで攻撃しないものの、ラキス、ハーツ、メルフィの三人による連係攻撃を前に、太陽によって力を押さえ込まれたドルウェルには為なす術すべがなく、どんどん生命力を削られてゆく。やがて自分の不利を悟さとったドルウェルは、恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめながら必死になって逃にげまどった。

「……妾は死ぬのかえ？　こんな所で神にも成れず……ネチネチいびられながら最後を迎むかえるのかえ？……嫌いやぞよ。妾はまだ死にたくないぞよ！」

　意を決したドルウェルが、逃げ道を求めて東の扉に立つマイルズに突とつ撃げきする。しかし弱り切ったドルウェルは簡単にマイルズに蹴けり飛ばされ、中央付近に吹ふき飛ばされた。

「わわっ！」

　ラキスが慌あわてて、真後ろに走って逃げる。

「こらマイルズ！　少しは考えてよ！　危ないじゃない！」

　西の壁かべ際ぎわまで逃げて振り向き、苦く笑しようするマイルズに怒ど鳴なるラキス。そのラキスの姿を睨にらみながら、ドルウェルがムクリと起き上がる。

「……そうかえ……妾にはもう逃げ道はないのかえ……されど妾は一人では死にたくないのじゃ……せめて魔ま王おうだけでも道連れにするのじゃ……」

「……え？」

　自や棄けになって突撃してくるドルウェルに、ラキスが顔色を失う。

「うそ！　来るな！」

　慌てて魔法を放つラキス。だが、自棄になったドルウェルの突進は、その程度では止められない。

「うひゃぁぁぁ！」

　悲鳴を上げて、間かん一いつ髪ぱつのタイミングで横っ飛び！

　何とか突撃を避よけるラキスに反応できず、ドルウェルは勢い止まらずに西壁に激突し、崩くずれた瓦が礫れきに埋うもれた。

「……危なかった……もうちょっとで死んじゃうところだった……」

　地面にへたり込み、心臓を押おさえるラキス。だが、ドルウェルの「この異質な感覚はなんぞよ？」という言葉を耳にして、再び顔色を失う。

「しまった！　『プロミネンスの炎ほのお』のことを忘れてた！」

「そうかえ！　この奥おくに『プロミネンスの炎』があるのかえ！　妾わらわはついておるのじゃ！　まだ、希望が残っていたぞよ！」

「あ、こら！　待て！」

　歓かん喜きの声を上げて奥に駆かけて行くドルウェルを、ラキスが慌てて追い掛かける。

「待てラキス！　一人で追うのは危険だ！」

　ハーツが走って来ながら制止の声を上げるが、待っている暇ひまはない。ラキスは躊ちゆう躇ちよせずにドルウェルを追って階段を下りて行く。

（しまった……完全に忘れていた……もう一歩まで追い詰めていたのに……）

　自分の迂う闊かつさを後こう悔かいしながら、長い階段を全力で走り降りる。しかしドルウェルには追い付けない。遂ついに扉とびらの前に辿たどり着いたとき、ドルウェルは封ふう印いんの扉に手をかけているところだった。

「待ってドルウェル！　それを開けちゃ駄だ目め！」

　必死の形ぎよう相そうでそう怒ど鳴なるラキスを、ドルウェルが歓喜の表情で振ふり向く。

「遂に妾の念願が叶かなうぞよ。そなたは妾が神に成るのを見届ける、生き証人になるぞよ。遂に妾は神となり、誰にも脅おびやかされることのない自由な生を手に入れるぞよ」

「ちょっと待てって！　話を聞いて！　その扉を開いても、神になんか成れないのよ！」

「心配せずとも良いぞよ魔ま王おう……妾が神となっても、そなただけは殺さぬぞよ……そなたは妾の、大切なコレクションとなるぞよ……」

「こ、この！」

　言葉では止められないと悟さとったラキスが、続けざまに魔法を解き放つ。だが恍こう惚こつとした表情のドルウェルは、ダメージが決して低くないのにも構かまわず、力を込めて扉を開いた。

　一いつ瞬しゆんだけ抵てい抗こうを見せ、少しずつ開いてゆく封印の扉。

　三分の一ほど扉が開いたとき、扉の中に深しん紅くの炎ほのおが現れる。その光景を、ラキスは魔法を放つのを忘れて愕がく然ぜんとして見つめた。

「力が入ってくるぞよ！　妾は神に成れるのじゃ！　もはや誰も、妾をいじめることは出来ぬぞよ！」

　あまりにも圧あつ倒とう的てきな力。それを全身で受け止めたドルウェルが、歓喜に打ち震ふるえる。

　だがラキスは、その様子を見て絶望の内に悟った。

「……駄目だ……ドルウェルじゃ押おさえきれない……」

　グラードの言った世界の破は滅めつは決して誇こ張ちようではない。ラキスはそれを直じかに感じ取って足が震え、力を失ってペタリと地面に座すわり込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶかラキス！」

　背後から駆かけ寄って来るハーツ達。だが、ラキスはそれに返事しない。ハーツ達もドルウェルの姿を見て、愕然として口をつぐんだ。

「うぎゃぁぁぁ！」

　全身を真っ赤に輝かがやかせ、ドルウェルが苦しみ、のたうち回る。

「もう無理ぞよ！　これ以上の力は堪こらえきれぬぞよ！　何なに故ゆえぞえ？　妾わらわは龍りゆうぞよ！　その妾が、何故にこんな……納なつ得とくできないぞよ～！」

　怒いかり、悲しみ、戸と惑まどい……様々な感情に叫さけぶドルウェルの身体からだが、その力の限界を超こえて飽ほう和わ状態を起こし、深しん紅くの炎ほのおに包まれる。

「……妾はまだ死にたくはないぞよ……まだやりたいことが一いつ杯ぱいあるのじゃ……魔王、お願いなのじゃ、妾を助けてたもれ……妾はもう二度とそなたには刃は向むかわぬぞよ……大人しく地底世界を去り、海の底で震ふるえておるぞよ……千年間は、地上にも地底にも足を踏ふみ入れぬと誓ちかうぞよ……妾は約束を違たがえた事は一度もないぞよ……本当ぞよ……どうか助けてたもれ……」

　苦しみ、這はい蹲つくばって懇こん願がんするドルウェルに、しかしラキスには為なす術すべがない。ドルウェルの命が尽つきたとき世界が炎に包まれる。それが解わかっていても、止める手だてが解らない。

「……嫌いやぞよ……妾は何も悪くないのじゃ……妾は神になって栄えい耀よう栄えい華がを極きわめたいと思っただけなのじゃ……面おも白しろ可お笑かしく好きなように過ごしたいと思っただけなのじゃ……なのに、何故妾が滅ほろびねばならぬのじゃ……納得がいかぬぞよ……」

　次し第だいに小さく、弱々しくなってゆく声。

「……妾は……悪くないぞよ……」

　それが、蛇じや龍りゆうドルウェルの最後の言葉となった。

　ドルウェルの命が、その身体と共に燃え尽きようとしている。その光景を見つめて、ラキスが呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく。

「……世界が滅びる……また、あたしのミスで人が死んじゃう……あたしも、グレンもマイルズもハーツもメルフィも、陛へい下かや、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんのみんなや、五ご大たい老ろうの人達や、両親に弟達……あたしの大切な人達がみんな死んじゃう……」

　俯うつむき、目に涙なみだを浮うかべたラキスが唇くちびるを嚙かみ締しめて、ドルウェルを燃やす炎を睨にらみ付けて立ち上がる。

「みんな、あたしが何とかあの炎を押おさえるから、その間に扉とびらを閉めて！」

「……無茶ですよ……」

　諦あきらめた様子で首を振ふるグレンを、ラキスが厳きびしく睨み付ける。

「無茶でも無む謀ぼうでも、やるしかないでしょう！　このまま何もしなかったら、そこですべてが終わっちゃうのよ！　何もしないで滅びの運命を受け入れるなんて、あたしには絶対出来ない！」

　そう叫さけんだ瞬しゆん間かん、ラキスの持つ魔王の錫しやく杖じようが深しん紅くに輝かがやき、ラキスの黒くろ髪かみが深紅に染まって輝きを放ちだした。

「……え？」

　思わずラキスが戸と惑まどい、力が流れ込んでくる魔王の錫杖を見つめる。

「……そう、お前も手伝ってくれるの……」

　ラキスが錫杖に微笑ほほえんで、再び『プロミネンスの炎ほのお』を睨み付けた。

　その時、ドルウェルの命が完全に尽つきた。

　開かれた扉より、あふれ出してくる深紅の炎。それに目め掛がけて、ラキスが錫杖を振りかぶる。

「行っけぇぇぇ！」

　雄お叫たけびを上げ、錫杖を振り下ろし、深紅の光を全力で放出して炎を押さえ込みにかかるラキス。二つの力がぶつかってせめぎ合い、壮そう絶ぜつな力同士による、一進一退の攻こう防ぼうが繰くり広げられる。

　その様子を見て、扉を閉じるために一いつ斉せいに動こうとしたハーツ達を、背後の声が制止させた。

「まだだ！　ラキス殿どのが『プロミネンスの炎』を扉の内部に押し戻もどすまで待て！　今扉を閉じては、災さい厄やくは止められぬ！」

「グラード王！」

「今の時点で扉の外に出ている力だけで、世界は大きな災厄に見み舞まわれるのだ。ラキス殿に、永遠にその力を抑おさえろと言うのは無理な話。ラキス殿を信じてしばし待て」

　いつの間にか駆かけ付けていたグラードの言葉に、全員が頷うなずく。

「うぐぅぅぅ！」

　全身汗あせビッショリになりながら、苦しそうに呻うめきながらも、ラキスの力が『プロミネンスの炎』の力を少しずつ上回り、少しずつ炎を押し戻し始める。

　やがて、あと一歩まで押し戻し、そこでしばし最後の攻防戦が繰り広げられ、ラキスの体力を消しよう耗もうさせてゆく。ここで一気に決着をつけなければ、いずれ力尽きるのはラキスである。

「……この……地底の奥おく深くで、大人しくしてろぉぉぉぉ！」

　ラキスが絶ぜつ叫きようした瞬しゆん間かん、深しん紅くの光が一いつ層そう強く錫しやく杖じようから放出され、『プロミネンスの炎』を扉とびらの奥に押おし戻した。

「今だ！」

　グラードの声と同時かそれよりも早く、ハーツとマイルズが瞬時に動き、封ふう印いんの扉を全力で押し、それにグラードとメルフィとグレンが加わって、必死の形ぎよう相そうで何とか閉じ、扉が閉じた瞬間、封印の力がもとに戻った。

「……やった……」

　封印の力が戻ったのを確かく認にんしてラキスが小さく呟つぶやき、力尽つきたようにその場に崩くずれ落おちる。

「ラキス！」

　慌あわてて駆け戻り抱だき抱かかえるハーツに、ラキスは薄うす目めを開いて小さく微笑ほほえむ。

「……大だい丈じよう夫ぶ……全力を出して疲つかれただけ……それより、みんな大丈夫よね……今回は、あたし失敗してないよね……誰も、あたしの所せ為いで死んでないよね……」

　少し不安げに尋たずねるラキスの髪かみを、ハーツが優やさしく撫なでる。

「ああ、大丈夫だ。心配するな。良くやったぞ」

「……うん」

　ハーツに髪を撫でられ、安心した様子でラキスが目を瞑つむる。

「……さすがに疲れたから……あたし、少し眠ねむるね……」

　そう呟き、ラキスはハーツの腕うでの中で意識を失った。







　終章　終わらない旅







　あれから、八日の日が過ぎた。

　ラキスは三日間眠ねむり続けてようやく目覚め、起き上がって真っ暗になっている地底世界の空を見上げてガックリした。

　途と中ちゆうで魔ま法ほうを切り上げたため、本来なら半年間保もつはずが、たった二日で寿じゆ命みようが切れたのである。もっとも、蛇じや龍りゆうドルウェルが死んで最大の脅きよう威いが消えたため、それほど問題があるわけでもない。ただラキスとしては、十とお日か間もかけて造った自分の成果をじっくり見たかったのだ。結局ほとんどまともに見られなかったので、目覚めて戸と惑まどい、ガックリしたのである。

　だが、ラキスが目覚めて一番戸惑ったのは、何だか寝ねている間に『災さい厄やくを収めし者』と言って祭り上げられていた事である。確かに苦労したし、その分感謝されるのはある意味当然だとは思うが、街を歩いていてドワーフ達に拝おがまれるのは、何だか勘かん違ちがいしているんじゃないかと居い心ごこ地ちが悪くなってしまう。

　一方、落ちた浮ふ遊ゆう岩がんは、またしてもドワーフ達が王都に運んできて、注し連め縄なわを張って祭っている。その内、本当に新興宗教が出来るかも知れない。ラキスとしては、それに『ラキス教』とか言う変な名前が付かない事を祈いのるのみである。

　そして、『プロミネンスの炎ほのお』を再び封ふうじてから八日後、ラキスは王都を出発して次の目的地に向かっていた。

「しかし何だ。お前、だんだんドツボにはまって行っているんじゃないのか？」

　そう苦く笑しようするハーツに、ラキスが憮ぶ然ぜんとした表情を向ける。

「うるさいな……あたしだって気にしているんだから、指し摘てきしないでよ……」

　そう言って、ラキスが大きく息を吐はいた。

　事の起こりは、ラキスが目覚めたその翌日の事である。

　グラードに呼び出されてラキスが円えん卓たくの会議室に行ってみると、そこにはグラードは当然ながら、ドワーフ軍の各将軍達がズラリと勢せい揃ぞろい。さすがに戸惑うラキスに、グラードがこう切り出した。

「我等ドワーフ族が『プロミネンスの炎』を守しゆ護ごしてきたのは、その災厄を封じることもあるが、それ以上に、地底世界に真の太陽を復活させる事を夢見てきたからだ」

「……それは聞いた事があるけど？」

「真の太陽を復活させるためには、二つのモノがどうしても必要になる。即すなわち、『プロミネンスの炎ほのお』の力を制せい御ぎよできる者と、『プロミネンスの炎』の聖なる炎の力を弱めず、安定して燃え上がらせる事の出来る物だ」

「……なんか、どこかで聞いた事があるような……」

　思いっ切り嫌いやな予感に顔を引きつらせるラキスに、グラードがハッキリと断だん言げんする。

「その物とは、世せ界かい樹じゆの木より取りだしたる薪まきだ。その薪とラキス殿どのの協力があれば、この地底世界に再び真の太陽が輝かがやこう。そこでラキス殿にはエルフ族の住む『不知火しらぬいの森』へ行って、その薪を持って来てもらいたい……と、どうしたのだ？」

　頭を抱かかえて突つっ伏ぷすラキスに、グラードが首を傾かしげる。

「何であたしばっかりがそんな大変な役目を引き受けなきゃいけないのよ！　と言うか、実は陛へい下かとグルでしょう！」

「……言っている意味が良く解わからぬが？」

「うわぁぁぁ！　本当に頼たのんでいるんだったら、もっとたちが悪いわよ！　せっかく陛下に、あんな危険なものは絶対に手に入れる事は出来ません。龍りゆうですら無理だったんだから、人間には絶対不可能ですって、胸を張って言えると思っていたのに……」

　頭を抱えて呻うめくラキスを、ドワーフ達が顔を見合わせて首を傾げる。

「何の事かは良く解らぬが、とにかくワシ等の頼み、どうか引き受けてもらいたい。ワシ等とエルフ族は犬けん猿えんの仲故ゆえ、どう足あ掻がいてもこのような頼みは聞き入れてもらえぬのだ。無論人間とて難むずかしいではあろうが、ワシはラキス殿なら何とか出来ると信じておるのだ。このとおり、伏してお願い申し上げる」

　頭を下げるグラードに、ラキスは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

　王が頭を下げたのに断ったらどうなるか、周りの者が無言の圧力をかけたのでラキスとしては引き受けざるを得なかったのが実状だが、ラキスが頷いた直後に上がった歓かん声せい、彼等の嬉うれしそうな顔に仕方ないかと思ったのも事実である。

「『プロミネンスの炎』の後に、『世界樹の木』ですか……順調に、僕達の予定とはズレて行ってますよね……」

　ため息を吐つくグレンに、ラキスの額ひたいに青あお筋すじが浮かぶ。

「仕方ないじゃない！　乗りかかった船なんだから！　王に頭まで下げられて見捨てたら、後味が悪いじゃない！」

「ま、仕方ないですよね。僕達にとっては、沈しずみ掛かかったぼろ船でも……」

「むか！　うるさい！　沈みかかった泥どろ船ぶねだろうと、そこから何とかするのが船長の腕うででしょう！」

「沈みかかった泥船だと、もう手て遅おくれだと思うけどね～」

「う、うるさい！　揚あげ足を取るな！」

「だいたいヴェルフェルを帝てい都とに呼んで、混乱を広げた張本人だろうが、お前は。船に積極的に穴を開けておいて、今いま更さら何の船長の腕だ？」

「あうっ……うぐっ……」

　ハーツに指し摘てきされて、言葉を詰つまらせるラキス。

　その時、エイブルを抱かかえて先に進んでいたメルフィが、ラキス達に振ふり向いて手を振る。

「ラキスさ～ん。『次じ元げん回かい廊ろう』の入り口がありましたよ～。たぶんここだと思います～」

　そう言って、大きな口を開けた洞どう窟くつを指さすメルフィ。そのメルフィのもとに歩み寄り、グレンがドワーフ達にもらった地図を見て頷く。

「まず、ここに間ま違ちがいありませんよ」

「ドルウェルが住処すみかにしていた所か……ま、取とり敢あえず入ってみようか」

　そう言って中に入り、しばらくみんな無言で進む。

　やがて中なか程ほどに差し掛かり、生活の臭においのする場所に辿たどり着いたラキスが、部屋の中央に積み重ねられた『要いる物の山』を見て呟つぶやく。

「……何だろう、このゴミの山？　部屋の掃そう除じでもしていたのかな？　う～ん……龍りゆうって言うと、何だか宝を住処に集めているっていうイメージがあったんだけどな……」

　そうラキスが呟きながら足を止め、山からガラクタを一つ手に取る。

「……悪いヤツだったと思うんだけど、何だか可哀かわい想そうな最後だったからね……」

　みんなが先に進んで行く中、ラキスが小さく呟く。そんなラキスにグレンが気付いて、立ち止まって振り返る。

「ラキスさん、行きますよ」

「あ、うん。ちょっと待って」

　ラキスが手に持った物を山に戻もどし、みんなの所に駆かけて行く。

　それが、神に成る事を夢見て千年間戦い続けた蛇じや龍りゆうドルウェルの形かた見みであり、墓ぼ標ひようでもあると、誰だれも気付かなかった。





Ｅ・Ｎ・Ｄ









　あとがき







　二〇〇三年三月某日。

　早朝。

　とある建物の窓に、まだ朝あさ冷びえする早そう春しゆんの風を一いつ身しんに浴あび、白しろみ始めた太陽を見つめて含ふくみ笑わらいをする変な男が一人。

　そう、男が遂に『ラキスにおまかせ第二巻（この時点で題名未定）』を書き上げたのだ。

　締しめ切きりを思いっ切りぶっちぎり、印刷機械を途中で止めるというド新人にあるまじき失しつ態たいをやらかしたその男は、書き上げた原稿（フロッピーディスク）を手に持ちながら含み笑いを高笑いに発はつ展てんさせて、朝日に向かってこう吼えたた。

「やった！　遂ついにやったぞ！　遂に不ふ可か能のうを可能にしたのだ！　即すなわち俺は神……いや、むしろそれ以上の存在だ！　神々も、我が前にひれ伏すが良いぞ！　わっはははははは！」

　……連日の徹てつ夜やの結果、男の脳のう味み噌そは既に逝いってしまっていた。




　どうも、お久しぶりです。もしくは初めまして。変な男こと、桑田淳です。

　ちなみに、今は正常に戻っていますので、どうか御安心ください。一作目のあとがきを読んだ友人に「お前生意気だぞ、これは」と言われたり、今回もほんのちょっぴり傲ごう慢まんなところを見せていますが、普段はそんな事はなく、真ま面じ目めで礼れい儀ぎ正しい好青年です（自分で言うな）。近付いても嚙かみ付ついたりしません。高笑いもしません。

　……たぶん。（笑）

　それはともかく。

　いろいろ難なん航こうしましたが、ここに『ラキスにおまかせ２　明るい未来の探しかた』をお届けします。ド新人の私がこうして無事に二巻目を出せたのは、ひとえに読者の皆様の温かいご声せい援えんと、関係者の皆様の尽じん力りよくによるものと感かん謝しやしております。

　特に、前巻を読んで「面白い！」と手紙をくださった皆様方には感謝の言葉もありません。前述のように忙しくて返事を出せませんでしたが、何度も読んで励はげみにしています。ありがとうございました。

　あと、関係者の皆様ごめんなさい。（笑）




　ま、過すぎた事は忘れるとして（ちょっとまて！）。今回の話、メインは龍です。

　龍と魔ま族ぞくはファンタジーの華と申しますが（言いません）、強くて格好良くて壮そう大だいなスケールを誇る龍は、やはりファンタジーには欠かせない存在です。

　私は日ひ頃ごろから、龍はもっと偉い大だいであるべきだと考えていまして、昨今の龍が貶おとしめられた現状に心を痛めているのです。ですから、ネタバレになると困こまるので詳しくは語りませんが、今回はそんな私の理想を体現したような素晴らしい龍が登場します。

　特に私のお気に入りは蛇じや龍りゆうドルウェルです。彼女（？）の素晴らしい生き様には、執しつ筆ぴつ時に感情移入し過ぎて困ったほどでした。




　……ちなみにあとがきから読んでおられる方には、ここでいったん止めて、先に本文を読む事をお勧めします。

　それからここに戻って「騙だまされた！」と叫んでください。（笑）




　はい、大おお嘘うそです。どれも癖くせのある性格で、まともな龍は登場しません。（笑）

　ただ、無論どのキャラにも思い入れがありますが、新キャラの中で蛇龍ドルウェルが一番のお気に入りであるのは事実です。そのため最後の展開をどうしようか考え込んだものでしたが、結果良いものになったんじゃないかと自負しています。

　もっとも私としてはドルウェルに限らず、キャラのどれか一人でも気に入っていただければ本望なんですけどね。




　さて、まとめに入ります。

　ラキス達の旅はまだ終わりません。でもその話をお披ひ露ろ目めできるかは皆様次第です。どうかご声援をよろしくお願いします。

　今回の話も「面白い」と言って頂けるように努力しましたが、なにぶん未み熟じゆく者ものですので、ご意見や感想などを頂けると嬉しいです。

　それでは、またお会いできることを祈っています。





二〇〇三年四月　桑田　淳












ラキスにおまかせ２




明あかるい未み来らいの探さがしかた







桑くわ田た　淳ひろし
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